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グループ交際～社内恋愛のすすめ～

奏井れゆな









登場人物の紹介





第１話

ストイック：松浦ちひろ　21才

総務部庶務課　親密な関係が苦手なクールガール

キラー：竹野内瑛　26才

営業部化学事業部門営業課　無口ぎみなモテ男




第２話

ビューティ：相川美耶　23才

総務部総務課　きれいと言われるのが嫌いなビューティフルガール

ヴォイス：金城柾也　29才

営業部機械事業部門企画課　素顔を隠して声を武器にする男




第３話

ウィット：永井紗稚　21才

総務部人事課　先回りが得意なインテリガール

クラウン：成宮智章　27才

営業部化学事業部門営業課　マジックと話術に長けた男




第４話

プリティ：湯原絵奈　21才

総務部経理課　自信に欠けて思いこみがちなナチュラルガール

スレンダー：仲村貴大　29才

営業部インフラ事業部門企画課　社内一、女性の噂が絶えない男
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序章　ＡＳＫ推進企画室










　業平なりひら商事では毎年、四月一日の入社式を終えると、新入社員約二百名は三週間の研修に入る。

　面接時の選択から基幹職と事務職という大まかな方向ははっきりしていても、入社時点ではまだ配属先が決まっておらず、研修を経て言い渡される。

　三週間といっても休日を除けば正味十五日間で、十日間は本社ビル内での研修、そして最終五日間はリラクゼーションとコミュニケーション向上を主目的にして郊外にある宿舎での共同生活となる。

　その間、各部署から偵察を兼ねて担当者が入れ替わり立ち替わり教育に当たる。

　本社ビルの十階にある四つの会議室ではそれぞれ五十人ずつに分かれ、これまでだれもがそうであったように、今年の新入社員も真剣な面持ちで講義やアドバイスを受けていた。

　世界に名の知れた総合商社だけに、不安と相まって表情に見え隠れするのはうれしさと期待と、そして誇らしさだろうか。




「今年はどうかしら」

　研修二日め、十階にそろった四人は、廊下から物色するように新入社員たちの様子を窺った。瞬間調光ガラスという特殊な間仕切りガラスは、普段は不透明でプライバシーが守られているが、いまは透明にされて室内は丸見えだ。

「ぜひにも現れてもらわないと、先代もおちおち完全引退とはいきませんもの」

「仕事に関しては問題ないどころか有望なのに。もう身を固めてもいいお年だわ」

「そうね。噂には困ったものだわ。社内では目をつむれるとしても、社外に対してはけっしてプラスにはならないし、我が社の安定した存続のためにも……」

　最後は言葉を濁して、しばらく研修会場を見守った。

　今日の教育担当は営業部インフラ事業部門で、若手が率先して会場内をまわりながらアドバイスをしている。

　中央では一際背の高い担当者が、女性のノートをつついて何やら指南中だ。その彼女は、横顔を見ると女性と呼ぶには少し幼い感じだ。何度かうなずいて顔を上げると彼に笑みを向けた。

「あら、あの子、わたくしたちが推した子の一人じゃなくて？」

「確かに」

　引き続き経過を見ていると、彼はうなずき返してそのまえの席へと進む。

　彼女の視線は彼を追っていたが、やがて机に向き直った。入れ替わって彼が彼女を振り向く。だれかが悪戯を計ったかのように、彼女の手もとが狂って消しゴムが転がり跳ねた。机から飛びだした瞬間に、彼が消しゴムをつかんだ。

　目を丸くしている彼女と、はじめて表情を和やかに崩した彼が、顔を見合わせて小さく笑った。

「あら」

「まあ」

　感嘆詞が二つ並ぶと、知らずと四人は顔を見合わせる。

「今年はどうやら、久しぶりにＡＳＫアスク推進企画室を復活できそうね？」

「そうね。いい感じじゃなくて？」

「報酬は？」

「今回は社運もかかっているようですし、贅沢に。わたくし、一度〝天国にいちばん近い島〟に行ってみたいと思っていたんですけど」

「ほかにご意見は？」

　ほかの二人は同時に首を横に振った。

「では決まり、ね。わたくしが部長に交渉するわ」

「負けてはいられませんね」

「当然です」

「さっそく、内偵しなくては」

「決算準備もお忘れなく」

「ああ、そうでした」

「でも」

「長い目で見れば」

「ＡＳＫ推進企画室のほうが優先です」

　四人はともに意見一致でうなずき合う。

「では、がんばりましょう」




　　　　＊




　新人研修も今日で終わりだ。

　最終五日間の宿舎研修は、よく知らないという人ばかりのなかでどうなることかと思ったけれど、仲良くなった人が三人できた。

　相変わらず、食事当番で卵焼きを焦がしたり、洗濯物を取りこんでいる途中に呼ばれてそのまま夜まで干しっぱなしだったりと失敗もあって落ちこむこともあった。それでも、ほんの三週間まえまで名前も顔も知らない他人だった人たちを近しく感じるようになった。わたしみたいに地方から出てきた人もたくさんいるからイントネーションが違うこともそう気にならなくて、独り暮らしのちょっとした知恵を出し合ったりする機会もあったし、いろんなことで実のある時間になった。

　最終日の昼は、各部署の教育担当者もやってきて、総勢二五〇名でのバーベキューパーティだ。

　思い思いに散ってにぎやかに進むなか、仲良くなった四人で固まった。こういうときに居場所があるとほっとする。

　パーティはずるずると続いて、食べきれなくなるとわたしたちは小川まで散歩に出た。

「どこに配属されちゃうんだろう」

「四人一緒だといいな」

　わたしはそう答えながらちょっと不安になった。

　厳しい指導のなかでも責任を持たされる仕事というのはまだこれから始まることで、学生気分が抜けていないのは事実だ。来週からはいよいよ実戦になる。加えて行き先のわからないことがいまはプレッシャーになっている。

「それは難しいかも」

「そうね。でもどうなるにしても、週に一回くらいは食事会とかやりたいって思わない？」

「それいいな」

「わたしも賛成。いま決めておけば？」

「じゃあ、やっぱり区切りがよくって帰る時間を気にしないでいい金曜日は？」

「決まり！」

　歓声じみて笑い合った。同じように散歩する人がいるなか、四人の笑い声は目立ってしまい、顔を見合わせるとくすくす笑いに変えた。

　小川に沿って歩くと、大きな石が横並びして向こう岸に渡れるところまで来た。小川は三メートルくらいの幅で水深も浅いが、この場所だけ一メートル近く落差があって、まるでミニチュアの滝だ。せせらぎというには水の音が立ちすぎて、流れも少し速すぎる。

　さきに行って、と譲ったわたしを最後にして、三人が順番に石の上を渡り始めた。所々が水飛沫で濡れていて、気をつけなければ滑りそうだ。

　そうわかっていたのに、わたしはやっぱり思考スペースの大部分を不安に占領されていたのだろう、石の上に乗ったとたんに足を滑らせた。

　視界が傾いて躰が浮いた。

　落ちる！

　目を閉じて覚悟した瞬間、後ろから抱くように腰をすくわれ、出そうになった悲鳴を呑みこんだ。

「ナイスキャッチ」

　耳もとで可笑しそうな声がした。自らを褒めた声の主を振り仰ぐと、驚くほど近くに顔があってどきどきした。

「消しゴムだけじゃなくて自分まで落とすってある意味、特技だな」

　岸まで引き戻されてからかわれると、自分の顔が赤くなるのがわかる。

「あ、ありがとうございました」

「どういたしまして」

「……あの……」

「何？」

「……腕、もういいです。立てますから」

　わたしは目を合わせたまま、腰に添えた手を指差した。

「そうらしい」

　目のまえで短く笑い声を立てた顔は、めったにお目にかかれないほど端整で見惚れた。

「渡る？」

　向こう岸を差した指先をたどると、彼女たち三人のちょっと驚いたような顔に合った。

「はい」

「それなら、手を引いてやるのが紳士たるもの、だろうな」

　わたしは答える間もなく手を取られて引っ張られた。ともすれば、わたしの手をしっかりとつかむ、大きな手の心地よさに気を取られ、集中力をなくしそうになる。また踏み外して、道連れに落ちてしまったら最悪のパターンだ。

　どきどきしつつ無事に岸へたどり着くと、ほっとするとともに手が離れる。

　もっと。

　無意識に願った。

「落とさなくてよかった」

　小さな声で思わず口にすると、見上げた顔から何か含んだような、歪んだ笑みが返ってきたけれど、気のせいかと感じるほどすぐに消えた。

「月曜からいよいよ仕事だな。いろいろあるだろうけど、がんばれよ」

「はい」

「いい返事だ。研修の成果が出てる。じゃあな」

　向こう側へやすやすと引き返す背中を見送った。

　また……会えるかな……。

　内心でつぶやいて、そのはじめての感情に戸惑った。




　　　　＊




　業平ビルのエントランスをくぐり、まっすぐ奥にあるエスカレーターで二階までのぼると、出勤時間の混雑したエレベーターを避けて、三階の営業部フロアまで階段を使った。朝の混雑は通常のことだが、今日から新人が本社ビルに戻ったことでよけいに人が多い。

　デスク脇にダレスバッグを置くと、電話機の下に小さな封書が置かれているのに気づいた。電話機を上げてテープで貼りつけられた封書を剥がした。

　業平商事の社名が入った封筒には、おれの名と『親展』の文字がある。

　封を開け、なかから便せんを取りだして広げた。




招待状

　突然のお手紙を失礼いたします。

　新人研修の教育、お疲れさまでした。

　今年の新人はいかがでしたか。お気に召した子がいらっしゃいましたら、お手伝いさせていただきたく、招待状をお送りしました。

　ただし、真剣愛が前提のことです。且つ、こちらを通さない抜け駆けはご容赦ください。大切な人材ですし、社内のことですから不手際が生じては困ります。

　ご依頼については、○○○－○○○○－三二〇七、ＡＳＫ推進企画室までご連絡ください。いつでも歓迎いたします。

　なお、この企画は今回、四人限定でご招待しておりますので、ご依頼の有無を問わず、内密にお願いいたします。業平商事上層部公認の企画室です。保証が必要であれば総務部長にご確認ください。

　では、是非のご依頼をお待ちしております。かしこ

ＡＳＫ推進企画室




　どういうことだ？　どっかの出会い系ビジネスじゃあるまいし……バカバカしい。

　ゴミ箱に投げ入れようとして手を止めた。

　ふいに笑顔が脳裡に浮かんだ。

　……まあいい。

　手紙はダレスバッグの奥にしまった。




　　　　＊




　――半年後。

　昼間の喧騒が消えた夜、総務部フロアの一室では優雅にお茶の時間が進んでいる。八階の窓から見える夜景は、いくつものビルから漏れる明かりが地上に広がる星のようでロマンティックそのものだ。まさにＡＳＫ推進企画に打ってつけの風景だろう。

「依頼審査は終わりました。あの方の噂の件を除いて、この一年内ではスキャンダルもなく、それ以上を遡っても気にするほどの問題はないわ。全員合格です」

「あら、優秀ね」

「ただ、噂の真相までたどり着けなかったことが気にかかるところでもあるの」

「そうなの？」

「ええ。お相手の方がどうやっても見当たらないんだわ」

「いいほうに解釈すれば、事実として社外に漏れることはない、ということでは？」

「でも。だとしたら、噂の出所はどこなのかしら」

　その発言に四人ともが眉をひそめ、しばし黙りこんだ。やがて、「それはともかく」とＡＳＫ推進企画室代表が顔を上げた。

「よくこれだけそろったものね。質も量も言うことないし、結果が楽しみだわ」

「ほんとに。あとはこちらをどう進めるか、というところね」

「そうねぇ……」

「そのことについてなんですけど、うちの子。『営業部とは全然接点ないですよね』って言ったのね。営業部に配属を変わりたいのかしら」

「あら!?　それって彼女はすでにフォーリンラヴではなくて？」

「そうこなくては。あのシーンで恋に落ちないほうがどうかしてるわ」

「そうよね。では、その子を突破口にしてはどうでしょう」

「いいきっかけだわ」

「では、そちらから進めてくださる？」

「了解です。すでに両想いってことはうちの課の勝ち抜けかしら」

「まあ、わかりませんことよ」

「そうそう。恋の成就はすべてふたりのタイミング」




　　　　＊




　十月の初旬、ＡＳＫ推進企画室が用意した居酒屋ＩＯＭＡイオマの一室は、八人そろった当初、緊張していた雰囲気もわずかに緩んで会話が弾みだした。厳密にいえば、緊張しているのは向かい合った女性たち四人だろう。

　ＡＳＫ推進企画室が前置きしたとおり、半年まえと変わらず、彼女たちを見ると女性と言うにはウブな印象が消えていない。

　ＡＳＫ推進企画室の実態がなんなのかは判明しないままだが、あの封書があった日から二カ月後に訪ねた総務部長は『心配ない』の一点張り。とりあえず、選抜されたらしいあとの三人というのがだれなのかだけは教えてくれた。全員が日頃から通じている営業部の奴だった。

　声をかけてみるとそれぞれが『お気に召した子』は総務部所属ばかりで、そこに何か意図がある気もした。本来ならＡＳＫ推進企画室の手助けを借りずとも、どうにかできるだろうという兵つわものばかりだが、だれからともなく企画に乗ってみる方向へと進んだ。

　ＡＳＫ推進企画室へ連絡をすると、そうしたときからいまに至るまで、ご丁寧に彼女たちの成長ぶりを含めた様子を例のとおり何度も封書で知らされた。白々しいほどに褒めたたえたエピソードがあれば、失敗して落ちこんでいるとか。大丈夫か、と気になるあたり、嵌められている感は否めない。

　会ってみてわかったのは、彼女たちがＡＳＫ推進企画室の存在どころか、こうやって会っていること自体に戸惑っていて、明らかに何も実情を知らないということ。

　ようやく和んだのもつかの間、閉店間際というお開きの時間になり、携帯電話の番号とメールアドレスの交換を始めた。

「昨日、ケータイを違うところに変えたばっかりで、呼びだし方がわからないんです。アドレス、憶えてなくて」

「ケータイ、おれのと同じみたいだ。貸してくれるんなら呼びだしてみるけど」

「あ、お願いします」

「ストイックさんのアドレスは長いんだよね。迷惑メール避けるためだっていっても複雑すぎると思う――」

「何、それ」

「え？」

　口を挟むと、目のまえの彼女がきょとんとおれを見つめた。

「ストイックさん、て何？」

「あ……えっとケータイ用の名前です。みんなの第一印象の話をしてるときに、なんとなくおもしろいなって始めたんですけど。見られてもわたしたちにしか、だれかっていうのはわからないし」

「って言いながら、おれたちにバラしてる」

　おれが指摘すると彼女の頬が赤くなった。

「この際、おれらもケータイネームをつくるってのはどうだ？」

「それ、いいな。内輪の社内伝言にも便利かも」

　横に座ったふたりが言いだし、結局おれたち四人にもふざけたケータイネームがついた。

　そろって店を出ると駅まで送り、また会うことを約束して別れた。

　何も知らない彼女たちからすればただの合コンにすぎず、おれたちからすれば捕獲場となるわけで良心が痛まなくもない。

　独りになると喫煙ブースに行って煙草を取りだした。口に咥え、火をつける。

　痛む必要なんてないだろう。

　前提がＡＳＫ推進企画室の条件に沿っていることには違いない。

　半年まえと変わらない、さっき見た彼女の笑顔が浮かぶ。

　――落とさなくてよかった。

　果たして、落ちていない、のか――。

　紫煙を燻くゆらせながら、独り笑った。








第一話　口説く男








ストイック：松浦ちひろ　21才

総務部庶務課　親密な関係が苦手なクールガール

キラー：竹野内瑛　26才

営業部化学事業部門営業課　無口ぎみなモテ男









＊　キラー～プライド～




　新人研修期間も明日を残すのみとなり、営業部に宿舎の泊まりこみ当番がまわってきた。日替わりで新人たちは男十五人、女五人というグループが構成されるが、その一つのグループを任されて午後から研修に付き合った。

　夜は、最後の晩餐ともあって和気あいあいと、時に、はしゃぎすぎるほどの笑い声が飛び交う。

「竹野内たけのうちさん、営業の仕事、たいへんですか」

　その質問でグループ内の視線が全部おれに集中した。

「たいへんじゃないことはない」

「それって余裕の発言ですよね」

「ここでたいへんだって言いきって、月曜日、もし営業部に配属ってなったら挑戦するまえに引くだろ？」

　そう答えるとどっと沸いた。おれは首をひねって続けた。

「正直にいえば、営業の世界はシビアだし、些細なことでこじれることもある。根底は人間関係にあるから。けど、相手に入りこめて返ってくる成果はちょっとした快感だ」

「竹野内さんが快感て言うと、なんか違うこと想像しますよ」

　このなかで最も物怖じしない新人男子が言葉尻を捉えてふざけた。おもしろがった笑い声とため息がさざめく。

「やだ。また下品な話になるの？」

「あ、でも竹野内さんにカノジョがいるのか知りたいです。モテますよね」

「わたしも知りたい。できれば立候補もしたいですけど」

「それで営業やってて得したことってあります？」

　渡りに船だったのか、一人の新人女子が男子の発言に便乗すると、矢継ぎ早に遠慮のない発言が降りかかってきた。〝快感〟が下品かどうかは別として、おれにとってはあまり歓迎したくない話題だ。

「プライベートに関してはノーコメント。営業に関して言うなら使える武器は全部使う。だれだってそうだろ」

　小さく悲鳴があがったが、おれは肩をすくめて流した。

　こういうことにいちいち反応すると本当に立候補者が現れたり、ありもしないことが情報として流れたりしたすえ、収拾がつかなくなる。去年の初の研修指導参加でそう経験済みだ。さっきと同じ質問を受けて、いない、とつい正直に答えてしまったすえ、独り暮らしもばれて日替わりで〝手作り弁当〟攻撃が始まったのだ。

　ただし、答えを避けたところで、新人たちは勝手におれについての憶測話で盛りあがっていく。答えないという方法もあまり役に立たないとわかって、おれは内心でため息をついた。

　もちろん男である以上――という言い方はある種、男の言い訳だろうが、寄ってきた女を摘んだこともある。特定のカノジョという面では、大学時代に一度だけ経験した。いつものごとく寄ってきた女だったが、ミスキャンパスの推薦を受けるほどの容姿もさることながらストイックで頭がよさそうだったし、付き合うということを知ってもいいと思った。ただ、あまり喋らないおれに不安を抱いたらしく、しつこく『わたしのこと好き？』と訊かれることに辟易した。

　それ以来、〝特定〟は避けてきた。

　裏を返せば、本当に好きであればいくら確かめられても、うんざりすることはなかったのではないかと思う。つまり、好きという気持ちがおれには欠けていたのかもしれない。おれが求めるものに、いわゆる〝イイ女〟という条件は関係ないのだろう。

　新人たちの一向におさまることのない駄弁を傍観していると、ただ一人、黙りがちな女子に目が行った。

　研修時の率直な発言を見るかぎり、自分なりの判断はできていて、話しかければ普通に喋り、積極性は乏しいものの、そうおとなしいわけでもなさそうだ。黙りがちだがむっつりとした表情でもなく、むしろ話を聞いて笑っている。ただ、遠巻きに眺めているといった感じが否めない。

　それは食事後の解散で思い思いに集まった畳の広間でも同じだった。たまに自分から話に加わっているが、端に座った彼女はほとんど大型のテレビ画面に見入っている。

　彼女は、高くも低くもない背の高さに、和風寄りの癖のない顔立ちと、外見のみをとれば特別惹く何かを挙げるのは難しい。気になるのは、何気ないながらもじっと観察しているような瞳だ。

「松浦まつうらさん、退屈？」

　彼女の横に座りこむと、ぎょっとした顔が向けられた。ただのびっくりではなく、拒絶が見える〝ぎょっ〟に内心苦笑いした。おれがあまり受けることのない――それよりは真逆の反応だ。

「え……いえ、そんなことありません」

「松浦さん、下の名前はなんだっけ」

「……ちひろ、です」

　当惑した声音だ。

「おれは、瑛あきら」

「知ってます」

　肩より少し上までのストレートヘアを揺らしながら彼女が可笑しそうに答えると、おれの自尊心が回復した。

「友だち、できた？」

「はい。いま三人ともお風呂なんです。わたしは今日、最終組であとからになりますけど」

「研修はどうだった？」

「まだわからないことだらけですけど、いろんな部署の先輩方と知り合えたので、どこに行くにしても少しらくな気分になってます。声かけてくれる人もいるから――いま言った三人のことですけど、業平は居心地いい感じです。あ、仕事はたいへんだとわかってるんです」

「独りでいるほうが好き？」

　唐突かもしれない質問を投げると、彼女は不思議そうに首をかしげ――

「そんなことはないです」

　と即答した。それならどういうことだろう。

「竹野内さん、商社マンは家に帰る暇がないとか聞きますけど、どうなんですか」

　彼女は、けっして独りにしてほしいとは思っていないことを裏づけるように、自分から話題を挙げた。

「自分次第だろうな。おれはちゃんと帰るけど」

「有能だって自分で言ってるみたいですね」

「そのつもりだ」

　すまして肯定すると、彼女は瞳をくるっとまわしてくすくすと笑った。心底しんていにある何かをつつかれた気がした。

　それから仕事と世間話を行ったり来たりしながらふたりで語り合った。まっすぐにおれを捕らえている瞳はくるくると表情を変えて、彼女は驚くほど反応がいい。彼女から話しかけてくることも多く、その率直さは素直さの表れだろうか。

　やがて、近くにいた男女も加わってきた。

　渋々と――思わず湧いた感情におれは内心で眉をひそめつつ、表面では歓迎を取り繕い、彼らを迎え入れた。

　それからまた彼女に目を戻すと、ふたりで話していた間、おれから離れることのなかった瞳が逸れた。同時に、彼女が直接タッチできない膜を覆ったことに気づいた。








＊　ストイック～キスの味覚～




　女四人集まれば、美人ビューティさん、可憐プリティさん、才女ウィットさん、並ノーマルさん、男四人集まれば、色男キラーさん、道化師クラウンさん、魅惑ヴォイスさん、優男スレンダーさん、といてもおかしくない。

　おかしくないけれど、よくこれだけ個性派が集まったなと感心している。このなかに入れば並も個性に見えるという、ある意味、お得な空間ではある。

　それがどうくっつくかというと微妙な気配。

　理想からいえばどういう優先順位がつくだろう。

　わたしはクールに見られるらしく、ストイックさんとは呼ばれているものの、何をとってもノーマルでしかないわたしからすれば、順位争奪戦に加わったところで無意味だ。まったくもって労力の無駄遣い。

　そもそも、わたしがこのなかにいる理由なんて数合わせにすぎないのだと思う。グループ交際が始まったのはおよそ半年まえの十月初旬。言いだしっぺがだれかは知らない。わたしは最後に声をかけられたわけだから。

　同期入社で三週間の研修期間を経て、前出の順番からいくと、総務課、経理課、人事課、庶務課というちょっと地味な部署への配属になった。社内一を争う派手な部署、営業部に比べればはっきりいって閉鎖的だ。イメージするなら、わたしたちは縁側でひなたぼっこをしながらお茶している感じ。テラスでケーキセットを食べている雰囲気の部署とは大違いだ。

　つまり、出入りは〝長いものに巻かれろ〟的なおやじたちがほとんどで職場に華がない。女のわたしがこう言うとへんだろうか。

　ただこんなふうに説明すると不満に聞こえそうだけれど、そうではなく、元来わたしは地味な性格だけにここが合っているようで、気に入ってもいる。

　研修中に仲良くなった彼女たち三人とは、約束どおり毎週金曜日の食事会が続いた。お酒もだんだんと美味しく感じるようになったし、だれかの家に集まってみんなで料理をしてお酒持ちこみのお泊まり会をすることもある。そんなふうに楽しく付き合っていたなかでの合コンのお誘いだった。

　女子短大を卒業して、入社半年を越えた十月のこと。

　相手は営業部の勤務歴数年という男性たち。うちの会社の営業部は兵ぞろいと聞く。半年もたつと社内の噂も少しは耳に入るわけで、合コンの相手を聞いたらみんな知った名前だった。

　いずれにしろ、総務部と営業部とでは仕事上の接点がなく、同期ならともかく入社半年ではほとんど面識がない。強いて挙げるなら、新人研修のとき、向こうは憶えていないんじゃないかと思う程度にちょっと話したくらいだ。

　まあ、合コンというのはあらかた初対面が普通のはず。

　普通ということにこだわれば、合コンでだれかとだれかが意気投合してくっつくことはあっても、ずるずるとそろって会うということは普通ない――というのも、ほかの子に聞いたところによると、だけれど。

　人の情報に頼らざるを得ないのは、わたしは合コンなんていう集い的なものを苦手としていて、今回を除けば一回しか参加したことがないのだ。

　どこがどうなってこうなっているのかよくわからないまま、初会から半年たったいま金曜日の飲み会は恒例になってしまった。休みの日も八人そろうときは、美術館のような知的な場所から遊園地という子供っぽい場所までと、どこかに出かけることもある。

　社会人になってもグループ交際とはちょっと幼い気がするけれど、楽しいよねと賛同を求められれば楽しいと認めるかもしれない。

　わたしには性格上、問題あり、なところもあるけれど、この場所はなぜかけっこう居心地がいい。

　庶務課の仕事についてはほぼ一年たって、自分で判断したり動いたりと、一人前とは呼べないまでもぼちぼちと周りを窺える余裕が出てきた。

　愛想笑いしていればおやじ、もとい、上司は喜ぶし、それなりに仕事を憶えたせいか、先輩たちに顔をしかめさせることもなく、わたしにとっては平和な生活が続いていた。

　そう、〝いた〟のだ。三月の半ばになってそれが怪しくなってきている。

　その原因は――。

「ちひろ、弁当」

　十二時五分。アラームもどきの時間の正確さで、並列並びしているデスクの間を縫ってやってきたのは、まさに平和をさえぎる原因だ。

　周囲のことなどおかまいなくわたしのところまで来ると、当然のように要求した。

「どうしてわたしが竹野内さんのお弁当を持ってこないといけないんですか」

　声を潜めたところで無意味なくらい庶務課はしんとしているように感じた。

　気後れしないことはなく、努めて何気ないふりをする。だって、プリティさんならともかく、じたばたしても並なわたしは全然可愛くないし、うざったいなんて思われたくもない。平然としていることがベストだ。

　あ、そうなんだ。こういうところがクールに見えてしまうのかもしれない。

　そんなことを悟っていると、竹野内さんは肩をそびやかすという尊大なしぐさを見せた。

「ひどいな」

「理不尽です」

　わたしはきっぱりと切り返した。




　事の始まりは先週の金曜日、三月十三日。

　――今度、弁当作ってきて。

　庶務課に乗りこんでくるなり、グループ交際一員のキラーさんこと、営業部化学事業部門営業課の竹野内瑛は宣言した。

　〝頼む〟でも、ましてや〝言う〟でもなく、命令に近い宣言。

　月曜日、十二時五分にやってきて、わたしが作ってきていないことを知ると、竹野内さんは、「可笑しいな」とちょっと眉間にしわを寄せてつぶやいた。

　べつに可笑しくもないけど、と思いつつ退散を待ったものの、一向に竹野内さんは出ていく様子がない。それどころか目のまえにかがんで腕をデスクに預け、椅子に座ったわたしを見上げた。

　日頃は見上げることが多いだけに、見上げられる側となると戸惑いがなくもない。

　弁当持参の先輩がごはんをつつく手を止め、金曜日のいきなり訪問のときと同じように興味津々でわたしたちを見ているのがわかった。

　わたしたちのグループ交際は社内にも知れている。ただ、活動自体は社外に限っていて、こうやって職場で堂々と仲良くやっているわけではない。社内で一緒にいる機会といえば社員食堂組が――つまりわたしを除いて、昼休みに集まることくらいだろう。

　仲良く、というのもいまの状況については語弊がある。

「あの、お弁当食べるんですけど」

「いいよ。食べて。待ってるから」

「……待ってるってどういうことですか？」

「終わったら、おれの社食に付き合ってもらう。弁当作ってくれなかったかわりだ」

「……その言い分、なんだかヘンじゃないですか？」

「先輩に逆らう気か？」

　大卒後、勤続丸四年で二十六歳になる竹野内さんは、五つ違いという立場を強調した。綺麗さにちょっとくどさを加えたようなモテ顔をしかめている。

「いまさら先輩風吹かせても知りません。酔っぱらった竹野内さんがいかに本領発揮して女の人を口説くどいてるかって知りました。わたし、絶対に忘れませんから」

「怒ってる？」

「あたりまえです」

　即座に答えると竹野内さんは再び、「可笑しいな」とつぶやいた。

「べつに可笑しくないですけど」

「いや、その『可笑しい』じゃなくて……」

　最後まで言わずに、竹野内さんはため息をついて立ちあがった。そうするにつれ高くのぼっていく顔をつい追ってしまうと、しばし目が合った状態で静止したような時間が流れた。竹野内さんの目は何か訴えていそうに見えた。かと思うと、二度めのため息がそのくちびるから漏れる。

「明日、だ」

　何が明日なのか、竹野内さんの手がまさに目のまえに迫ってきてわたしはとっさに目を閉じる。直後、指先がまぶたに触れた。目を開いたとき見えたのは竹野内さんの背中だった。




　明日、だ――というのは、明日もまた来るという意味だったようで、結局は火曜日も似たような会話で終わった。

　二日続いたとあって庶務課の先輩たちの好奇心を大いに誘ったわけで、とどのつまり、水曜日のいまに至る。

　先輩方四人を控えての竹野内さん迎え撃ちとなった。

　ほとんど同じ会話が繰り返され、竹野内さんが、意味不明のしぐさ――わたしのまぶたを指で触れたのち、引きさがって帰ったとたん。

「松浦さん、あなた正気？」

　先輩に詰め寄られた。

「はい？」

「竹野内さんなら言われなくたって作ってさしあげたいって人が多いのに」

　庶務課課長補佐というお局的先輩の発言に、わたしははたと思い当たった。

『弁当作ってきて』も口説く手の内の一つなのだ。『可笑しいな』ではなく『おかしいな』という意味がわかった。

　わたしの反応は普通と違っているらしい。

「竹野内さんをフルなんて贅沢だわぁ」

　いきなりで別の先輩の脳内が飛躍した。それがそのまま発言に及ぶという神経は疑ってしまう。

「は？　いえ、フルとかそういう話ではないと思うんですけど――」

「松浦さん、あなた、竹野内さんに選ばれたのよ。もう、これだからモテない子はモテないままなのよね」

「それってひどくないですか」

「あら、モテるって反論できるの？」

「い、いえ……」

「だいたいね。松浦さん、あなた最初からあきらめてるでしょう。そんなだから、せっかくのチャンスを逃しちゃうの。竹野内さんは業平のエリート族なのよ。もったいないでしょう。まったく」

　そこから始まった先輩たちの一方的なお説教に気圧けおされ、わたしはぐうの音も出なかった。




　木曜日、それでもわたしはお弁当なんて作ってこなかった。

「なら、外に食べにいこう」

　今日の竹野内さんはフェイントをかけた。

「だから、わたしはお弁当持ってきてるんです」

「ひどいな」

「営業って暇なんですね。毎日――」

　んんん、んっ！

　信じられないほどのわざとらしい咳払いがわたしの言葉をさえぎった。

　斜めまえの席からは脅すような眼差しがわたしを突き刺している。

「いいから行こう。おれは社食でパン買ってくる。天気いいし、デスクよりまえの公園で食べるほうが美味しいと思うけどな」

　竹野内さんは周囲の状況に気づいているのか否か、追いつめられているわたしに駄目押しをした。

　わたしだって、竹野内さんが弁当を作ってほしいということを目的にしているわけじゃないことくらい、本当はわかる。最初からあきらめているというまえに、わたしはがっかりしたくないから、なかったことにする。

　その結果として反応の違いが、竹野内さんを刺激したのかもしれない。選ばれたのではなくて、素っ気なくしてしまって闘争心を煽ったとか、ただ単にオトす対象になっているだけだと思う。

　けれど、わたしはチクチクと刺さる視線に耐えきれなくなった。だって、この不景気に職を失いたくない。

「わかりました」

　今日、ため息をついたのはわたしだった。




　道路を挟んで業平ビルの反対側には、ジョギングができるくらいの広い公園がある。オフィス街のオアシスだ。

　歩道橋を越えて公園に入ると、デザイナーの手が入った芸術的な水路が目立つ。その周りにいくつものベンチが設置されていて、その一つを陣取った。公園の一角にある桜と青空のコントラストが気持ちいいくらいに鮮やかだ。

　社員食堂に寄っていた竹野内さんは、ベンチに座ってから十分もたたないうちにやってきて隣に腰かけた。

「はい」

　お茶の入ったペットボトルを渡された。

「ありがとうございます」

　こういうときほとんどの人は遠慮しがちになるけれど、そういう押し問答は面倒くさいからわたしは素直に受けとる。金曜日の飲み会とか機会を見つけて、お返しをすればいいだけのことだ。わたしのお礼を受けて、竹野内さんは返事のかわりにぷっと小さく吹きだした。

　思わず横を向くと、竹野内さんと瞳が合い、それからわたしはいつものように戸惑う。

　何を戸惑うかというと、やっぱり竹野内さんの顔立ちがよすぎるせいだ。ぱっちり二重じゃなくて、あまり二重と感じさせないような鋭い目に、眉のラインがしっかりしていてバランスがいい。自分の並を極めた顔立ちがその瞳に映ることに気後れしながら、わたしはいつも魅入っている。

「なんですか」

「おれらってさ、年に関係なくわりとオープンに付き合ってるはずなのに、ちひろだけはいつまでたっても敬語なんだよな」

「竹野内さん、地、出しすぎです」

　すかさずわたしが指摘すると、竹野内さんはあからさまにため息をついた。

「……失敗したらしいな」

　わたしはあえて答えなかった。

　わたしがごはんをつつき始めると、また隣から小さなため息が漏れた。

　竹野内さんもわたしに倣ならってパンをかじり始め、しばらくふたりは黙りこんで食べることに集中した。

　半分くらい進むとおなかが落ち着いて、わたしはふっと息を吐いて顔を上げた。

　この青空の下だともやもやした気分もうまく晴れそうな気になる。

　ぽかぽか陽気につられたのだろうか。いつの間にか人が多くなってほとんどのベンチが埋まっていた。

「わたし、はじめて、だったんですよね」

　淡々と切りだした。

　もう少しでなくなるパンをかじろうかとしていた竹野内さんは、そうするのをやめて手を腿の上におろした。

「光栄だ」

「キスも」

「最高の栄誉だ」

「竹野内さん、酔っぱらったふりをしたんですよね」

「ちひろが本気にしないから」

「失敗どころか無理やりでした」

「惚れてるから。失敗したとは思ってるけど、悪いとは思ってない」

「……。口、上手いですね」

「そう思ってるわりになびかないな」

　何気ない口調で言いだしたわたしに、待っていたとばかりで竹野内さんは器用に応じた。

　グループのなかでは竹野内さんは無口な部類に入るけれど、いざとなったら上手すぎる。

　それを裏づけるような社内の噂話。こういう交際を始めるまえは、竹野内さんは普通に一対一で付き合う女の人が途切れることはなかったという。竹野内さんなりの節操なのか、社内の女性に手を出したというまでの噂はない。だからこそ、先輩たちによれば『選ばれた』になるのだろう。




　――弁当作ってきて。

　そう言われた先週の金曜日、夜遅くからみんなで飲みに出た。

　開発を手掛ける企画課はそれほどでもないけれど、営業課は当然、外出が多くて帰社自体が遅い。それから事務処理をやるというから、その時間に合わせると、ＩＯＭＡでの開始は九時をすぎるということもざらにある。

　先週の金曜日もそのパターンだった。




　　　　＊




　居酒屋ＩＯＭＡでわいわいと楽しくやっていると、クラウンさんのどこまでが本当かわからないふざけた営業マン逸話にだれもが身を乗りだすなか、わたしはふと冷めた。酔いではなくて気持ち。これがわたしの、問題あり、なところだ。

　人が多くなればなるほどその場所に入ると、わたしはなぜか人との間に距離を置こうとする嫌いがある。かといって人付き合いが下手だというつもりはないし、独りが好きというわけでもない。

「また出た」

　隣にいた竹野内さんがわたしを覗きこんだ。

「なんですか」

「ちひろらしいけど、それじゃダメだろ」

「意味がわからないです」

「口説きたい」

「だれをですか？」

　繋がらない会話をしながら何気なく問い返すと、竹野内さんの人差し指がわたしの鼻先にきた。わたしはびっくり眼で竹野内さんを見返した。きっと並の顔よりもっとひどい、間の抜けた顔をしているかもしれない。

　我に返って、みんなを見回してみたけれど、だれもわたしたちを気にかけている様子はない。

「冗談はいいです」

　わたしは慌てたのを隠して淡々と竹野内さんを諌めた。

　もしかしたら、ビューティさんにもプリティさんにもウィットさんにも同じことを言っているかもしれないと疑った。

　竹野内さんは、てっきりからかってくるかと思ったのに黙りこみ、わたしを見つめたままひどく目を細めた。

　竹野内さんの瞳は慌てた気持ちも疑惑も見透かしているようで――それにとどまらず、そんな感情の根本までつかまれていそうでわたしは焦った。

　こういうときはとっておきの愛想笑いが最大の逃げ道だ。

「竹野内さん、ビール、注ぎますから飲んでください」

　反応しなさそうな雰囲気だから、わたしはテーブルからグラスを取って竹野内さんに差しだした。

　笑顔の効力はあったのかなかったのか、竹野内さんはつと目を逸らして、またすぐわたしへと戻した。その瞳にたったいままでの不穏さはなく、けれど、そのかわりに挑むように射貫かれていると思うのは気のせいだろうか。

　竹野内さんはグラスを受けとると、残っていたビールを飲み干した。

　それから。竹野内さんはめずらしく酔っばらった。お開きになる頃には壁に寄りかかってうなだれていたところを、スレンダーさんが苦笑いしながら引きずるように起こした。

　ＩＯＭＡを出たのは終電をすぎた時間で、わたしが送っていく破目になった。わたしの家と竹野内さんのアパートは駅二つしか離れていないという、つまり帰る方向が一緒ゆえに、自分から手を挙げてしまった。ご機嫌伺いのためにわたしがかなりビールを勧めてしまったわけだし、責任を感じていたこともある。

　あとで竹野内に請求するから、と冗談めかしたスレンダーさんは、携帯ネームのイメージどおりそつがなく、わたしはタクシー代を預かった。穿ってみれば、竹野内さん自身がそうできないほど相当に余裕をなくしているということだ。それを裏づけるように、いつもなら竹野内さんがリードしてくれるのに、今回はタクシーに乗るときもわたしのほうが世話をやかなければならなくて、そのうえタクシーのなかでは口も利かずに窓に頭をつけて目を閉じていた。

　やがて、竹野内さんのアパートに着いたのはいいものの、竹野内さんはタクシーを降りるなりエントランスの階段に座りこんだ。わたしのお株を取ったみたいに愛想よく笑って手を振る竹野内さんを見ていると、このままぽつんとして階段に寝込みそうな気がした。

　ちょっとためらったすえ、結局はわたしもタクシーを降りた。

「竹野内さん、部屋まで送ります。鍵、貸してください」

　わたしが傍にかがむまで、孤独な少年のような様でいた竹野内さんは、そのまま少年ぽく笑った。

「タクシー、待ってもらわなくてよかったのか」

　酔っぱらっているわりにろれつがまわらないというほどでもなく、ましてその質問はごくまともに聞こえた。

「また呼びます。立てますか。部屋、四階でしたよね」

　わたしは立ちあがるのと同時に竹野内さんの腕をつかんだ。が、支えようと力を込めるには手の大きさが足りないほど、意外に竹野内さんの腕は太い。そういえば、グループ交際が始まったのは十月だから腕を露出する季節はすぎていた――と、ばかなことを考えていると気づき、わたしはすぐに腕の太さから派生しそうな妄想を追い払った。

　竹野内さんは、「悪いな」と謝りながらほぼ自力で立ちあがった。ただ、大丈夫だとは言わないから、わたしはなんとなく腕を放す機会を失った。

　そうしたこともまずかったのかもしれないけれど、三月といっても夜はまだ寒いし風邪ひくかも、と、つい親切心を出したのがわたしの最大の過ちだろう。

　足取りがゆっくりした竹野内さんを心持ち支えながら四階のワンルームに入った。ベッドに寝てもらおうと腕をつかむ手を緩めたとたん、どこがどうなったのか、寝かされたのはわたしだった。

「竹野内さんっ？」

「冗談じゃなくて、いまから口説く」

「はい？」

「オーケー」

　ベッドの端に腰かけた竹野内さんは、わたしの惚けた声を強引に返事と解釈して答え、状況を把握できていないわたしのくちびるをふさいだ。自分のパニックへの抵抗か、竹野内さんのキスに逆らおうとしたのか、自分でもわからないまま上げかけた手は、竹野内さんにつかまれてベッドに押さえつけられた。

　竹野内さんの舌がくちびるをたどり、閉じたすき間をゆっくりと舐めた。下くちびるを甘く咬まれたかと思えば次は上くちびるに吸いつかれる。何度もそうされているうちに微睡まどろみに入ったような感覚になった。

　息を詰めているせいで苦しくなり、切羽つまって開いた口にすかさず竹野内さんの舌が侵入して、わたしのなかを這いまわった。舌と舌が触れて、未知の世界なのに本能が応えた。絡めとられた舌は食べられそうで、小さく呻くと竹野内さんが離れた。

　わたしはもっとというように口を開いていたのかもしれない。口のなかがすかすかになってさみしさを感じたとたん、再び竹野内さんで埋まった。

　はじめて経験するキスに味覚がフル稼働したけれど、キスは甘くも酸っぱくもなく、苦くも辛くもなく、ただ熱い。竹野内さんとわたしの間にできたスープを呑みこんだ。

　口のなかを舐めまわしては離れる。触れた舌に吸いついては離れる。そう繰り返されるうちに離れそうになる竹野内さんの舌を追った。そんな別の意思を持ったような舌を甘く咬みつかれると、わたしは泣きそうになった。

　くらくらして浮いた感覚が溢れ、わたしはキスで堕ちた。

　竹野内さんのキスはやむことなく、恥ずかしいのを通り越してキスに集中するあまり、自分の躰がどう扱われているかまでには気がまわらなかった。くちびるが離れたかと思うと痛みに襲われる。飛びだしそうになった叫び声をなんとか堪えた。経験のない痛みはそれにとどまらず、次に躰の最奥まで到達された衝撃は、再びくちびるを覆った竹野内さんの口のなかに消えた。

　しばらくなだめるようなキスが続いて、竹野内さんは顔を上げた。

　わたしは痛みのあまり理性を取り戻したけれど、こういう状況は当然、取り繕い方がわからない。わたしを侵略したまま静止している竹野内さんの手が肌を撫でまわす。躰は感じるよりもこわばった。

　目を閉じたままのわたしには、竹野内さんがどういう眼差しで見ているのかはわからない。

「痛くして悪い」

　そう言われて受けたキスは、痛みと区別がつかないほど熱くてやわらかい。

　あとのことはよく憶えていない。というのは言い逃れで、本当は憶えている。恥ずかしくて思いだしたくないというのが本音だ。

　これ以上になく親密に躰をくっつけ合い、ゆっくり動いていた竹野内さんはやがて加速してわたしのおなかに慾を吐きだした。

　時間をかけられたせいでわたしの体内はなめらかになり、つらいという痛みはなくなっていたけれど、竹野内さんを感じるのが精いっぱいで最後まで鈍痛のような違和感は抜けなかった。

　それで終わるかと思ったのに、わたしのおなかをきれいにしたあと、横に寝そべった竹野内さんの手が脚の間に割りこんだ。

「竹野内さんっ」

「口説いてる」

　竹野内さんはわたしの抗議をくちびるでふさいだ。すぐに泣きそうな気分にされた。

「ちひろ、目を開けて」

　顔を上げた竹野内さんがくちびるに触れるか触れないかという距離で囁いた。

　やっぱりキスに堕ちたわたしは、言われるままに目を開けてすぐ傍の瞳を見上げる。すると、竹野内さんが小さく呻いた。

「すごいな……」

　わたしにはわからないひと言をつぶやいて竹野内さんは口のなかを侵した。

　脚の間でうごめく指先にやわらかい襞を翻弄され、水と戯れるような音が部屋を水槽に変えた。キスに溺れる。

　そして――わたしの躰は水槽から飛びだした金魚みたいに跳ねて、あっという間に竹野内さんはわたしの息の根を止めた。

　その夜、竹野内さんはわたしを解放してくれなかった。

　送ったのはわたしなのにオオカミは竹野内さんだった。




　　　　＊




「わたし、好きな人にあげたかったんですよね」

「叶ってよかっただろ」

　あの夜と違って……いや、あの夜も実はそうだったのかもしれない、竹野内さんは余裕で答えた。

「…………。どこからそんな自信が出てくるんですか」

「口説いたのは、ちひろがはじめてだし」

　竹野内さんは焦点の合っていない返事をした。

　思わずわたしが横を向いて竹野内さんを見ると、口の片端を上げるというレディキラー的な笑みが返ってきた。眉と同じように輪郭のはっきりしたそのくちびるにふと目を留めると、それがわたしの躰をやわらかく這った感触が甦って、場所をわきまえずおなかの奥がきゅっと疼いた。

「疑ってる？」

　その問いを受けて、焦ったのを隠すようにためらいもなくうなずくと、竹野内さんはベンチに寄りかかっていた躰を起こしてわたしにぐっと顔を近づけた。

　顔を引きそうになると、竹野内さんの両手が引きとめるように、肩までの髪ごと頬を包む。

　竹野内さんの瞳に捕まってまた戸惑った。

「このまえもそうだ。おれが誰彼かまわず声かけてると思ってるだろ。けど、疑われてること自体が証拠にならないか？」

　このまえも、ということはやっぱりわたしは見透かされているのだろうか。

「はい？」

「口説いても全然通じない。口説くのが下手ってことは経験が乏しいってことだろ。証拠としてもう一つ、口説くまえに言い寄ってこられるばかりで、そんな必要なかった」

「自慢ですか？」

「うれしくない？」

　わたしは言葉に詰まった。

　充分、上手に口説いている。

　戸惑っている理由は顔立ちのせいばかりじゃない。

「ちひろ、意地っぱりなんだよな。へんに自己卑下してるくせに自分中心に動かないと離れる」

　……。

　わたしは急所を突かれた。逃げだしたいのに、竹野内さんの瞳が制御する。

「だから強引でも行動で示すべきだと思った。余裕なくて中高生みたいにせっかちになって必要以上に痛い目に遭わせたことは謝る。けど、案の定、ちひろは痛いともイイとも言わない。それどころか声、抑えてた。まあ、おれはそれでも充分にそそられてるけど。瞳は意地張ってなかったから」

　わたしはきっと日焼けしたみたいに赤くなっているに違いない。春の陽射しのせいだと言い訳できるだろうか。

「ちひろ、必要のないプライド捨てたら、おれたち、ウマくいくって思わないか？」

　竹野内さんの性格分析はきっと当たっている。自分でもそこまでは気づかなかった、根本的にある自己中心な性格。人のなかにいてふと気持ちが離れてしまうのは、そっちのけにされることに拗ねているだけのこと。そのくせ、何も威張れるものを持っていないわたしは自分の気持ちを退けている。それが強ければ強いほど意地っぱりになる。

　叶いっこないし。だれかと半分こも百分の一も嫌だし。

　竹野内さんの瞳に戸惑っていたのは、そんなわがままな心を見抜かれそうだったから。事実、すでにばればれで簡単にキスで堕ちた。

　竹野内さんは拒絶されれば無理を通さない。グループ交際のまえがどうだったのかというのも噂にすぎなくて、少なくともグループ交際自体に忠実なことは確か。いいかげんに扱ってはいけないことをいいかげんに扱うような人じゃない。

　そう断言できるほど、退ける気持ちと相反してわたしは竹野内さんを見てきた。その竹野内さんはわたし自身よりもわたしを見抜いている。あの日はわたしの意思を無視して強引だったけれど、嫌だと言わなかったのはわたしの意地っぱりな気持ちの裏返しだ。

「竹野内さんは捨てられるんですか」

「ちひろに関するかぎり、おれはプライドは持ってない。だから、こうやって何度も口説いてる」

「……わたしのどこがいいんですか？」

　月並みな質問だけれど、わたしにとっては一世一代のポジティブクエッションだ。竹野内さんはそう悟ってくれるだろうか。

「いちばんに挙げるなら、ヘンにクールでいて、救ってくれるのはおれしかいないって思わせる瞳、かな。加えて抱いたときの濡れた瞳も」

　わたしはいつもそういう目で竹野内さんを見ているんだろうか。あの夜も、自分の瞳がどうなっていたかなんてわかるはずもなく。思いだしたくないほど恥ずかしいのは、竹野内さんにますますのめったから。

　わたしはまた赤くなった。

「ちひろの瞳に捕まってると離れがたいんだ。それと、ふたりだと見せてくれる素直な反応も好きだ。クールでもな。おれはちひろを中心に置いてやれる。おれ、そうしてきただろ？」

　そう。グループの輪から離れようとすると放っておかずに、いつも引っ張ってくれたのは竹野内さん。お弁当のこともそう。みんなと一緒に食べないでいるから誘いだそうとしてくれた。女に慣れているうえに営業マンという職業柄、そういうのがうまいだけだと思っていたけれど。

　わたしはこの拗ねた性格とさよならできるかもしれない。

　竹野内さんとなら。

「竹野内さん……わたしのはプライドじゃない。竹野内さんが言ったとおり、ただの意地っぱり」

「ちひろ？」

　竹野内さんの手がわたしの頬から離れた。

「竹野内さん、わたしのお弁当はお母さん作なの。自分で作ったことないし」

「まるでお嬢さまだな」

　竹野内さんは可笑しそうに言った。

「残念だけど普通の家。独りっ子でわがまま。つまり、いいところなんてなくてホントになんの取り柄もないんだけど？」

　竹野内さんは気づいているだろうか。

　わたしはお弁当の卵焼きを摘んだ。半分かじって、竹野内さんに差しだす。

「あと少しだ」

　気づいていた。

「瑛、食べる？」

「遠慮なく」

　はじめて見る、今日の青空のように笑った瑛に見惚れた。

　瑛が食べたのはピンク色をした、やわらかいわたしの肉襞。

　瑛の熱にジュッと焼けた。

　キスの味覚は――うま味。








第二話　壊す男








ビューティ：相川美耶　23才

総務部総務課　きれいと言われるのが嫌いなビューティフルガール

ヴォイス：金城柾也　29才

営業部機械事業部門企画課　素顔を隠して声を武器にする男









＊　ヴォイス～ライバルはカノジョ～




「金城かねしろ、新人にきれいな子がいる」

　四月一日の入社式当日、その後の研修指導に当たった人事部の奴が、営業部を訪ねてくるなり知らせた。こいつとは大学からの付き合いだが――

　そういうミーハーな奴でもないのになんだ？

「なんて子だ？」

「見たらわかる」

　研修が終了してすぐ、わざわざやってきたくせに曖昧な返事だ。

『きれいな子』ならこれまでも数えきれないほど入社してきた。『きれいな子』よりも、そいつが即刻で報告してきたことに興味を持った。

　おれが所属する営業部機械事業部門が最初に研修指導に入ったのは二日め。

　ちょうど担当したグループで見つけた。正確にいうと、人事部の奴が言ったとおり、探すことなく目に入った。

　相川美耶あいかわみや。

　ふわりと巻いた胸までの髪と表情の緩やかさが、かぼそい印象を与える。顔ではなく全体の雰囲気が、俗にいう美人とは違って、きれい、という言葉のほうが似合う。

　その日、朝から夕方まで新人研修に付き合ったわけだが、彼女はどこかおかしい。

　それから三度、本社研修で見かけたがどこがおかしいのかはっきりしないまま、宿舎の泊まり当番がまわってきた。

　研修後半は四泊五日の合同生活で、明日、ようやくすべての研修日程が終わる。

　合同生活では男女混合のグループになっていて、おれはたまたま彼女がいるグループを受け持つことになった。一対二十という構成で、本社研修よりはずっと一人一人と身近で接する。

　そこで気づいたのは彼女がだれよりも控えめで伏せ目がちなこと。

　女同士のときは普通に見えるが、男が声をかけるといったんだれかを確認するように顔を上げ、そのあとは何かに気を取られているように違う方向へと視線を置きながら会話している。笑っている表情も硬く見えるのは気のせいだろうか。

　休憩のときだけではなくディスカッションの間も態度は変わらず、これでよく面接に通ったなと思うほど視線を合わさない。

　おれに対する女の反応としては、これまで見入られたことはあっても、見るに堪えないとばかりに逸らされることはない。人にも好みがあるわけで、そういう奇特なことがあってもいいだろうが、彼女の場合はちょっと問題が違う気がする。

　最終日の夕食に至ると、担当するグループがバイキング形式をとっているなか、彼女は箍たがが緩んだようにおかずを取りこぼしたり、ふたがないと気づかずに分離したドレッシングを振って辺りに飛び散らしたりと失敗を繰り返す。

「相川さんてきれいなのにドジなのよね」

「ほんと。本社研修のときはしっかりしてると思ってたのに、意外と落ち着いてない感じ」

　彼女は、「ごめんね」と答えながら困惑した笑みを浮かべている。

「なんでもかんでも完璧よりはそのほうがいいんじゃないか」

　けっして悪意のある言い方ではなかったが、おれは思わず口を挟んだ。同時にグループ内の女子たちからため息があがった。

「わぁ、金城さんもそうなんですねぇ」

「何が『そう』なんだ？」

「クールだと思ってたんですけど、やっぱりきれいな人には弱いんですね」

「いいなぁ。きれいな人はいつもだれかがかばってくれるんだよね」

「きれいだとか、そういう見た目は関係ないだろ？」

　そう言い返しながら、ドジだと言われたときよりも彼女の表情がだんだんと曇っていくのがわかった。

　なんだ？

「金城さん、しかめた声もかっこいいですね」

「金城さんは眼鏡外すことないんですか？　素顔を見てみたいんですけど」

「ド近眼だから外せない。一方的に見られるのは好きじゃないから」

　研修のときは引き締まっていた雰囲気も、終わってしまえばまだまだ学生気分が抜けきれず、乗りに任せた発言におれは苦笑しながら答えた。

「わたし、金城さんの部署に行きたいなぁ。上司が金城さんなら怒られてもその声にうっとりしそう」

「マゾかよ」

「ひがまないで声の訓練してみたら？　営業って喋りが大事だし役に立つかもね」

「ひがんでんのはおまえら女だろ。ちょっとおしとやかになるように訓練してみろよ。そしたら相川さんみたいにきれいだって言われるかもな」

「ひっどぉ。性格悪いって言ってんの!?」

「あ、あの、わたしよりきれいな人、いっぱいいるからわたしのことはもういいよ」

　彼女が慌てて間に入った。が、おさまりきれずにまた別の男が身を乗りだした。

「悪いだろ。金城さんはおまえらの言い方がきついって言って――」

「ストップ。もう、いい。合宿の成果出てるのがよくわかった」

　間に入って険しい声できっぱりと言いきると、一斉に視線がおれに向かった。

「どういうことですか？」

「ケンカするほど仲がいいって言うだろ？」

　この研修で評価を受けることは新人たちのだれもが承知だ。おそらくはひどい評価がつくかもしれないとおののいた彼らの表情は、わざと生真面目にした発言で一瞬にして崩れた。

「あり得ない」

「金城さんの感覚ってわかりません！」

　男女一人ずつから同時に反対意見が出るとグループが笑いに満ちた。ただ独りを除いて。

　彼女は隣の女子に耳打ちして席を外した。その背中を目の端で追うと、配膳室のほうへ消えた。ほかの新人たちは食事に戻って雑談に湧いていく。おれは頃合いを見てから席を立った。

「大丈夫か？」

　調理室にいたところを見つけて入り口から声をかけたとたん、彼女は肩を揺らすほどびくりとして振り向いた。手にしていた布巾を落とし、それから意識しているのかしていないのか、彼女は後ずさった。

「だ、大丈夫です。すみません」

　一歩近づくたびに彼女は一歩引きを繰り返す。そのうち、彼女の背中は調理器具の棚に当たって行き場を失った。いつもは逸らす目もおれを見つめたまま離せないでいるようで、その様はまるで追いつめられたなんとかだ。

「何を謝ることがあるんだ？」

「え……あの……トラブルのもとになったみたいで……」

　彼女を挟むように背後の棚に手をつく。

　おれを見上げる瞳に驚きと不安は当然見えるが、あからさまにふるえているわけではなく、ということは男性恐怖症というわけじゃない。

　おれはかがんで彼女の耳に口を寄せた。間近で見る彼女は壊れそうなほど頼りなく見える。

「相川さんのせいじゃない。きれいって言われるのが苦手みたいだけど、やっぱり近くで見てもきれいだ」

　声から制御を解いて言うと、彼女は突然、脱力したようにその場にしゃがみこんだ。棚から手を離してかがむと、彼女が顔を上げておれを見上げる。

「驚かせて悪かった。大丈夫か？」

「……金城さん……？」

　彼女がぼんやりとつぶやいた。

　大きく目を開いてのぼせたような彼女の瞳が、眼鏡のレンズをも貫く。この瞬間におれは嵌まったのかもしれない。はじめて、欲しいという飢餓感を覚えた。




　翌日の午後、打ち上げのバーベキューパーティで人事部の奴が声をかけてきた。

「どうだった？」

「例年どおりだ」

「研修のことじゃなくてさ、きれいな子」

　おれは肩をすくめて答えなかった。

「めずらしいタイプなんだよな。なんとなく手を出したくなるっていうか。金城とは趣味が合うし、てっきり……」

　そいつの言うとおり、つい手を出した。からかうだけのつもりが。

「金城が相手じゃ敵わないって思ってたけど、違うんなら遠慮なく――」

「それはまずい」

　おれが淡々とさえぎると、そいつは笑いだした。

「健闘、祈ってる。ライバル、多いかもな」

　そいつが立ち去ると彼女を探し当てた。女四人で集まったなかにいて、そこで話している姿はまったく普通に見える。

　昨日、あのあと、座りこんだまま立てた膝に顔を伏せた彼女は、立ち直るまでに時間を要した。その間ずっと付き合ったわけだが、おれの喋りにうなずいたり首を振ったりと応えるものの、おれに目を向けることはなかった。今日に至っては避けられている。

　いちばんのライバルは彼女自身のような気がした。








＊　ビューティ～逆らえない声～




　十二月末、クリスマスをすぎた金曜日、いつものようにみんなと居酒屋ＩＯＭＡで待ち合わせた。

　はじめての合コンから二カ月。いつのまにか合コンではなくグループ交際みたいになって、金曜日にこの居酒屋を利用するのは暗黙の約束となっている。

　今日はわたしが一番乗りだ。

　経理課のプリティさんは、四半期決算に当たって振替の勘定科目を間違っていたとかで落ちこみながら残業をしている。人事課のウィットさんは、避けられがちな福利厚生の仕事で、企画案のレポートを引き受けて遅くなると言っていた。庶務課の自称ノーマルさん――ほかの人から見ればストイックさんこと、ちひろは、パソコンの調子が悪いとかで社内のシステムエンジニアを呼んで立ち合うそうだ。

　三人は短大卒で、年齢でいえば大卒のわたしが一番上になるけれど、入社式直後から始まった研修以来、二つの年の差を関係なく付き合っている。

　総務課のわたしは三人がいる課に指示する立場にあり、管理責任を考えると悠長にかまえていられず、緊張が抜けない。総務課独自の業務、給与計算というのは序の口で、経費削減とか経営活動上のプロジェクトの補佐とか、会社全体のことを把握しなければならないから、半年以上たっても新しいことの連続だ。自分の仕事の配分もうまく振り分けられず、訳がわからなくてまごついている。

　ただ、女性たちがほとんどという職場は、わたしのドジもあまり出番がなく、ほっとしている。金銭面でいう会社の利益にはならない裏方の仕事だけれど、わたしにはちょうどいい。

「完璧になるまで三年ね、大丈夫、わたしたちが引っ張ったからには鍛えてあげるから」

　配属直後、先輩に脅された。

　引っ張ったからには、とはどういう意味だろう。

　先輩たちにはそういう権限があるのだろうかと疑問に思って訊ねてみたら、『相川さんがきれいだからよ』と理由にならないような理由で答えられた。

　わたしはやっぱり戸惑った。

　よく、きれいだって言われるけれど、その美的感覚がよくわからない。鏡を見ても、緩くウェーブした髪とおろした前髪が、ちょっと大きい目を縁取って強調している気はするが、至ってノーマルだ。美の基準がわたしと一般とでは差があるらしい。

　それに、きれいだって言われるわりにわたしはモテていない。

　……というより、あることがきっかけで自分から避けている。そのオーラが効いているのか近づかれることもなくて、男の人と付き合ったことは一度もない。

　付き合うということを広い意味で取れるなら、このグループ交際は男の人と付き合うはじめての経験だ。

　わたしはここでも〝ビューティさん〟で通っている。

「あれ、今日は美耶独りだけ？」

　声をかけながら入ってきたのは営業部機械事業部門企画課の金城柾也まさやさんだ。

「うん。みんな、いろいろあって残業してる。必ず来るって言ってるけど。そっちは？」

「こっちも似たようなものだな。営業はいつものことだし」

　金城さんは、年は二十九歳、大卒で入社から七年めと、ベテランらしく落ち着いている。

　縁が太く、ちょっとだけ色のついた眼鏡をしていて、それを外したらどんな感じなのだろうと思う。いまでもはっきりとした雰囲気がつかめていない。街で眼鏡を外した金城さんに会ってもわからないんじゃないかと思ったりしている。

　金城さんは畳の貸切部屋をちょっと見渡して、奥に陣取ったわたしの横に座った。

　危険地帯に入ったようにわたしはちょっと焦った。

　金城さんと、ましてや男の人とふたりっきりというのはめったにないパターンだ。

　もしかしたら研修のときの、まさに金城さんとのシチュエーション以来かもしれない。

「なんか注文した？」

「ううん、まだ」

　ほんの傍で明らかにわたしに向けられている声にゆるゆるしそうになるのをなんとか耐えた。

　あのときのことを思いださなければよかった。そうしたぶん、よけいに焦っている。

「メニュー取って」

「う、うん」

　やっぱりだめだ。早くだれか来てくれないと。

　それは緊張のせいばかりでなく別の理由がある。

「美耶ってさ、線がきれいだよな」

　手を伸ばしてテーブルの端にあるメニュー表をつかんだとたん、いつもよりトーンダウンした金城さんの声が耳の近くで語りかけた。

　わたしは思わず飛びのいてしまい、メニュー表を取り落とした。全速力で走ったみたいに荒い息を吐き、目を丸くして金城さんを見返した。

　ぷっ。

　金城さんは短く吹きだした。

「そそっかしいな。いま、うさぎみたいにしてる」

　そそっかしいのも事実は事実。でもそれといまは違う。

　わたしは金城さんの声に弱い。はじめての合コンのときは緊張していたせいか忘れていたけれど、研修期間最後の晩餐の日、わたしは金城さんの声にノックアウトされた。

　低いのによく通り、一音一音にヴィブラートがかかっている声だ。会う回数が増えるにつれて、逆に免疫がなくなっていると思うのは気のせいだろうか。

　通称、ヴォイスさんと呼ばれるだけのことはある。

　たぶん、金城さんの声に弱いのはわたしだけじゃなく、それどころかうっとりする人が多いはずだ。それでもプリティさんたちは普通に喋っているのに、わたしは声に集中してしまってうまくいかない。いまみたいにばかげた行動に出てしまう。そのうえ、すぐに切り返せるほど立ち直りが早くもない。

「き、きれいって言われるけど……よ、よくわかんなくて……いつも戸惑ってる」

　うまく言い訳できたのか、金城さんは可笑しそうにくちびるを歪めて手を差しだす。

「な、何？」

「いや、こっちに呼び戻そうと思って」

　顔が赤くなっているんじゃないかと思うくらいに火照る。

　断るのもへんに勘繰らせてしまいそうな気がして、わたしは自分の手を金城さんの手に重ねた。

　それもやっぱり危険地帯だった。手をつかまれたとたんに躰中をぞわっとした何かが走り抜ける。

「例えば、顎のライン、鼻の筋」

　金城さんはわたしの片手をつかんだまま、空いたほうの手で、さっき発言した理由を挙げながら触れてきた。ねっとりとしているくせに不快ではない声がわたしを襲う。

「それから」

　金城さんはゆっくりと接続詞を発音し、溜めた。

「金城さん、だめ！」

　我慢できずに口走った。

「だめ？」

　同じ言葉で問われると、わたしの拒絶はやっぱり滑稽極まりない。

「あ……えっと……そうじゃなくて……」

「確かに。いまみたいな美耶をあいつらに見せるわけにはいかないし、このへんでやめておこうか」

　いまみたいなわたし、って？　このへんで、ってどういう意味？

　疑問に思っても考えられないほど気力を奪われて、わたしはしばらくテーブルに突っ伏した。男の人とふたりきりということ、そして、声。二重に金城さんからやられた。

「悪かった。なんかさきが思いやられるな」

　ため息の出そうな意味不明のセリフは逆におもしろがっている様子で、それから金城さんは勝手にメニューを決めて注文した。

　その後、スレンダーさんとクラウンさんが同時に三番乗りで来るまで金城さんは〝声〟を使わなかったものの、飲み会のさなか、わたしはビールをこぼしたり、鶏の唐揚げにまぶそうとレモンを搾っていてあちこちに汁を飛ばしたりと失敗続きだった。

　そういったドジも不思議に思われないほどこの場では普通のことになりつつあって、だれかが笑いながら率先して後始末をしてくれた。特別に気にしているふうではない。

　わたしはこっそり気落ちしながら、ただ単にいつもよりひどかっただけだと自分をなぐさめた。




　あれ以来、金城さんとふたりきりということはなくなっておよそ三カ月、なんとか免疫がついたようで金城さんのまえでも戸惑うことがなくなった。ただ、声に弱いと知って遊ばれている感は否めない。

　グループ交際はだんだんと居心地がよくなった。もしかしたら、あの一番乗りの日はすでにそうだったかもしれない。それ以前のわたしなら、みんなの、もしくはだれかの残業が終わるのを待って、独りで行くことはしなかっただろう。わたしはこのまま八人のなかに入って仲良くやっていけると思うようになった。

　その矢先、三月の半ば、営業課の竹野内さんがちひろにかまい始めた。

　当然、プリティさんもウィットさんも興味津々だ。

　ちひろから聞かされたお弁当作って攻撃。それが始まってちょうど一週間、竹野内さんは、『ちひろと公園で食べてくる』とパンを買って出ていった。ようやく連れだしに成功したらしいと知ると、にやついている金城さんたちを差し置き、女三人そろって、二階にある社員食堂の窓から公園にいるふたりを遠目に見守った。

　そのうち、米粒みたいなふたりはくっついた。明らかにキスで、ほんとにあっという間に結果になった。

　プリティさんは先週、『金曜日はそっちに泊まったことにしてほしいの』と、理由は語られないままちひろからアリバイ工作を頼まれていた。その金曜日、ちひろが竹野内さんを送っていったことを思いだしたプリティさんは、ここにきてやっとそのあとふたりがどうなったかということに思い至ったという。やっと、というのがプリティさんらしい。

　それはともかく、先週すでに結果は出ていたのだ。順番がちょっと違っていただけで。たぶん。

　プリティさんは、『痛いの平気だったのかな』としきりに気にしていた。

　ちょっと気にしていることがずれていると思うのはわたしだけではなく、ウィットさんもそうだ。それでもお惚け気味のプリティさんのおかげで、わたしとウィットさんの間に行き交った微妙な空気は消えた。

　普通に考えて、じゃあ次は？　となる。




　いろんなことを考えすぎたみたいで、三月二十日――恒例の金曜日、わたしは体調が悪いと言って、飲み会に行かなかった。というより、行けなかった。

　男性恐怖症といったら大げさになるけれど、似たような感覚が復活した。わたしは簡単に言えば男の人と関わるのが怖い。

　実家は隣県だから通えないことはなかったのに、よく独り暮らしを選んだなと自分で感心する。長距離の電車通いをすれば男の人と接触する確率が高い、そんな怖さのほうが強かったかもしれない。

　もうあれから五年以上たって、その間、何も面倒なことはなかった。だからこそ、記憶が薄くなって、渋りながらも合コンの誘いに乗ってしまった。社会人になれば、そうそう男の人を避けるといったわがままも通じなくなることはわかっていたから。リハビリになればいい、とそう思った。

　大丈夫。深く付き合いさえしなければ何も起きない。それに、じゃあ次は、なんて自意識過剰だ。金城さんたちはみんな女の人に不自由していそうには見えないから、グループのなかに意中の人がいるとは限らない。

　と、そう考えたところで何かもやもやしたものが胸に痞えた。なんだろう。漠然とした不安みたいな感覚。

　二つの憂うつがわだかまって、大丈夫、とまた自分に言い聞かせた。

　ふさいだ気分を払拭しようとテレビをつけてみる。久しぶりに見た金曜日のテレビ番組は、季節の変わりめでドラマもなく特別番組ばかりだ。とりあえずお笑いなら何も考えなくてすむ。

　チャンネルを適当に変えてリモコンをテーブルに置いたちょうどそのとき、ドアベルの音が部屋に響いた。

　びくりとしながら時計が九時を越えていることを確認すると無視することにした。訪問者の予定もないのに、こんな時間にドアを開けるなんて愚かだ。ベルはしつこく鳴ることもなく、わたしはほっとしてテレビに向き直った。

　〝こんな時間〟というほど遅くはなく、普段のいまの時間なら、みんなでわいわいやっている頃だ。

　そう考えてしまうと、お笑い番組も効力なしで、また憂うつがぶり返した。

　いつまで体調が悪いという言い訳が通用するのだろう。

　やっぱり、グループ交際もわたしには無理だったのだ。いずれはだれかがだれかを選んで、それはグループ外の人かもしれないし、やがてはばらばらになっていく。男と女であるかぎり、グループ交際なんていう都合のいいことがいつまでも続くわけがないのに。

　だれが言いだしたのかは知らないけれど……。……そう、だれが言いだしたのだろう。わたしは確か、プリティさんからのメールではじめて知ったのだった。

　でも、プリティさんが言いだしたにしては彼女も初対面のようにぎこちない雰囲気だった。

　わたしたちのだれもが金城さんたちと会うのは研修以来であり、ましてやそのときは上司と部下という立場に近かった。新人のわたしたちは大勢のなかの一人にすぎない。合コンはプライベートなことで、となれば初対面といってもそう過言じゃない。

　プリティさんのメールを確かめようとテーブルの携帯電話を取った。とたんに呼びだし音が鳴って携帯電話を取り落としそうになり、慌てて左手で支えた。

　携帯音はグループ内のだれかを示している。開いてみたら金城さんだった。通話ボタンを押す指先が迷う。

　どうしよう……。

　十回くらいコールしただろうか。ためらっているうちにやんだ。

　それと入れ替わるようにドアベルがまた鳴り響く。ワンルームの部屋は玄関との間がドアで仕切られている。だから、そのさきは見えないというのに、わたしは思わず玄関のほうを向いた。

　だれ？　さっきと同じ人？　鍵……二重ロックしていたはず……。どうして独り暮らしなんか始めちゃったんだろう。

　めったにない訪問者、というだけの怖さでいっぱいになる。玄関まで確認にさえ行けない。

　三回め、ドアベルが鳴ると我慢できなくなった。

　携帯電話を開いて呼びだしたのはなぜか金城さんだった。

　一回めのコールも鳴りやまないうちに通じた。

「金城さん!?　いま、ヘンな人がうちのまえにいて何回もドアベル鳴らすの。それで、だれも来る予定ないし、近くに来てって頼めるような知り合いいないし、怖くて叫びだしそう！　すぐ来てくれる!?」

　一気に捲まくし立てて返事を待ったけれど、電話の向こうは沈黙したままだ。

　番号、間違った？

「金城さん!?」

　おそらくはそう長い沈黙ではないのに、わたしの感覚時計は狂っていて、名前を呼んだ声は自分でも悲鳴に聞こえた。

「美耶、怖がらせたみたいだ。いま玄関の外にいるのはおれ」

「え？」

　頭のなかで全部がごちゃごちゃになった。ドアベルを押した人と金城さんが完全一致しないまま、金城さんがすぐそこにいるということだけ把握できた。

　携帯電話を投げるようにテーブルに置いて、急いで玄関まで行ったものの、覗き窓から確認することもできなくて、怖々として立ち止まる。

「……金城さん！」

「大丈夫、おれだ」

　その声はドア越しでも、七匹の子やぎになったって間違えようがない。

　チェーンを外してドアを放つように勢いよく開けた。

「ぅわっ」

　声をあげて金城さんが退くのが視界に入った。ぶつかるかもしれないということは配慮もしなかった。かろうじてぶつかった感触はなかったものの、何かコンクリートを弾くような軽い音が立った。

「ご、ごめんなさい」

「大丈夫だ」

　なぐさめるような口調にひとまずほっとする。金城さんは、ドアを避けようと背けた顔をうつむけながらかがんだ。何かと思えば眼鏡が転がっていた。さっきのは眼鏡が落ちた音だったのだ。金城さんはゆったりとそれを拾いあげた。

「ごめんなさい。割れなか――っ！」

　わたしの言葉は途切れた。

「そこまで怖がってるんなら、チェーン外すまえに訪問者を確認しないとダメだろ」

　立ちあがった金城さんは素顔でわたしをまっすぐに見下ろしてきた。

　この声にこの顔って……。

　厚めかなと思っていたちょっと歪んだくちびる、骨を折ったことでもあるのか少しだけ段差のある鼻。パーツは完璧ではないのにそこに目が加わったときのバランスの絶妙さ。

　金城さんの素顔はあまりに卑怯だった。

　わたしが唖然としていると、金城さんは小さく笑って首を傾けた。

「入っていい？」

　言葉にできないまま、こくこくっと二回うなずいてわたしは後ずさった。

　金城さんはまた笑って玄関口に入ると、わたしの姿を上から下までひととおり眺めてからドアの鍵を閉め、チェーンをかけた。

　怖さから逃れるために来てくれと頼んだのは自分なのに、わたしはやっぱり危険地帯に閉じこめられた気がした。しかも、いまの怖さの原因を作ったのは金城さんだという始末。

　時間が止まったように固まった躰の向きを変えられて、背中を押されながら部屋に戻った。

　金城さんはわたしがいた場所の斜め向かいにさっさと座りこんだ。立ちっぱなしというのもおかしく、続いて座ったものの、テーブルは小さく、距離が近すぎて妙に緊張が漂う。

「めが……眼鏡、大丈夫だった？」

　声が裏返って赤くなりながら言い直すと、金城さんは苦笑いをした。

「大丈夫だ」

　そのわりに金城さんは眼鏡を外したままだ。短い返事のあと、金城さんは何を言うでもない。一方的に見られるのは嫌いと言っていたくらいだから相当に目が悪いはずで、わたしの顔もろくに見えないかもしれないのに焦り始める。

「あ、何か飲む？　コーヒーなら淹れられ――」

「いいから座ってろよ。それより訊きたいことがある」

「……訊きたいこと？」

　金城さんのなだめた口調は役に立たず、わたしの声は自分でも不安そうに聞こえた。

「おれの眼鏡って伊達なんだ」

「え？」

　質問をかまえていたのに、金城さんはまったく別の話をして、わたしは拍子抜けした。

「顔と声がセットだと、いまの美耶みたいな反応が多くてさ。初対面のときは慣れてもらうまでけっこうたいへんなんだ。仕事では逆に支障になる。おれは自分の声がどう聴こえるかってわからないし、多少は抑制きくけど声は変えられない。顔の印象を変えるほうが手っとり早いってことで眼鏡を常用してる。美耶がきれいって言われるのがわからないって言ってたけど、おれも同じだ」

　金城さんは肩をすくめると、そのおどけたような表情にわたしは笑った。すると、金城さんは静かに笑い、首をひねった。

「緊張、抜けた？」

「少し」

　正直に答えると、金城さんが今度は声に出して笑った。どこまでが本音だったのか、さっきは意図的に笑わされたようだ。

「美耶が男嫌いの理由って何？　もしくは苦手？」

　金城さんは深刻そうではなくただ率直に、わたしの欠陥を正確に突いて訊いてきた。

　すぐには答えられなくてわたしは黙りこくった。表情をやわらかくした金城さんはそれ以上に問いつめることなく、かといって何か別の話をするわけでもなく、わたしが話すのを待っている。

「わたし……そんなに露骨にしてる？」

「いや、おれがわかっただけだろ。ほかの奴はただ単に美耶がそそっかしいと思ってる」

「そそっかしい……って」

　不満半分、がっかりとつぶやいた。

「おれは気に入ってるけどな。理由がなんだろうと」

　金城さんはすかさず口を添え、わたしに抗議をさせなくしてから続けた。

「美耶はだれであれ、傍に男がいると落ち着かなくなるようだ。笑っても愛想笑いそのものだし、常に距離を置いてる。おれらの間じゃ、だんだんそれもなくなってきてたけど……。竹野内が動いたことと、今日、来なかったことを咬み合わせた。またぶり返したんだと思った。それなら、手遅れになるまえに手を打っとかないと最悪、そのまんまだ。もしかしたら、ゼロ未満になるかもしれない」

　金城さんは日本人にしては彫りが深い。ちょっと窪んだ二重の切れ長の目は陰り、わたしの目を離すことなく、言葉とは別のことを語りかけているように見える。

　金城さんが言ったことにわたしが応じるまで、沈黙という不自然さを通り越すほど時間がかかった。ようやく、一度息を呑んでから口を開いた。

「……高二の夏休み、お盆の時期にバイトをやったの。二十代半ばくらいの、指導する人がいたんだけど……何日か行ったら帰りに待ち伏せされてて……気があるんだろとか、訳わかんないこと言って、手をつかまれて……それでビルの陰に連れていかれて……へ、へんなことされそうになって……」

　そこまで言ったわたしは、やっとのことで金城さんから目を逸らした。

「大丈夫だ」

　なんに対して金城さんがそう口にしたのかわからなかったけれど、なんとなくわたしはうなずいて、また視線を戻した。

「大丈夫……腕を引っ掻いて、髪の毛むしって、向こうずね蹴って、足の甲を踏んづけたから」

　あのときは無我夢中で思いついたかぎりの急所をついて、男が怯んだ隙に一目散に逃げた。抱きつかれたときの感触を思いだすたびに背中がぞくっとして、気色きしょくの悪い寒気を覚える。

　その消したい記憶も、金城さんの瞳がおもしろがったように揺れると、いつか笑い話にできそうな気にさせられる。

「思い当たることって何もないの。ふたりだけで話したことだって……荷物を持つのを手伝ってもらって、それで『ありがとうございます』って言ったことくらいしか思いだせなかったし、あとはほかの人と同じように言われたとおりに動いてただけだし……。でも……あとで思うと、やたらと傍に近寄って教えられてた。それは普通のことだって思ってて……気づけばよかったんだけど、わたしが引かなかったから勘違いさせたのかもしれない。次の日、アルバイトに行ったら、なかったことが都合よくあったことにされてた――」

「次の日、行ったのか？」

　金城さんは呆れた様子でわたしをさえぎった。

「日にち限定のバイトだったし、人が減ったら迷惑かけると思ったから……」

「まさか、そのあとも最後までバイトしたとかいうんじゃないだろうな」

　……。

　金城さんが完全に呆れ返るだろうと思うと答えられなかった。けれど、そうしても一緒だ。わたしのばつの悪そうな顔を見ると、答えを察した金城さんは笑いだした。

「笑えることじゃない。残り三日だったし、がんばらなきゃと思って……でもそのかわり……」

「男嫌い……じゃないな、苦手になったってわけだ」

　わたしは曖昧に首をかしげた。

　あの男の腹いせだったのだろう、『きれいだからって簡単になびくと思ってるんだぜ』と都合よく、迫ったのはわたしのほうにされていた。ほかの人はその男の言い分を疑いもしなかった。

　本人だけではなく周りの人までそう思わせていたのかと、知らないうちに誤解されることが怖くなって、それならできるだけよそよそしくしよう。それを意識するあまり、失態ばかりやるようになった。きれい――それが誤解を招いてしまうわたしの隙のようで、だれにも打ち明けられないまま、嫌になった。

　長い間、混沌としてきた気持ちがいま、話せたことと、金城さんが気の毒そうでも気遣うでもなく、正反対に可笑しそうにフォローしたことで浄化されていく。

　金城さんはテーブルに片肘をついて顎を支えると、顔を少し傾けた恰好でわたしを見る。

「美耶」

　囁くように呼びかけられてぞくりとした。それは寒気とはまったく違う、欲求みたいなもの。

「こっち来て」

　金城さんが声でわたしを操ろうとしている。やっぱり免疫のめの字さえもわたしのなかには構築されていない。

　わたしが慣れたんじゃなくて、金城さんが使わなかっただけなのだ。

　どうにか首を横に振ると、その拒否したしぐさを無視して金城さんの手が伸びてきた。わたしの首の後ろに手がまわされる。金城さんの顔が寄ってくるとともに、固まったわたしの躰がゆっくりと引き寄せられた。

「おれが怖い？」

　怖いとか、苦手だとか、金城さんはそういうんじゃない。あまりに顔が近すぎて首を振って否定することしかできない。

「大事なものを守りたい気持ちと、自分の手で壊したい気持ちって紙一重だってこと、わかる？　美耶の細い線……壊したくなるんだよな」

　つぶやいたその声はいつもに増して深い。

　テーブルについた両手は金城さんと唯一距離を保つ術すべであり、手で耳をふさげないかわりにせめてと目を閉じた。

「何やってるかわからないままやってるから始末に負えない」

　くちびるに吐息を感じた瞬間、ふわりとやわらかい感触。二回めはちょっと吸いつくように。三回めは舐められた。くすぐったい感触に思わずくちびるが弧を描く。

　それを逃さず、金城さんはわたしのくちびるを完全にふさいだ。

　息の仕方がわからなくなって苦しくなり、キスから逃れようと膝立ちしたところで、すかさず金城さんの腕がわたしの腰をさらった。まえのめりになって金城さんへと倒れこむ。

「金城さん！」

「荒療治が効くってこともある。それよりも、ただおれに慣れてくれればいい。放すつもりなんてないから」

　金城さんが抱く腕のなか、耳もとで声が妖しくわたしを襲った。砕けたわたしはすくいあげられ、すぐ横のベッドに寝かされた。

　上着を脱いだ金城さんがベッドに上がった。伸しかかるようにしながら顔をおろしてきた金城さんのキスはさっきと同じ段階を踏む。四回めのキスからさきは、深く、離れる、浅く、を繰り返された。

「金城さん……」

　息はらくにできるけれど、もっと強く、離れないで――そう願っても言えるわけがないからキスの合間に呼びかけた。そのわたしの気持ちは筒抜けなのか。

「美耶を壊す」

　と、金城さんは含み笑いながら端的に宣言した。カーディガンから始まってわたしの服が脱がされていく。

「けど、美耶。荒療治の効力はおれだけでいい。そそっかしいのも直さなくていいし、ヘンに律儀なのは危なっかしいけど、気に入ったかもしれない」

　身に纏うものが心もとなくなっていく間に、金城さんは取りとめのないことを語りかけてくる。その声が力を奪い、わたしは金城さんのなすがままだ。やがて素肌を見られると、不安と恥ずかしさに火照った血が全身を駆け巡った。

　くちびるへのキスから始まって、顎を伝い、首筋をおり、鎖骨を這い、胸へとたどって淡いピンクに色づいた場所へとのぼった。温かく含まれて躰がふるえた。もう片方には指先がおりて、同時に動きだすと息を呑んだ。

　ぅ……は……っ。

　吐いた息は声になってしまう。

　ぅくっ……はっ……う……。

　耐えようとして息苦しく喘ぐと、金城さんの動きが変化を繰り返して感覚を加速させた。躰がふるえ、おなかの奥に熱の塊ができた。

「金城さんっ」

　耐えられなくなり、叫ぶように名を呼んで頭上へと逃れようとした。が、金城さんがわたしの肩を押さえて止めた。

「だめだ。そのまま」

　深層から響くような声に縛られた。

　服の擦れる音。たぶんまぶたの向こうで、金城さんが服を脱ぎ捨てている。

　そのうち狭いベッドが揺れると、横に並んだ金城さんの指先がまた胸に戻る。声が出ないよう咬んだくちびるに、金城さんのくちびるが重なった。舌がくちびるをなぞると、もっと、という欲求が溢れる。閉じていることがつらくなって口を開いた。

「美耶、目を開けて」

　一度深くキスをしたあと顔を上げた金城さんは、指の動きを止めてわたしを呼んだ。

　ゆっくりと目を開けると、金城さんの淀んだ瞳に見下ろされていた。まるで闇のなかに埋もれて死にかけているようだ。

　わたしはどんなふうに見えているのだろう。

「のぼせてるみたいだ」

　わたしの疑問を読みとったように金城さんがつぶやく。

　恥ずかしくて目を伏せた。

「だれにも見せられない。というより見せたくない」

　金城さんは再びわたしを未知の時間のなかにさらっていく。

　キスのすき間から、くぐもった声が少しずつ漏れだしている。

　金城さんの手はおなかに沿って滑り落ち、脚の間に指先が忍びこんだ。反射的に腰がわなないて、それから指がゆっくりと上下するたびに小さく跳ねる。金城さんのキスは胸までおりていった。

　ぁんっ……はぁ……っ。

　吐息は制御がきかなくても、せめてと声を堪えていると、金城さんの息が耳もとにかかった。

「美耶、我慢しなくていい。声もイクことも」

　これまでもまだ抑制していたのかもしれないと思うほど、わたしはその声に耐えきれなかった。

「ぅ……くっ……声、だめっ」

　未知の感覚はどこまで続いているのか不安に駆られ、拒絶の言葉を口走った。こもった声で金城さんが笑う。それさえもわたしの躰をふるわせる。

「イイって言うまで聴かせてやる」

「やっ……だめっ……金城さんっ」

「だめ？」

　熱を含んだ声と同時に指先が妖しく這いずり、わたしは壊れた。

　う……っぁ、ぁああ……ん――――ぁぁああっ！

　ビクつく躰は金城さんの腕に抱きとめられた。こんなふうに抱きしめられるのは嫌いじゃない。ううん。はっきり好き。嫌な記憶が流れていく。

　荒く不規則な呼吸が少しおさまると金城さんはわたしを離し、脚を持ちあげて間に入った。まだ敏感さを残した場所に金城さんの慾が触れ、それでまたふるえが走る。

「金城さん……」

「今度はおれのばんだ。けど、そのまえに訊きたい」

　ゆっくりと目を開けた。真上に金城さんの顔があって、わたしは問うように目を凝らした。

「おれでいいのか」

　ここまで半ば強引に持ってこられた気がするのに、なぜここで確認するのだろう。頭のなかで、重要なことのような響きそのまま金城さんの言葉を反すうしてみた。

　おれで。

　じゃあ、これがほかの人だったら……。

　そう思いかけたら、金城さんに助けを求めた時点ですでに答えは出ていると気づいた。もやもやした胸の痞えの原因も。それは、金城さんがほかのだれかを選ぶとしたら――そんな怖さを生んでしまう、好きという気持ちのせいだった。

　男の人を避けていたのにそんな感情が生まれたのは、金城さんが眼鏡の奥から、わたしの外見を通り越して見えないものを見ていたから。最初から。だからこそ、わたしの答えも必要とされている。

　金城さんに手を伸ばすと、触れようとした目は閉じられた。ふわりと指先を置いてから手を離すと、金城さんは閉じた目をまた開く。その瞳のなかにわたしが見えた。わたしは眼鏡越しじゃない、金城さんが隠していた、待ちわびたようなこの瞳をずっと知っていたのかもしれない。

「おれで、じゃなくて、金城さんだから。はじめても、これからも。嫌だったらとっくに引っ掻いてる。たぶん」

　最後は控えめに付け加えた。

　金城さんは心底うれしそうに笑った。金城さんの手がわたしの髪を撫でる。

「若干、後ろめたさがなくもないけど、終わりよければっていうし」

「え？」

　金城さんは意味不明なことを言った。

「いや、こっちの話。それより、いま、おれが美耶のところに来てるってのはあいつらにも知られてるから」

　わたしは驚いて目を見開いた。

「当然だろ？　だから今日は、『あった』ことは『あった』ことにしたほうが得策だ」

　訳のわからない理屈を言って金城さんはにやりとした。その顔をおろしてきて、わたしの耳もとにくちびるがつけられる。

「応えたご褒美に『おれのばん』じゃなくて、一緒に壊れてやる」

　声に腰が砕けたとたん、痛みのなか金城さんをいっぱいに感じた。

　金城さんは急ぐことなく、ゆっくりとわたしの躰を馴らしていった。痛みが壊れるという感覚に変わるまで。

　そして、金城さんのつらそうな呻き声にわたしは壊れた。直後、おなかに金城さんの壊れた証あかしが降る。

　夜明けまえ、同じことを繰り返されて、ふにゃふにゃに壊れたわたしが起きたのは昼近く。

　いつの間にかカーテンが開けられて光が射しこむ部屋のなか、金城さんはうつぶせになってわたしを見下ろしていた。

「美耶、きれいだ」

　きれいだ。

　はじめてうれしいと思った。

「金城さんも」

「男への賛辞としては微妙だな」

　小さく吹きだした金城さんを見上げて笑う。すると、狭いベッドのなか、ふたりの躰は親密に触れ合っていて、わたしの顔のすぐ傍で金城さんはなんだかつらそうに目を細める。

「一緒に暮らそう」

　呻くような声が誘う。

　わたしは金城さんの声に逆らえない。

　でも、そのまえに。

　たぶん、のぼせている、そんな瞳で見上げた。

「一緒に壊れたい」

「やられた」

　金城さんは枕に突っ伏した。








第三話　潰す男








ウィット：永井紗稚　21才

総務部人事課　先回りが得意なインテリガール

クラウン：成宮智章　27才

営業部化学事業部門営業課　マジックと話術に長けた男









＊　クラウン～貴重なペット～




　今年の新人研修に付き合うこと四回め。大役もようやく大詰めだ。後半日程は宿舎での合同生活となり、教育担当者は男女混合のグループを受け持ちながら日替わりで宿泊する。

　今年から一つ後輩の竹野内とともに、補助的な世話ではなく教育係に選りだされたわけだが、単なる教育だけには終わらず、評価も下さなければならない。もちろん、自分だけの評価が基準となることではないが、配属先の検討材料として一因になると思うとそれなりのプレッシャーがある。あさって――土曜日にある人事部と教育係全員でのミーティングにより新人社員たちの行き先は決定され、ひと仕事が終わる。

　とにかく実質の研修は今日で終わった。明日、金曜日の仕事は午前中に宿舎の大掃除、そして午後からは懇親会、つまり打ち上げとなる。

　評価の判断材料は仕事に関するノウハウの吸収率だけでなく、大掃除、懇親会時の様子まで含める。協調性や積極性はそこでも試されるのだ。新人社員たちがそこまで気づいているかどうか。

　最終日の夕食に入って、全員を見渡せる長テーブルの短辺のほうに座った。どの新人もほっと緩んだ表情をしている。

　そのなかで、どこから見てもいつ見ても隙のない彼女がいる。

　ぴんと張った背、ちょっと上向けた顎。そのせいか、背は低いほうなのに高いと勘違いさせられる。瞳は眼鏡というブラインドが邪魔をして入りこむ隙がない。加えて長い髪が胸を隠し、それはあたかも感情を隠しているようだ。

　今日の研修が滞りなく終わったのは彼女のおかげかもしれない。彼女は新人のトップに立って舵取りをしてくれた。けっして出しゃばるのではなく、行くべき方向を準備してやりながら先回りして待っている感じだ。先輩を補佐していただけの去年よりも殊更スムーズに運んだ。

　本社研修のときは個別対象で目立たなかったが、グループのなかで彼女とタッグを組んでみると頭の切れのよさが際立つ。

　正直、おれの補佐にほしい。

　気になるのはやっぱり隙がなさすぎることか。

「成宮なりみやさん、食事が終わったら余興やりませんか」

　ガヤガヤと食事が続くなか、新人女子が唐突に言いだすと、視線がおれに集中した。

「なんだ、急に？」

「昨日の人事部の担当さんから聞いたんですよ。成宮さん、マジックが上手なんだって」

「マジックじゃなくて、手癖が悪いだけなんだけどな」

「え、手癖とか、成宮さんが言うと意味深に聞こえますけど、何ができるんですか？」

　別の女子が口を挟んだ。

「丸いものがあれば転がさずにはいられないって感じかな」

　そう答えると忍び笑いが満ちた。

「猫みたいですね」

「女性の好みももしかしてぽっちゃりのほうが好きとか」

「そっちのほうに話がいくか？」

　無謀ともいえるほのめかしにおれが答えるまえに、新人男子が呆れ返った言い方で口を挟んだ。そこに別の男子が身を乗りだす。

「ホントはそっちの話のほうがしたいんだろ。成宮さんて女ウケする顔だし、トークうまいし、モテそうだもんな」

「トークうまくなきゃ、営業は厳しいだろう」

　割りこんだ男子の揚げ足を取っておれは肩をすくめた。この手の話が面倒だというのは、学生のときだろうが社会人になってであろうが変わらない。去年、竹野内が生真面目に答えた結果、幾多のラブコールに辟易していた。どう答えてもなんの得にもならないことは承知だ。

　高校時代から、妙に自信のある女に言い寄られたことは数知れず。追い払うのにうんざりした頃、つるんでいた奴の紹介で同級生の女と付き合ったことがある。それでおれの周りも静かになるかと思いきや、そのカノジョ程度ならわたしのほうが、という思考回路が存在するとは考えもしなかった。おまけに、付き合えば付き合うで、カノジョに対して好意がないせいか、言い寄る女がカノジョ一人になったというだけで、うんざりした時間を占める長さにかわりなかった。

　以来、カノジョという立場でおれの隣にいた女はいない。おれは女への執着心が欠けているのかもしれない。

　そういった淡泊な感覚はいまや雰囲気に現れているのか、しつこく付き纏われることはなくなった。それどころか、言い寄る以前に引かれている感はある。

「それで余興やってくれるんですか」

　いまも敬遠したおれの気持ちを敏感に気取られたのか、その問いかけは若干、気遣うような声音だ。

「んー、どうしようか」

　テーブルを見渡すと、だれもと同じようにあの彼女が首を少しかしげておれの様子を窺っている。そこにはだれよりもあどけない雰囲気がある。

　視線を流さずに眼鏡越しに目をしっかり合わせると、彼女がぽかんと口を開けた。そして、一瞬のうちに彼女は口もとを引き締めて姿勢を正した。

　いままでの印象との落差におれは思わず笑った。

「成宮さん、どうされたんですか」

「んー、ちょっとおもしろい生き物を発見した」

「生き物……ですか？」

　怪訝そうに斜め向かいの新人女子が問いかける傍らで、ちらりと彼女を見ると、自分のことを言われているのは察したのだろう、困惑したように眼鏡の位置を調整している。

　なるほど。

　いままで見せられていたのはポーズにすぎないらしい。

　それなら。

「永井ながいさんが補佐をしてくれるならやってもいい」

　歓声があがるなかで、指名された彼女は慌てて立ちあがる。

「わたしですか!?」

「そう、永井さん。補佐といっても手を貸してもらうだけだよ。嫌かな？」

「いえ、そんなことはありません」

「じゃ、丸いもの探しにいこう。ついてきて」

「……はい」

「では、しばしお待ちを」

　道化師よろしく右手をぶらりと斜めまえに持ってくると、おれは深く頭を下げた。

　笑い声に送られてテーブルを離れると、彼女は観念したようでおそらくは勘繰ることもせずにおれのあとをついてくる。

　調理室に行くと、幸い――彼女にとっては不幸なことに、だれもいない。

「丸いものってこんなところにありますか？」

「んー、そうだな。果物でもいけるかもしれない。ミカンとかリンゴとか。ない？」

「ちょっと待ってください」

　彼女はいつもの理路整然とした様子で応じながら、調理準備室の奥に行って冷蔵庫を探りだした。

　おれはそっと近づく。

「ありました。ミカンとリンゴ、どっちにします？」

「リンゴのほうがいいな。滑りやすいから」

　彼女が躰を起こしかけたとき、ほんの近くに立って答えた。

　びっくりした彼女はよろけたはずみに冷蔵庫にぶつかった。両手にそれぞれ持っていたミカンとリンゴを取り落とすまいとしてかがむ。とたん、彼女はおれが助ける間もなく、開いたままだった冷蔵庫のドアの枠に額をぶつけた。

「痛っ」

　彼女は小さく悲鳴をあげながら、ミカンとリンゴを抱えこんで尻もちをついた。

　ただ単にふいを突くつもりが、おれは後悔した。

「悪い。大丈夫か？」

「ミカンとリンゴ、大丈夫ですよ」

　おれを見上げた彼女は、眼鏡もずれていれば答えもずれている。

　おれはかがみこんで、彼女が眼鏡をもとに戻すよりさきに取りあげた。驚いて目を丸くしている彼女は意外に童顔だった。当惑した表情がさらにそれを強調する。

「あ、あの、眼鏡ないと――」

「赤くなってる」

　前髪の間からぶつけた額が見えて指先で触れると、彼女はびくりとしながらさらに大きく目を開いておれを見つめる。

　これまでの沈着さといま見せている狼狽ろうばいぶりの差に興味を引かれて、ここに連れてきた目的を果たすべく、からかいたくなった。

「こういうのは舐めときゃ治るって言うよな」

「え……？」

　きょとんとした彼女に顔を近づけると、即刻、彼女は目をつむった。前髪を掻きあげてぺろりと舐めると、彼女の口から間の抜けたハ行の悲鳴が漏れた。顔を離して眼鏡をかけてやると、おそるおそる彼女は目を開く。

「セクシュアルハラスメントで訴える？」

　おもしろがって問いかけたものの、その意味さえわかっていないかのように彼女の瞳からは意思が欠落して見えた。

　やりすぎたか。

　どっちの彼女を見ても、その見かけどおり男に関しては晩熟おくてそうだが。

　彼女の手からミカンを取りあげて冷蔵庫に戻すと、リンゴを受けとってから彼女の左手を引っ張って立ちあがらせた。

「両手出して、手のひらを上に向けて」

　彼女は言われるままに従う。おれは両手間を行ったり来たりとリンゴを転がして何度か感触を確かめ、それから彼女の手のひらについてしまうかという寸前でかまえた。

「リンゴではやったことないから練習。見てて」

　うなずいたのを確認して、おれは手を動かし始めた。まったくの球体と違ってやりにくく、動きは制限される。指先をなめらかに動かしながら、彼女の手のひらの上でリンゴが浮いているように見せかけた。

「どう？」

　手を止めて彼女を見ると、リンゴを持ったおれの手もとを見たまま、まるで催眠術にかかったように呆けている。

「永井さん、起きて」

「え？」

　ちょっと強めに名前を呼ぶと、やっと魂が戻ってきたらしい。たったひと言の返事にも意思が見える。

　おもしろいな。

「どうだった、いまの？」

「すごいです！　リンゴが宙に浮いてました」

　彼女は感嘆しながらもテーブルのときとは逆に、不思議な生き物を分析するように生真面目な視線で見つめてくる。おれは堪えきれずに笑った。

「おれたち、お互いに貴重なペットを手に入れたらしい」

「なんの話ですか？」

「んー、こっちの話。いまのところ」

　そう答えると彼女の顔に複雑な表情がよぎった。一瞬にしていつもの彼女に戻ったが。

　そのあとの余興では彼女の手は借りなかった。

　魂抜けるのはおれのまえだけでいいだろう。




　翌日、大掃除が終わり、続いてバーベキューパーティが始まった。

　おれが担当者であるからこそ目に入る場所にはいるが、今日、彼女は必要以上に近寄ってこない。時間がたって異様さに気づいたのか、まるで飼い始めたばかりの警戒心を丸出しにしたペットだ。逆におれが観察されていることもわかる。

「永井さん」

　仲がいいらしい三人の新人女子と話しているところにおれは声をかけた。

「はい」

　振り向いた彼女の瞳は、眼鏡のレンズが光を反射して表情をつかめない。返事は至って普通だ。

「ちょっと手伝ってほしいことがあるけどいいかな」

「……はい」

　人のまえでは絶対に断らないだろうと踏んだとおり、ためらいながらも彼女はうなずいた。

　宿舎のなかの食堂に入ると、ついてきた彼女を振り向いた。

「ここに座って」

　長テーブルの椅子を指差した。彼女は怪訝そうにおれを見上げるだけで座ろうとしない。

　かすかに首を傾けたせいで彼女の前髪が揺れ、少し蒼くなった皮膚が見え隠れした。手を伸ばしたとたん、彼女が緊張したのが伝わってくる。途中で手を止め、触れなかった。

「座って」

　促すと今度はあっさりとうなずいて座った。

　近くの窓辺に置いた十センチ角の箱を取り、彼女に差しだすと条件反射のように手を広げて受けとった。

「ケガさせたお詫びにリンゴよりは遥かに魅せられるやつ。おれのパフォーマンスをバラした人事部の奴に持ってこさせた。開けてみて」

　彼女は箱に入ったものを取りだした。どの角度から見ても球なのだが、彼女はくるりとまわして眺めると、うっとりしたような微笑を浮かべた。

「すごくきれいですね。なんですか？」

「水晶玉。見たい？」

「はい」

　リラックスしたようで彼女は素直にうなずいた。

「オーケー。演出効果アップに……」

　携帯電話を取りだして電子音の音楽を流す。

　彼女が差しだした水晶玉を受けとり、手のひらで転がした。手に馴染んだところで指先を微妙に動かすと水晶玉が浮いているように見える。次は、つかみながらも流れるように縦に手をまわすと、浮いた水晶を撫でているだけにしか見えない。片手を両手に増やし、腕を使い、際どいバランスを操りながら、さも水晶玉が自ら動いているかのように見せた。

　曲が終わると同時に浮いたような錯覚を持たせたまま、彼女が持っている箱に水晶玉を落とす。

　それを追っていた彼女の目が箱で止まった。

「どう？」

　箱に目を落としたまま彼女は答えない。しばらく待ったがまるで反応がなく、微動だにしない。

　まずいな。昨日と同じだ。まさか本当に魂が抜けるとは思いもせず、からかいの度を超えてしまったようだ。

「永井さん」

　彼女のまえにひざまずいて強く名を呼ぶと、ハッとして彼女は顔を上げた。

「大丈夫？」

「……わたし……ヘンでした……ね？」

　自分でも気づいてはいるらしい。彼女は戸惑うようにおれに確認を求めた。

「こういうの、苦手？」

「え？」

「マジックとか錯覚起こさせる芸は苦手なのかと思って」

「いえ……そんなことないです。路上とかでやってるのを見たりするのは好きですから」

「んー、じゃ、なんだろうな」

「やっぱり……ヘンですか？」

　眼鏡越しに彼女の恐怖が見えた。

「大丈夫。おれが解いてやるから」

　なだめたつもりが彼女はよけいにおののいた目をおれに向けた。

「すみません。もう行っていいですか？」

「いいよ」

　おれに続いて立ちあがった彼女は、一礼すると避けるように出ていった。

　慣れさせるつもりが、彼女の警戒心を最大級に上げたらしい。

　しばらくは近づけなくなった。

　額にかかった髪を掻きあげ、おれはため息をついた。

　……参った。








＊　ウィット～男と女の計算式～




　才女。

　中学校からちまたではそう囁かれている。聞こえはいいけれど、裏を返せば〝くそ〟がつく真面目人間。学級委員だのなんだのと、役回りが多かった。

　わたしは頭がいいわけではなく、ただ先回りしているだけなのに。

　だから、有名進学校じゃない普通の高校に行くと意外視された。それは高校でも同じで、普通に近くの短大を選ぶとなんだか悪いことをしているみたいに驚かれた。

　ただ、短大卒で会社だけは一端いっぱしのところに決まったから、それはそれでさすがという言葉があちこちから浴びせられた。世界に名を馳せる業平グループの筆頭企業、業平商事だ。生真面目な姿勢がうけたのかもしれない。

　半年もすると配属された人事課の仕事の内容もつかんできて、わたしはまた先回りを始めた。仕事となると周囲のうけがよすぎて、これまで以上に才女と称された。

　本音をいえば、才女という言葉から逃れたい気持ちもあって、地方から上京を目指したのだ。

　まあ、いいけど。

　褒められるのは好きだし、当てにされるのも好き。

　そう開き直り、会社に勤めるということも都会で生活することも馴染んできたとき、合コンに誘われた。

　男性陣は会社のホープぞろいだった。女性陣は同期入社で仲良くしている、総務課のビューティさん、経理課のプリティさん、庶務課の自称ノーマルさんことストイックさん。

　ストイックと称されるちひろって、わたしから見れば、近づきにくいほど自分の世界があるという、極めて落ち着きのあるクールな人なのだけれど、ノーマルと思いこんでいる様子。わたしのほうがノーマルなのに、やっぱりみんなから見るとウィットさんになるらしい。




　合コン当日、会場の居酒屋ＩＯＭＡにはわたしたち女性がさきに到着した。

　みんな緊張しているのがありありと窺えた。もちろんわたしも含めてだ。

　少なくとも美耶は慣れていそうだと思っていたのにがちがちで、いつもはお惚け気味のプリティさんもそわそわ。ちひろはポーカーフェイスだけど、肩がこわばっている感じだ。

　わたしは本当なら断りたかった。わたしの苦手とする人が男性メンバーのなかにいたから。

　メールで知らせてきたプリティさんに断りの電話を入れたら、『紗稚さちがいないと心細いから』と、半ば泣きつかれて応じてしまった。頼られると弱い。

　それにしても、いくらレディファーストという言葉があるとはいえ、女性のほうが待つというのはいかがなものかと思う。約束の時間より早く入ったし、文句を言うほどまだ時間はたっていない。ただ、こういう設定では普通に考えて男のほうが早く来るべきではないかと思った。第一、誘ったのは向こうだ。

　まあ、さきに来られて、座るまでじろじろ観察されそうなことを考えると、どっちもどっちだけれど。

　とにかく慣れない状況にわたしが落ち着かないのは確か。先回りしようにも経験のない状況に無駄に気持ちが足掻いているだけで、プリティさんの役には立てそうにない。引き返したくなった。

　気がそぞろで途切れがちな会話のなか、ようやく部屋の雰囲気に慣れてくると、居酒屋のがやがやとした声が俄にわかに大きくなった。男性陣が個室の戸を開けて、「お待たせ」と口にしながら入ってきた。

　順番に入りながらわたしたちの顔を一瞥して適当に座っていく――ように見えるけれど……なんだかおかしい。何？

「永井紗稚さん、まずはお互いに自己紹介しようか」

　思考をさえぎるようにわたしは目のまえから指名された。

「おれは成宮智章ともあき、二十七才。入社五年めで営業部化学事業部門の営業課に……」

　言いだした本人から自己紹介が始まったのはともかく、おもしろがってわたしを見つめる瞳と目が合ったとたん、躰が硬直するような感覚に陥った。

　合コンの誘いがきて以来、あまり思いだしたくない新人研修最後の二日間が不覚にも甦ってくる。いまもまた。

　よりによって、なぜ成宮さんが目のまえにいるのだろう。

　終盤五日間の研修は合同生活だっただけに疲れもあった。あの日、研修最終日であったこと、研修のときの硬さとは違って成宮さんが砕けた態度だったこと、その二つが重なって気が緩んだかもしれない。

　最終日になって、四人組でやらされたプレゼンテーションの実習中、一グループごとの批評をする成宮さんは、不足している部分についてずばりと指南するのではなく、どう思う？　といった形で投げかけてくる。こっちに答えを出させるあたり、指導者としてはもちろん、細かい弱点も見逃さないという、仕事がデキる人なのだと思った。トークはなめらかだけれど、冷めているという言葉で括れるのか、どこか一線を置いたような雰囲気を感じる。

　晩餐の席で成宮さんがマジックをやると聞いたとき、自分から見世物になるような人には見えなかったからものすごく意外な気がした。そんな意表を突かれているとき、目が合ったのはまさに不覚で、『おもしろい生き物』とまで言われてしまった。

　成宮さんにしろ、おもしろいというよりはめずらしい生き物だ。調理室での成宮さんはひどく軟派だった。

　余興の補佐に借りだされ、丸い物を探しにいった調理室で、成宮さんのちょっとした言うことなすことに振りまわされて、途中で訳がわからなくなった。翌日のバーベキューパーティ中に呼びだされたとき、わたしは断る気満々でも、成宮さんは仮にも上司であるから、ちひろたちの手前そうすることはかなわなかった。成宮さんがどういうつもりだったのかはわからない。あのあとのパフォーマンスはわたしのパニックに拍車をかけ、たぶん思考停止していたと思う。なだめられたけれど、苦手意識が生まれた。

　でも、苦手、ではなく、わたしはたぶん成宮さんが怖い。

　やっぱり帰りたい。

　いますぐにでも立ちあがりたいのをどうにか思いとどまって、わたしは男性陣の自己紹介を頭にインプットした。合コンなんかしなくても充分に女性とは縁がありそうな人ばかりなのに、どうしてわざわざ合コンなのだろう。

　そう思ったらもう一つ疑問が出る。

　最初の指名がどうしてわたしなのか。普通は言いだした人になるはずだ。

　でも、こっちの言いだしっぺって、てっきりわたしは、見初みそめられても全然おかしくない、いや、見初めないほうがおかしいという、美耶だと思っていたのにこの変わらず硬直した様子じゃなんだか違うみたいだし。積極的じゃないどころか一歩遅れがちなプリティさんは除外、ちひろもこういうことを言いだすタイプじゃない。

　かといって絶対にわたしじゃない。たぶん……。……て、どうしてここで、たぶん、なんて自信がなくなるのだろう。自分のことなのに？

　こんなふうにへんなことで曖昧になるのは、きっと目のまえにいる成宮さんのせいだ。知らないところで操られているような不安がある。

　おかしな緊張を感じながらも、役回りに慣れているわたしは結局、女性陣を取りしきって進行役を引きうけた。

　男性陣は入社から数年たっていて、どんなに才女と褒めそやされようが、やっぱりわたしと比べれば断然余裕がある。自己紹介がすむとわたしの出番はなく、成宮さんを中心に男性側がリードしてくれてほっとした。

　さすがに営業のホープだけあって、成宮さんはわたしとは違う種類のウィットに富んでいる。言い方を変えればチャランポラン。いまの成宮さんに引いた感じはなく、どっちが本物なのだろうと思ってしまう。

　成宮さんは自分たちで話を盛りあげてから、相づちをわたしたちに迫るということを繰り返す。向けられるのは笑わされるような軽口ばかりで、美耶たちもだんだんと気を許していった。

　一方でわたしには真逆に警戒心が募っていく。

　それでも巧みな話術に嵌まって、対処法不明の困惑に手こずらされている。そのうち、それぞれが目のまえの人と話し始めた。それを見て、最初の疑問に答えが出た気がした。

　この合コンて、まるで……。

「詰まんない？」

　成宮さんがわたしの注意を引く。いままでおちゃらけていた感じとどこか違う。

「え？」

「計算してるからさ」

　その眼差しは挑んでいるのかおもしろがっているのか、じっとわたしを見つめてくる。

「計算……ですか？」

「なんだ、気づいてないのか」

「言われてることがよくわからないんですけど」

「んー、イコールの潰し甲斐があるな」

　成宮さんはさっきまでのおどけた表情から一変して、妖しくて思わせぶりな笑みを向けた。それから、いきなりテーブル越しに手が伸びてきて、わたしの眼鏡のブリッジをつついた。

「メガネザルみたいだ。可愛いんだよな」

　わたしはきょとんとして見つめた。

「え？」

「メガネザルって可愛いだろ？」

　からかわれたらしい。成宮さんの瞳が可笑しそうにわたしを見ている。おちゃらけた成宮さんに戻っていた。

　よくよく考えてみれば平面に近い普通の顔に、普通にストレートの長い黒髪というわたしは、間違っても可愛いなどと言われたことはなく、勘違いしそうになった自分をばかみたいに思った。

　同時に緊張感が抜けていると気づいて、わたしは眼鏡の位置を直しながら気を引き締めた。調子が狂ってしまっている。

「知ってる？　メガネザルってさ、でかい目してるのに明るいところじゃ見えにくいんだってさ。つまり役立たず」

　普通に、へぇ、で終わればいいところをわたしは疑った。何か別のことを言っているように聞こえるのは気のせいだろうか。

　勘繰ったわたしに気づいたのか、成宮さんのくちびるにまた妖しげな笑みが浮かぶ。

　ちょっと日に焼けた感じで、すっとした鼻にくちびるがぷるんとして甘いマスクなのに、奥二重の眼光は意外にも鋭いことに気づいた。

「おれは紗稚の――紗稚、でいいよな？　役に立てる。例えば、営業部の電話窓口にいる田中さん。知ってる？」

　成宮さんはわたしの了解を得ずに勝手に決めつけて名前を呼び捨てた。

「資料で名前と顔は知ってますけど」

「あの子さ、電話を取るだろ。五回も話せば、最初のひと言じゃなくて、一音だけでだれだかわかるらしい」

「ほんとですか？」

「調子いいと、名乗るまでの息遣いで言い当てられるんだってさ」

「嘘！」

「あー、それは言いすぎた」

　成宮さんはおどけてあっさりと誇張を認めた。わたしは呆気にとられて成宮さんを見つめた。気を張っていたわたしは拍子抜けしながらも、成宮さんの言うことを全部、真に受けてはだめなのだと学習した。

「んー、信用、さらに落としたかな？」

　信用は最初からしていないけれど、と言うのは遠慮した。どっちにしろ、残念がっている口調と裏腹に成宮さんは笑っている。よくわからない人だ。

「けど、一音だけってのはほんとの話だ。人によって応対も変えてる。慣れてくるとちょっと砕けてほしがる奴もいれば、逆に馴れ馴れしいのを嫌う奴もいる。そういう使いわけの判断ができてるってことだ。電話窓口ってだけじゃもったいない。次は宣伝部の……」

　続けて、会社のいろんな人の裏話をおもしろおかしく喋り続ける成宮さんの声はうるさく感じない。

　わたしの役に立つというのは人事部に所属しているという仕事についてであり、確かに有益な情報だけれど、それに関係なく一対一で集中して話しているうちに、わたしはいつの間にか引きこまれて笑っていた。

　最初の嘘は、かまえたわたしの鎧よろいを剥がす手段だったと途中で気づいた。

　よくこれだけ喋るなというくらい成宮さんが喋っているうちに全員参加に発展して、わたしたちがこちこちになって始まった合コンは、ゆるゆるに盛りあがって終わった。




　じゃ、また今度。

　別れ際、お決まりのセリフはただの挨拶言葉ではなく、半年近くたったいまも八人そろって着実に実行されている。




　はじめての合コンから一カ月たった頃には、昼休みに社員食堂でばったり、ということが重なって、なんとなく同席して食べることが多くなった。合コンからバージョンアップしたわたしたちのグループ交際は社内にも知れ渡った。

　同期やほかの部署の先輩から、当てこすりや刺のある視線を感じなくはない。これだけの逸材と仲良くしていれば妬みも当然だと思う。ある意味、下手なことができなくて――つまり、失敗を怖れて気が抜けず、仕事へのプレッシャーが半端ない。そう感じているのはわたしだけかもしれないけれど。

　不思議なのは、いちばん身近な総務部の先輩方からのお咎めがないことだろうか。おかげで総務部内ではだれからも疎うとまれることなく、人間関係は和気あいあいとした日々をすごせている。

　個人的な付き合いじゃなくても、グループ交際は傍からすれば社内恋愛まがいに見えるわけで、これだけ知れ渡っても上からのお咎めがないということは社内恋愛禁止の会社じゃないということだ。

　逆に、人事部の先輩からは、進展した？　とものすごくアバウトな言い方でせっつかれている。どこをどうしたら、進展した、になるのかわたしにはよくわからない。ただ、総務部の先輩たちにとってわたしたちが一興になっていることは確か。




　それはそれとして、わたしはなんとなくわかった。

　だれがだれを狙っているか、ということ。

　まるで――集団のお見合いみたい。

　それは合コン初日のわたしの正直な感想。

「計算できた？」

　気がつけば隣にいるのがあたりまえになった成宮さんが、わたしの視線を引き寄せた。

　三月六日金曜日。今日はわたしの誕生日で、それを口実にＩＯＭＡに集まった。口実にしなくても金曜日はいつもこうやって集まるわけで、わたしの誕生日はおまけみたいなものだ。

　持ちこみの許可をもらって近所のケーキ屋さんから買ってきたイチゴクリームのケーキがワンホール、わたしの目のまえにある。

「計算？」

　成宮さんを見上げると、初日以来の妖しい笑みを浮かべて見下ろされた。

　いつものようにわいわいとやっているうちに、わたしがみんなを観察しているのに気づいていたらしい。わたしは油断している。

「今日は紗稚の誕生日だし、コンタクトジャグリングをやってやる」

　成宮さんはわたしの問いには答えず、成宮さんにありがちなことだけれど、隙を狙ったようにしてまったく別のことを言いだした。

　成宮さんがいることに慣れたいま、警戒心はまったく役に立たなくなっている。わたしが油断しているわけではなくて、きっと成宮さんに油断させられているのだ。

「わたし……」

「大丈夫だ。見てて」

　逃げ腰になって立ちかけたわたしの左肩に、器用な手がのっかる。成宮さんは命令に近い口調で耳打ちして、わたしが席を立つのを引きとめた。

　成宮さんはみんなにも宣言すると、個室の戸を開け、通路におりてからＩＯＭＡの店長を呼んだ。

　不安になったわたしを差し置いて、みんなは単純に喜んでいる。

　あらかじめ打ち合わせをしていたようで、店長は成宮さんに水晶玉を渡し、ほかのお客さんも見られる状況がつくられた。音楽が流れだし、パフォーマンスが派手に始まる。

　男同士でふざけてつけた携帯ネームのとおり、成宮さんはまさに道化師クラウンだ。

　意思を持っているかのような水晶玉を使ったジャグリングは、あのときと同じようにわたしを魅入らせる。けれど、あのときとは違って、大丈夫と言われたとおり、わたしは不安を忘れて普通に楽しめた。

　喝采のなか、成宮さんは道化師みたいな挨拶をして隣に戻ってきた。ひととおり金城さんたちから囃はやされると、成宮さんはわたしを見下ろして少し首をひねる。

「なんともなかっただろ？」

「よかった」

　安心と賛辞と、二重の意味をこめて返事をすると、成宮さんは含み笑いをした。心なしかほっとしたようにも見える。

「成宮さん、どうかした？」

「男と女の攻めの等式。紗稚の計算から簡単な証明を立てようか」

　成宮さんはまた話をまえに戻し、困惑したわたしの眼鏡を奪った。

「成宮さん、見えないから――っ」

「ちょっとだけだよ。見極めるだけだ。いまから証明する」

　成宮さんは真面目な声音にふさわしくない、にやりとした笑みを向けた。

「化学事業部門のキラーはだれ？」

　成宮さんは携帯ネームを使って唐突に訊いてきた。

「……庶務課のストイックさん」

「機械事業部門のヴォイスは？」

「総務課のビューティさん」

「インフラ事業部門のスレンダーは？」

「経理課のプリティさん」

「ということは？」

「え？」

　それからどういう証明が立つのだろう。わたしは首をかしげた。

「んー、肝心なところが計算できてないみたいだ」

　成宮さんは顎をかすかに突きだしながら、鏡みたいにわたしと同じく首を斜めに傾けた。

「何？」

「必然的、だろ？」

　え……っと、……――！

　見いだしたことは天変地異といっていい。自分についての計算だけお粗末だったようだ。わたしは道化師よりも滑稽な顔をしているに違いない。

「残り者……」

「焦点合ってる」

「え？」

「やっぱり全然、視力、悪くないよな」

　わたしは二重に当惑した。この鼓動の卒倒しそうに不規則な激しさはなんだろう。

　成宮さんは小さく吹きだして眼鏡をもとに戻した。

「あとで。いまは普通にやってればいい。バースデイプレゼント、楽しみにしてて」

　なだめるようで、それでいて思わせぶりに言ってから、成宮さんはおもむろにケーキを指差した。

「そろそろ太らせる時間だ。丸っこくなってもらわないと」

　本気で丸いのが好きなのか、下手な婉曲えんきょくだ。成宮さんは、傍にあったナイフの刃のほうを平然と握りしめて柄のほうを差しだす。そんなふざけた成宮さんに催促されるまま、わたしはケーキを切り分けた。

　あとで。……って何？




　結局は『あとで』起きることは何もなく、みんなとは駅でそれぞれ別れた。

　地方から出てきての独り暮らしはまもなく一年になる。

　その初の誕生日に独りじゃなくて、おまけでもお祝いしてもらえる場所があってなんとなくうれしかった。なんとなく、というのは控えめな言い方かもしれない。あの場所は居心地がよくなっている。

　アパートに戻って部屋に入るなり眼鏡を外すと、ワンルームの真ん中にあるテーブルに置いた。

「ばれてた」

　度の入っていない眼鏡をつついた。成宮さんが最初に言ったとおり、確かに本分ほんぶんを考えると役立たずの眼鏡。

　眼鏡をかけるようになったきっかけは、中学校に入ったばかりの頃、眼鏡を常備している友だちの素顔を見るかわりに、わたしは逆にかけてみるというおふざけ。学校のトイレにある鏡には、特徴のない幼い顔が少し大人びて映った。

　その冬休み、お正月にもらったお年玉で、変わった子ねぇ、と親に言われつつ眼鏡を調達したのだ。

　それから外せなくなった。理由は自分でもはっきりしないけれど、精神安定剤みたいなものだ。あまりに才女らしくて、これまでだれも疑わなかったのに。

　ばれてしまって困惑したあと、わたしのなかに生まれたのは怖さと、相反して安堵。不可解なこの落差に先回りできず落ち着かない。部屋の隅に置いた鏡台には見たくない自分が映っている。

　眼鏡、変えようかな。

　そんな気分転換を思いつくと肩の力も抜けた。

　さっそく頭のなかで明日のショッピング予定を立てながら、着替えを持ってバスルームに入った。

　歯を磨いたり髪を乾かしたりして、あとは寝るだけというときに携帯音が邪魔をした。

　まもなく真夜中の一時という時間にだれかと思いつつ、携帯電話を開くと『クラウン』の文字が出ている。

「もしもし――」

「紗稚、玄関出て」

「え……？」

　問う間もなく電話は切れて、ドアベルの音が鳴った。まさかという言葉は浮かんだものの、訪問者がだれかは筒抜けだ。

　玄関に行ってドアスコープから確認すると、その一部分だけでも間違えようのないくらいに見知った成宮さんの目がドアップで見えた。ぷっと吹きながら、悪戯心を出してドアを勢いよく開けると、こっちの意図は先刻承知だったようで、成宮さんは器用にわたしの攻撃を避けた。

　同時に、「はい、チョコレートケーキ」と小箱を手渡された。

「……まだ太らせる気？」

「余力充分だろ」

　成宮さんは言いながら首をひねり、その無言の要求にわたしは躰を引いた。

　これまでグループで会うことはあっても、こんなふうに一対一ということはない。それとも、だれかとだれかはすでにこんなふうに――そんな困惑を覚えながら、さらに招くようなしぐさをした自分に戸惑う。ごまかすようにわたしは笑ってみせた。

「コーヒー、飲んでく？　終電に間に合わなくてもいいなら」

「サンクス。願ったり、だ」

　とりあえず、取り繕うように社交辞令として訊ねたつもりが成宮さんは断らなかった。むしろ、してやったりと言わんばかりの口調だと感じたのは気のせいだろうか。だからといって、玄関先でいい、などと断ってほしいという気持ち前提で口にしたのかどうか、自分でもよくわからない。

「ＩＯＭＡでも言ってたけど、太らせたがるって、成宮さん、研修のとき訊かれてたこと――やっぱり丸々してるほうが好きなんだ」

「そういう詰まらないこと、憶えてるんだ」

　背後からついてくる成宮さんは可笑しそうに言い返した。

　ワンルームの部屋に入って後ろを振り返ると、成宮さんはすぐ近くに迫っていた。おもしろがっているのではなく、にやついているといったほうがぴったりだ。その表情にちょっとおののいて、そのうえ狭い部屋だけに成宮さんの存在はやけに大きく感じられて、そこであらためていま自分が置かれている立場に考え至った。

　こんな密室といえる状況で男性とふたりきりという経験は、いままで生きてきたなかで一度もない。わたしは今日の成宮さんとの会話を思いだす。パジャマがわりの長めのシャツ一枚という、かなり無防備な恰好は、成宮さんの有向線分をどこにたどり着かせるのか。

　どうしてわたしの先回りは成宮さんに効かないのだろう。それどころかだんだんと自分から成宮さんの意思のままに動いている気がする。思わず、一歩だけ下がった。すると。

「紗稚」

　成宮さんは自分が渡したケーキをわたしの手から取りあげて、足もとのテーブルに置いた。それから背丈のある躰をかがめて、大きく目を見開いたわたしにぐっと顔を近づけた。

「な、な、何っ？」

　思いっきり慌てたわたしの声は、頭の天辺から飛びだしているように上ずっている。

　成宮さんの甘いマスクが悪魔のマスクに変わったような気がした。

「計算ができたところで証明の裏づけに入る」

「しょ、証明の裏づけって？」

「んー、男と女の計算式は？」

「へ？」

　間の抜けた返事しか声にならず、わたしの頭のなかはぐちゃぐちゃになった。

「残り者がさきにくっつくっていうのも計算外でいいだろ？　ま、おれは残り者って感覚ゼロだけど」

　尊大に言い放った成宮さんが肩を押さえつけ、わたしは背後のベッドにすとんと座らされた。見上げたわたしの顔を挟み、成宮さんは笑みを浮かべて見下ろす。

　わたしはクラウンを読み違えていた。

　道化師CLOWNではなく、成宮さんは王者CROWN。

　道化師というマスクの裏で勝者であるためにいろんな計算をしている人だ。

　呆けて薄らと開いたわたしのくちびるに、成宮さんは顔を傾けて喰いついた。

　想像したことのあるキスとはまったく違い、食べられるんじゃないかと思うくらいくちびるがぶつかってくる。混乱したわたしの口のなかは手加減なく攻められた。無理やりに舌を絡めとられ、重力に従う成宮さんの雫をこくんと音を立てて呑んだ。

　成宮さんは口のなかをひとまわり堪能してからわたしを解放した。

「……ま、待って」

　見上げた成宮さんの顔は少しぼやけている。

「んー、わかってる？」

　わたしの制止を気に留めず、成宮さんはいつものように短く唸った。

「何？」

　力の入らない声で問い返すと、また顔が近づいてくる。

「瞳がウィットさんじゃなくてウェットさんになってる。やっぱ、眼鏡はいらない」

　潤んだ瞳を反射的に閉じたとたんに成宮さんの舌がまぶたを這った。

「おれは待たないよ。これを逃したら、臆病なウィットさんは警戒して近づかなくなるから。というより、この半年……いや、もっと待ってた」

　成宮さんの言っていることが頭に入らず、わたし自身が何を待ってと言ったのかわからないほど考えられなくなっている。

　またくちびるが襲われた。くっついたり離れたり、喰いつくようなキスを繰り返されるうちに、離れた成宮さんのくちびるを待ってわたしはくちびるを閉じられなくなった。

「紗稚、いまから紗稚のイコールを潰す。逆らうなよ」

　成宮さんのキスが耳に流れ、囁かれた命令に縛られた。成宮さんはわたしの躰を支えながらベッドに倒してわたしの頭を枕につけた。

　キスの合間にシャツのボタンを外され、下着をつけていない胸があらわになってぷるっとふるえた。成宮さんの右手はおなかを滑ってためらいもなくわたしのショーツのなかに忍びこみ、そのまま引きずりおろしていく。

　されていることはちゃんとわかっているのに止められない。

　わたしを撫でまわす成宮さんの手は、さっきシャワーを浴びて躰を洗ったときの自分の手とそう変わらない動きのはずが、知らない感覚を躰の奥に焼きつけていった。

　水晶玉を巧みに操る指先がふくらみをのぼり、胸の先を転がすように弄ぶ。熱くなって硬く尖っていくのが自分でもわかる。躰をよじりながら成宮さんの口のなかに小さく声を漏らした。

　そんなわたしの反応はおかまいなしに、成宮さんの手は胸を離れて下に進む。脚を少し広げられると、外気に触れた躰の中心にすっとした心もとなさをもたらす。成宮さんは手のひらでそこを覆って外気から隠すようにした。くちびるを離れた成宮さんの口はのどを伝い、いたぶられた痕跡があからさまになった胸の先までおりていって含む。

　ん……ふっ。

　声を耐えようとして完全にはかなわず、息が漏れた。

「紗稚、声が聞きたい」

　わたしの抑制を解こうと成宮さんが顔を上げて囁いた。

　あっ。

　再び無遠慮に胸の先に喰いつかれると、わたしの自制心は奪われていく。

　脚の間では成宮さんの指先が器用に動き始めた。成宮さんの指はクリスタルを扱うときみたいに、一本一本が違う意思を持っているかのようで、どこをどうされているのか何もわからない。

　ぁあっ……んっ、んっ…。

　どれくらいそうされているのだろう。この感覚のさきはどうなるのだろう。躰がぴくぴく動くのと連動して、わたしの口からは制御できない声が漏れている。まったくさきを予測できなくさせた成宮さんは、わたしの意思を木っ端みじんにした。

「紗稚」

「んっ」

　指先のマジックに応える声か、呼びかけに答える声か、自分でも区別のつかない返事をした。

「脚、膝立てて開いて」

　言われるままに従う。成宮さんはその間に移動して、太腿をつかむとさらに広げ、そこに顔をうずめた。

　ぃ、やぁっ！

　その瞬間のわたしの声は自分でもびっくりするくらい悲鳴に近い。

「あ……っ、成宮さ……だ、めっ」

　成宮さんに散々上気させられたわたしの躰はすぐに違う段階に入った。

「紗稚、イケ」

　そう言う成宮さんの息がもろい素肌にかかり、温かいくちびるが突起に接触したとたんに強く吸いつかれた。

　んくっ……ぃやぁ、あっ。

　広がる感覚と一緒にわたしは成宮さんの口のなかに堕ちた。

　躰の中心から成宮さんが離れてもふるえは続いていて、あらわに開いた場所は空気に触れてひんやりとした。成宮さんのキスの痕なのか、わたしの体内からこぼれたのか、そこは濡れそぼっている。さっきのような行為も自分の反応も普通のことかわからなくて、心細さを感じると躰がわなないた。それを気取られたのか――

「待って。服、脱ぐから」

　と、成宮さんの声がわたしをなだめすかした。目を開けないまま布の擦れる音を聞きとる。すると、さきを予感してわたしの躰全体にまた違ったふるえが走る。

「全然、抵抗しないんだな」

　成宮さんはふっと笑った。

　言葉もその笑みも、軽蔑されたように聞こえて頬がかっと火照った。状況もさることながら自分の恰好が極めて恥ずかしいことを、いまさらで認識させられる。慌てて脚を閉じた――つもりが、完全にはそうできなかった。

「だめだ」

　成宮さんは物理的にではなく、たったひと言でわたしの抵抗を止めた。

「紗稚、目を開けて」

　そうすると、成宮さんは覆いかぶさるように躰を乗りだして、わたしの顔の両脇に手をついた。ぴんと張ってみえる裸の胸は強さを誇示するように広く、わたしの視界いっぱいに成宮さんが映った。

「気づいてるか？」

「……？」

　成宮さんの質問には、〝何を〟という部分がなくてわたしは戸惑う。

「紗稚が計算してる理由は？」

「それは……」

　無言の命令で、わたしは目を離せないまま言い淀んだ。

「自分の場所を確保するためだ。眼鏡は臆病さを隠すため」

　成宮さんは認めたくなかったことをずばり言い当てた。成宮さんに感じる怖さは、どんなに慣れても消えきれない。それは、わたしのずるさを知られていたからかもしれない。

　わたしは本当にノーマルで、勉強も普通であれば姿形も普通。だからいつも取り残されないように必死に居場所を確保した。そのうち、引っ張られるのではなく、先回りして引っ張るほうが確実に場所を確保できることに気づいた。

　眼鏡は見たくない臆病さを隠すマスクがわり。

　成宮さんに暴露されたいま、成宮さんに対する怖さは意味をなさずに不可解さも消えた。

　残ったのは……。

「それがどういうことになってるか知ってる？　紗稚は計算できない事態になると思考力が極端に落ちる。今日、水晶玉がそれを証明した。おれがどんな奴か、いまの紗稚は知ってるし慣れてくれてるから――おれの願望を言えば、信用してくれてるから、なんでもなかった。けど、パフォーマンスをやるタイミングが違っていたら、紗稚は一年まえと同じ状態になってるかもしれない。例えば、残り者の話をしたあとだったら？　いまも計算できなくて、おれの言うことに抵抗しない。逆らえなくなってる」

　そう……かもしれない。でも、それだけじゃ……。

「紗稚、抱くのがおれじゃなくても、紗稚が慣れてない奴に命令されたら躰を開くんだろ？」

　あまりの言い様にわたしは息を呑んだ。

　逆らえないのは、さきを計算しすぎて自分からは近づけないという臆病なわたしの、成宮さんを引きとめる唯一の手段なのに。いつの間にかあたりまえのように抱えていた気持ちがあるから。そうでなければ家のなかになんて招かない。

「違うっ。わたしは成宮さんだから……っ」

「オーケー」

　残酷な眼差しと同じでひどい言い方をした成宮さんは打って変わって満足げだ。言わされたと気づいた。

「ひどい……」

　目尻に涙が溜まる。成宮さんの右手が泣きそうになったわたしの頭を撫でた。

「最初が肝心て言うだろ。こうしないと臆病な紗稚は無駄に計算式に当てはめようとするから。あえて告白すれば、おれに逆らえない紗稚が気に入ってる。可愛いんだよな」

「成宮さんのほうがわたしを見抜いて計算してる」

　拗ねた口調は自分でも可愛いかもしれないと思った。

「紗稚、男と女の間に計算式なんて当てはまらない。強いて当てはめるなら、あらゆるパターンの複合同順が当てはまる。見抜いてるということは、それだけ紗稚を見てるってことだ。残り者じゃないっていう、おれの紗稚に対する証明の裏づけだろう。おれのは計算じゃない。立ちまわり、だ。そろそろだれかが動く。なら、おれがここで動いとかないと、残り者になってからくっついたんじゃ、紗稚は計算としてしかおれの存在を――心底を認めない。いまなら計算外でもおれに確保されるだろ？」

　命令じみた問いに即座にうなずくと、成宮さんは小さく笑う。そして、躰を起こしながら、わたしの躰に手を滑らせた。成宮さんの欲求がわたしの体内の入り口に触れ、腰がしっかりと支えられた。少しだけ進んでくると、そこから体内の空気が押しだされたかのように、わたしの口から呻き声が漏れた。

「成宮さん……」

「ああ。痛いだろうけど逆らうなよ」

「うん」

　返事したとたん、入ってきた成宮さんをいっぱいに感じて息が詰まった。一瞬後、悲鳴をあげかけたわたしのくちびるを成宮さんがキスでふさぐ。

　最大の痛みが消えると成宮さんは躰を起こした。動くことなく、わたしの膝に手をかけて脚をさらに開いた。恥ずかしいよりも痛いのが怖くて閉じようにも動けない。

「成宮さん……」

「クラウンは紗稚を痛めつけるためにあるんじゃない。魅せることにある」

　そう言うなり、右の胸に左手、繋がった場所に右手と、器用すぎる指先が這いだした。成宮さんが静止しているかわりにわたしの躰がうごめいて、体内に宿った熱が痛みを感じなくさせた。そう時間はかからず、さっき成宮さんに教えられたイクという感覚に近づいていく。

「さきにイケよ。おれもすぐにイカせてもらう」

　成宮さんもそう平気ではないのだろうか。わたしの喘いだ声に重なって、呻くように発せられた声はそう思わせる。目を開けて確かめようとすると――

「手加減いらないみたいだな」

　と、成宮さんは含み笑い、直後。

　ん……ぁああ……っ。

　わたしは成宮さんの表情を見分けることもできないまま指先に堕ちた。

　わたしの躰が痙攣し始めると、成宮さんは繋がってからはじめて動きだした。痛みよりもふるえが躰を突き抜けてイク感覚が持続した。

　成宮さんのゆっくりした動きが少しだけ激しくなってまもなく、成宮さんはわたしの躰から抜けだして、開いた脚の間に欲求を吐きだした。名残でぷるぷるする躰と呼応して、わたしの吐く息もふるえている。

「大丈夫か？」

「……わかんない」

　目をゆっくり開きながらぐったりした声で答えると、成宮さんはわたしの額にかかった髪を撫でるように払う。成宮さんは満足げに笑いかけてくる。少年ぽい笑い方で、好きだ、と、うれしいくらいに思った。

　わたしの脚の間をきれいにして隣に横たわった成宮さんは、正面からぴたりとわたしを引き寄せる。そのまま成宮さんに確保されて眠った。

　八人が集まるあの場所が居心地いいのは、こうやって成宮さんにずっと確保されていたから。

　欲しかったのは眼鏡を外せる場所。

　解いてやる。

　あれから、わたしはずっとそうされることを待っていたのかもしれない。

　心地よさに朝までぐっすりと眠ったわたしは、成宮さんに起こされてまた抱かれた。

　一回めは計算したとおり、引きつった感覚が抜けなかったけれど、二回めの成宮さんは余裕綽々で、わたしのかまえたイコールはペチャンコに潰れた。








第四話　溶かす男








プリティ：湯原絵奈　21才

総務部経理課　自信に欠けて思いこみがちなナチュラルガール

スレンダー：仲村貴大　29才

営業部インフラ事業部門企画課　社内一、女性の噂が絶えない男









＊　プリティ～不感症なチェリー～




　一週間の締め括りとしてお疲れさま会のような飲み会は、いつの間にか暗黙の了解になって、毎週金曜日はこの居酒屋ＩＯＭＡの貸切部屋ですごしている。ＩＯＭＡ自体も言わずともリザーブしてくれていることを考えるとなんだかすごいことだと思う。

　半年まえから続いている、営業部四人対総務部新人四人のグループ交際は合コンという設定から始まったわけだけれど、最初からなんていうのだろう、男前って言い方は古いかもしれないけれど、とにかくできすぎた人ばかりで、わたしはいまだに気後れしている。

　合コンに乗ったのはわたし自身なのに。

　そうしたそもそものきっかけは新人研修だった。

　入社の日から始まった研修は緊張ばかりして、特に初めの一週間、わたしの頭は空回りしていた。

　研修につく人は男性も女性も凛としていて、数年後にはわたしもそう見えるようになるのだろうかと、わくわくするよりは疑問を持った。

　初日はグループの組織構成を延々と教えこまれ、二日めは営業部が担当だったから、商社であるゆえの多種にわたる事業や関連商品、そしてサービスと連ねて憶えさせられた。どういったことをやっているのか部署ごとの講義を受けてみると、世界を舞台にした大きな取引が多く紹介されて、わたしは多少どころか相当におののいた。

　その後、まさか学生のようにテストみたいなことがあるとは思わず、マニュアルを片手に設問に答えていくという時間は独りで四苦八苦した。確かに聞くだけよりは考えたほうが身につく。提出したり点数をつけられたりするわけではなく、あとで一斉に自己採点するということだったけれど、緊張のあまり、気もそぞろでいたからうまく頭に入っていない。わたしにはプレッシャーでしかなかった。

　焦るばかりで取り組んでいるなか、迷っているときにちょうど立ち止まって指南してくれたのは、背が高くてちょっと冷たい感じの人だった。

　お礼を言っても小さくうなずくだけで、すぐに背を向けられた。

　それに気を取られていたのか、書き直そうと消しゴムを取りあげたとたんに手から転げ落ち、跳ねて机から飛びだした。その一瞬後、消しゴムは大きな手のなかに消えた。

　わたしは子供みたいな顔でびっくりしていたと思う。

　手を腕へとたどって顔まで移ると、一瞬だけ遅れてその目がわたしを見下ろす。冷たかった表情が一気に崩れ、口もとに笑みが形づくられた。

　その笑った顔を見てびっくりするのと同時に、わたしも小さく笑った。

　それが始まり。

　それからは目が合えばかすかでも笑みを見せてくれた。休憩時間に廊下でばったりとか、至近距離で微笑をくれるのだから勘違いじゃなかった。数えるほどしかなくても、彼の記憶のなかに自分が紛れこんでいることを思うと、くすぐったいような気持ちになる。

　そして、研修最後の日、会ったのは四回め。

　宿舎での打ち上げパーティのとき、小川に落ちそうになって助けてもらった。その瞬間の、繋いだ手に感じた気持ちがずっと残った。

　研修明けの月曜日、配属が総務部経理課に決まって、仕事を憶えることでいっぱいになりながらも、また会えたら、そう思っていた。

　確かに会えた。お昼休み、社員食堂でたまに見かける。でも、それだけ。近寄れない。

　もっと。

　あのとき、漠然と願った気持ちはだんだんと形を成していく。

　それなのにどうする術も持たない。

　そんなとき、わたしは先輩にふと漏らした。

『営業部とは接点、全然ないですよね』

　それが営業部との合コンという形で応えが返ってくるとは思わなかった。

『営業部から総務部に合コンの誘いがきてるんだけど行く？　明日、金曜日に』

　数日後、先輩から訊ねられた。

　営業部ならだれでもいいわけじゃない。断るつもりだったのに、仲村貴大なかむらたかひろ――メンバーのなかに名前を見つけた。

　受けるかわりに先輩からの条件がついた。

　同期入社で仲良くしている総務部の三人を同席させること。明日という急な話でも、金曜日はちょうど彼女たちと恒例の食事会だから、幸いにしてそろう。

『明日は合コンなんだって。隣駅のすぐ傍にある居酒屋ＩＯＭＡ』

　男女ともに参加メンバーの名を連ねて、わたしは出所をはっきりさせず、曖昧に三人を誘った。わたしのごく個人的な気持ちに巻きこんでしまうことが後ろめたかったから。

　ここでも幸いだったのは、だれにも付き合っている人がいなかったこと。そして、なぜか三人ともが合コンの発端を深く追究してこなかったこと。

　いま思えば、彼女たちが気にしていたのはそこじゃなかった気がする。

　参加した美耶も紗稚もちひろも、はじめは彼らが合コンをやる理由を疑問視していた。誘ったわたしですら、そこになぜ名があったのか、いまでもまったくわからない。

　キラーと称されるほどモテる竹野内さん、ヴォイスと称されるほど魅惑的な声を持つ金城さん、クラウンと称されるほど話術と器用な手で人を魅了させる成宮さん、そしてスレンダーと称される仲村さん。

　会社の裏方を担っているわたしたちと、表に立って社運を担う営業部とでは接点がなく、だからこそ彼らが知り合いたいと思ったとしても、それを理由にするには疑ってしまうほど、四人はどこをとっても群を抜く。

　そんな戸惑いのなかで、八人の距離は一緒にいるのがあたりまえになるほど近づいていった。

　それでもわたしは一定以上に近づけない。

　ストイックと称したほど冷静に物事を受けとめられるちひろ、ビューティと称したほどきれいな美耶、ウィットと称したほど頭がいい紗稚。三人をまえにしては、わたしはノーマルすぎてできすぎた人は身に余る。

　プリティさんと言われているけれど、裏を返せば、ただ頭のなかが儚いというおバカ。

　わたしは１＋１が２にならないときがある。これでよく経理課で勤まっているなと自分でも思う。

　先輩たちは『湯原ゆはらさん、いずれ慣れてくれればいいのよ』となぐさめながら、いまのところは寛容な眼差しで見守ってくれている。けれど、そろそろ１＋１を２に統一しないと、わたしのわずかに残った自尊心もなくなってしまいそうだ。

　ずっとまえはもっと集中力があったはずなのに。




「絵奈えな」

　目のまえに差しだされた缶詰の桜ん坊に、思わずぱくついた。

「ぷっ。ホントに好きなんだな」

　隣に座った仲村さんは自分が差し向けたにもかかわらず、口を動かすわたしを見て吹きだした。

　桜ん坊の軸を持った手がわたしの顎の下に待機する。

「何？」

「種」

「……子供じゃない」

　わたしは仲村さんの手を押しのけた。

　大卒後勤続七年という営業部インフラ事業部門企画課の仲村さんはスレンダーと称されるとおり、体系も振る舞いもスマートだ。名は体たいを表すというけれど、高貴さが見えて背が大きくて貴大という名前にぴったりだ。

　二十一才のわたしとは八才離れているから、当然わたしは幼く見えるだろうけれど子供じゃない。

　竹野内さんも金城さんも成宮さんもそうだけれど、仲村さんは特に、いまみたいに本気でわたしを子供扱いすることが多い。

「ぼーっとしてても好きなものには反応するあたり、まるで子供だけどな」

　たぶん、反応したのは桜ん坊のせいだけじゃない。

「ぼーっとしてない」

　重ねて否定すると、仲村さんは口の端を可笑しそうに上げた。

　人から見れば、わたしはよくぼんやりしているらしいけれど、そうではなく、逆にいろんなことを考えている。考えているというよりは処理しているといったほうが正しい。わたしに作用してくることを、こっちに入れるかあっちに入れるかという感じ。

　例えば、〝普通箱〟に入れるなら何もしなくていいけれど、〝被害箱〟に入れるなら普通箱に入れられるように処理する。

　就職活動のとき、わたしが業平商事にトライすると知って、絵奈には無理だよ、と同級生に言われたのは、すでに何社も門前払いされていたわたし自身がそう思っていたことだから普通箱行きだ。でも、『絵奈がどんなにぼんやりさんでも仕事の失敗はあり得ないから。この短大から今後、採用しないってなったら後輩たちは迷惑なんだからね』と、内定したあとにわざわざわたしを呼びとめて言い捨てられたことは被害箱行きになった。友だちの、ただの嫉妬だから気にすることないよ、というなぐさめは普通箱に入れ替えやすくしてくれたけれど。

　そんな処理中にわたしは、ぼーっとしている、と言われるのだ。その実、頭のなかは不安の嵐が吹き荒れている。

　いま仲村さんにそう見られたのは、昨日の出来事のせい。まだ処理ができずにいる。

　ちょうど一週間まえ、ちひろと竹野内さんはひと晩一緒にすごしたらしい。何かあったときのためにと、ちひろからその日のアリバイ工作を頼まれて、その理由を考えてみたらそういうことにしかならない。だってその日、ちひろは酔っぱらった竹野内さんと一緒に帰ったから。

　ほら、こんなふうにわたしはきちんと考えられる。

　大丈夫。わたしは欠陥人間じゃない。

　自分をなぐさめていると、また横道に逸れたことに気づいた。

　だから……それで、どうなるのだろうと思っていたら、お弁当攻撃をしていた竹野内さんが昨日、やっとちひろの連れだしに成功した。社員食堂にパンを買いにきた竹野内さん自身が言った。

　ちひろは一匹狼のような面があって、べたべたした付き合いは苦手なのだろう、社員食堂で一緒になることはめったにない。そんなちひろが連れだしに応じてどんな結果が待っているのか。

　竹野内さんが食堂を出ていき、それを追うようにして公園が見える窓際に行くと、美耶たちとガラス窓にへばりついた。

　ふたりを見守っていたなか、遠目からでもわかる、想像もしていなかったキスシーンに遭遇した。といっても、わたしはもともと考えることはあっても想像なんてしない。処理することに精いっぱいで夢も希望も持っていない。

　真っ昼間の堂々としたキスは、あの一夜にちひろと竹野内さんにあっただろう、わたしの推測を断定に変えた。その瞬間に感じたのはやっぱり劣等感だった。

「痛いの、平気だったのかな」

　ちひろは男の人と付き合ったことがないと言っていた。ある種、ショックに思わずつぶやくと、美耶と紗稚にへんな目で見られた。

「平気じゃないけど、いつかはだれだって、ってことじゃない？」

　紗稚は落ち着いた眼差しでわたしを諭した。「大丈夫よ」とさらに紗稚から口添えされると、わたしは笑ってごまかした。

　そんな昨日を通り越えた今日、美耶は具合が悪いとかで飲み会を欠席した。いままでどんなに遅くなってもそろっていた八人がはじめて崩れた。

　あまつさえ、遅れて来たばかりの金城さんが帰ると、わたしはわかってしまった。わたしがわかったからにはだれもがそう思っているはずだ。

　じゃあ、あとは……。

　八人、ずっとこのままでいいと思っていたのに。

　準備された未来のせいで、わたしはますます集中できなくなった。

　もしもそうなって下手に幸せを知ってから嫌われるより。

　自分から――。




「仲村さん！」

　マンションの短い階段を駆けあがり、エントランスの自動ドアが閉まる寸前に間に合った。

　なかに入りこんだわたしが呼びかけたのと、たぶん足音に気づいたのだろう、仲村さんが振り返ったのはほぼ同時だった。

「どうしたんだ？」

　驚くでも怪しむでもなく、いつもと変わりない喋り方で仲村さんは訊ねた。

　送ってもらうことはあってもその逆はなくて、仲村さんのマンションに来たのははじめてだ。

「えっと……ストーカーしちゃった。お邪魔してっていい？」

　仲村さんは表情を変えることもなければ、すぐに答えることもしない。

　飲み会では、いつの間にか互いの位置が向かい側から隣に変わって……もしかしたら、と考えた。

　そうじゃなくても、ちひろと美耶が選ばれて、もしくは彼女たちが選んだいまなら玉砕したってかまわないと思った。紗稚は仲村さんじゃないと思ったから。

　でも、玉砕する場所はここじゃなかったはずなのに。

　わたしは……１＋１を１００にしてしまったのかもしれない。

　何が可笑しいのかと疑問に思われようがおかまいなく笑って口を開いた。

「あ……もう、遅い――」

「いいよ。襲われてもいいんなら。ついてきて」

　仲村さんはわたしをさえぎって冗談っぽく言った。

　どきっとしながら何よりもほっとして、仲村さんと一緒にエレベーターに乗った。仲村さんが最上階の十五というボタンを押すと、ほぼ同時に扉は閉まった。

　グループのなかでわたしと仲村さんがふたりきりで話していることは多いのに、周りにだれもいないというふたりきりがこんなに息苦しいとは思ってもいなかった。いや、送ってもらうときにふたりになることがあるし、そのときはなんともないから、やっぱり今日が特別そうなのだ。

「金城さん……美耶のとこかな」

　酸欠した空間から抜けだしたくて口にしたことは、わたし自身がいま最も触れたくないことだった。どうかしたら意味深に取られそうで、そうしたら面倒くさく思われて、最低限の願い事を叶えられる機会を失ってしまうかもしれない。間抜け極まりなく、仲村さんを見上げて笑って取り繕った。

「絵奈にわかるようじゃ、金城も露骨だな」

　仲村さんは、金城さんを本人不在のまま冷やかしているようでいて、その実、わたしをからかった。他意を感じているふうではなくてほっとした。

「そんなにぼんやりして見える？」

　口をわずかに尖らせて言うと、仲村さんはじっとわたしを見つめ、どういう意味か、ふっと笑う。それから、促すように首をひねってわたしの背中に手を当てる。ちょうどエレベーターの扉が開いた。

「迷子に見える」

　仲村さんがそう言ったとき、わたしはその手に押されてエレベーターをさきに降りていたから、後ろから届いた声にどんな感情が潜んでいるのか、なぜか曖昧に聞こえてよくわからなかった。

　連れられるまま角部屋まで行くと、仲村さんが支えたドアからわたしのほうがさきに家のなかに入った。広い上がり口で仲村さんが靴を脱ぐのを待ってあとを追う。

　案内されたＬＤＫの部屋は、独り暮らしにしては不必要なほど広く、それに暖房の予約でもしてあったのか暖かい。仲村さんくらいになると、こんなところに住めるほど給料がいいのだろうか。高級感の見える調度品がおそろいで整えられている。あいにくと給与の振り込みは担当外でまったくわからない。

　仲村さんはコートを脱ぎながら、リビング側に置いてある黒革らしいソファを指差した。

「座って。コーヒー、淹れるよ」

「な、仲村さん！」

　慌てて仲村さんを引きとめた声は思いっきり上ずっていて、自分でも赤面しているのがわかる。

　キッチンに行きかけた仲村さんは立ち止まって振り返った。

「どうしたんだ？」

　エントランスでと同じ言葉が向けられる。

「あ、あの、相談があって、それで……」

「相談？」

「うん……あの……仲村さんがさっき言ったこと……」

「さっき？」

　仲村さんはためらうわたしを促すようにオウム返しを繰り返した。

　わたしは一度目を逸らし、それから意を決して仲村さんの瞳に焦点を当てた。

「わたし、仲村さんに襲ってもらおうと思って来たの！」

　やっぱり仲村さんは驚きもせず、ただ黙った。息しづらいほどの沈黙のなかで仲村さんの視線がわたしの瞳から下へと這って、またゆっくりとのぼってきた。競せりに出されて品定めされているみたいな気がする。

「いいよ」

　返事を待たされたわりに、仲村さんはあっさりと受け入れた。びっくりしたのは言いだしたわたしだった。

　一気に自分の置かれた状況が目のまえに迫って、耳から鼓動音が漏れているんじゃないかと思うくらいどきどきした。

「シャ、シャワー借りていい？」

「そんなに急ぎたいんなら、そのままでもいいけど？」

「え？」

　仲村さんの発言は大胆すぎて驚きや照れくささを通り越した。思わず問いかけたあと、見つめ返してくるその雰囲気から、わたしはからかわれたのだとわかった。わたしが桜ん坊を食べるときに見せてくれる眼差しだ。

「廊下に出て目のまえが浴室のドアだ。タオルとか適当に使っていい」

「う、うん」

　バッグをソファに置いて広い廊下に出ると、だれもいないとわかっているのにおそるおそるドアを開けた。すると、思いがけずなのか、やっぱりなのか、ここにも上品さが溢れている。なかに入って脱衣所と浴室をひととおり見回した。白い洗面台は光沢があって、黒い筋がルーズに入ったりと大理石のような――いや、この雰囲気からすると本当に大理石だろう、そんな模様がある。くすんだ金色をした蛇口はひねるタイプでアンティークな形だ。

　自分のアパートとの格差にため息をついた。そんな半ば呆気にとられた顔が目のまえの鏡に映っている。どんぐり眼は年齢より幼く見えて、鼻はこれといって特徴もなく、くちびるはぽっちゃりしすぎだ。チョコレート色にした髪は、少しは活発に見えるようにと、耳のちょっと上からルーズにカールさせて顎のラインでそろえているけれど、あまり効果はない。

　自分を見つめるわたしの顔はやっぱりぼんやりして見える。迷子。仲村さんの言うとおりの面持ちだ。

　なぜこんな顔をしているのか、そう疑問に思うと、どうしてここにいるかという現状が飛んでいたことに気づく。こんな状況でさえ、散漫な自分にうんざりしつつ、緊張が戻ってきた。けれど、取り消すつもりなんてさらさらない。

　薄手のコート、カーディガン、ワンピース、下着と手早く脱ぎすてて浴室に入り、シャワーコックをひねった。

　脱衣所も浴室も、歯ブラシ、シェーバー、シャンプーと、仲村さんの普段が詰まっていて、うれしいようなじんとした気持ちになる。それがシャワーの熱と相まって緊張した躰が少しだけリラックスした。

　急ぎたいわけではない。でも、待っても同じ結果なら。それに仲村さんとなら――。

　そこまで思うと、ふとこれからの出来事をいいほうにも悪いほうにも考えて、躰を洗う手が止まる。わたしは首を振りながらその思考を振り払い、これまでの仲村さんとのシーンを入れ替わりで思い浮かべた。

　浴室を出て躰を拭くと、服に手をかけてつとやめた。

　こういうときどうするのだろう。また服を着るのもへんな気がする。

　少し迷ったすえ、かけてあったバスタオルを借りて躰に巻きつけてからリビングに戻った。

　仲村さんは窓際にある真正面のソファに座って煙草を吸っていた。

　仲村さんが煙草を吸っているのを見ることはあまりない。この部屋と同じようにいつも煙草の香りはするけれど、人前で、特に閉めきったところでは控えているみたいだ。

　そんなことに気づきながら、瞳と瞳が合うとそこから動けなくなった。

「またぼーっとしてる」

　いつもと変わらない口調は、自分の恰好がいかに滑稽かということを教える。惨めな気がしてふるえるくちびるを咬んだ。

　仲村さんは躰を乗りだして、まえのテーブルに置いた灰皿に煙草を押しつける。そして、おもむろに立ちあがった。

　びくっとしたわたしには近づかず、逆に奥のキッチンへと行った。冷蔵庫から何かを取りだして缶を開けるような音がした。戻ってきた仲村さんが手にしていたのは桜ん坊の缶詰だった。

「食べる？」

　仲村さんはもとの場所に座ると、一個取りだしてかざした。

　端整な顔を崩してちょっとおどけた表情を見せられると断る理由が見つからない。

　わたしは仲村さんのまえに行った。腰が引き寄せられて、必然的に跨るように仲村さんの脚の上に座った。下着を着けていない脚の間がすかすかして心もとない。

　恥ずかしさを隠して、目のまえに掲げられた桜ん坊を食べる。可笑しそうに見ていた仲村さんは、種を取りだそうと口もとに持っていったわたしの手をつかんで止めた。

　百五十センチそこそこと背が低いわたしは、仲村さんの脚の上にのってもちょっと見上げなければならない。仲村さんは少し躰をまえに倒してくちびるをわたしの口もとに近づけた。

　間近で見ても仲村さんの顔立ちは粗がない。冷たく見えるのは一つ一つの完璧すぎるパーツのせいかもしれない。細くも大きくもない切れ長の目にまっすぐ伸びた鼻と、ちょっと薄めかなと思うくちびる。全体的に後ろに撫でつけたような髪型だけれど、幾筋か額に垂れている様が男っぽい色気を漂わせている。

　目を伏せた視界に、触れるわけでもなく寸前で止まった仲村さんのくちびるがある。伏せ目のまま、ちょっとだけくちびるをつけてみた。

　やわらかさを感じとった瞬間に仲村さんの口が開いた。隙だらけのわたしの口のなかに舌が強引に滑りこんでくる。舌の先にあった桜ん坊の種を巻きとって仲村さんは離れた。

　わたしの腰を抱くと、仲村さんはまえのめりになって桜ん坊の種と軸を灰皿に捨てた。

　いまみたいに抱かれてもキスされても、嫌な感じはまったくなく、どきどきのなかでむしろ感動じみた気分になる。もしかしたら、とはじめて希望を持った。

「仲村さん……」

「いいよ、話して」

　おずおずと声をかけると、仲村さんはなだめるような口調で促した。

「えっと……わたし、は、はじめてで……うるさいかもしれない」

「うるさいって？」

「あの……ヴァージンなんだけど、ホント言うと、こういうことするのははじめてじゃないの……その……失敗しちゃって……」

「続けて」

　ためらっていると仲村さんは静かに口を添えた。

「痛くて暴れちゃったの……わたし、全然感じない体質らしくて……」

「相手はだれでいつの話だ？」

「高二のときに一つ上の先輩と……」

「それ一回だけ？」

「うん。そのあとは先輩から避けられて……」

　淡々としていた仲村さんはかすかに顔をしかめた。

「はじめての、しかもたった一回の経験で体質って、なんでそんなに早く結論づけるんだ？」

「先輩はモテる人でわたしがはじめてじゃなかったし、その先輩が言うんだから間違ってな――」

「失敗したのは絵奈じゃなくてその先輩だろう」

「でも――」

「おれに襲われたいみたいだし、そう聞いたら絵奈をとことん感じさせてやりたくなった」

　二回続けてさえぎった仲村さんの言葉に、わたしは目を見開いた。

「仲村さん……」

「任せてくれるんだろう？」

　戸惑いながらもうなずくと、仲村さんは口の端で笑みを見せてからいきなりわたしのくちびるをふさいだ。

　仲村さんの舌がくちびるを舐めて、それからわたしの口を割いた。なかを這いまわられるとくすぐったくなって顔を引いた。追うように仲村さんが攻めてくる。くっついたり離れたりを繰り返すたびにわたしのなかで、もっと、が大きくなる。

　唯一経験したキスは、やめてほしいと思うくらいに気持ち悪かった憶えしかない。いまとは全然違っていて、過去のことがとても不器用なものだったと知った。

　舌に絡まれると、思わず口をすぼめて仲村さんの舌に吸いついた。そうすると、仲村さんをさらに奥に招くことになって、呼吸はおぼつかなくなっていく。

　腰を支えていた仲村さんの両手が這いあがり、タオルの上から小ぶりな胸のふくらみがわしづかみされた。躰がびくっとおののく。体勢が揺らいで不安定になり、慌てて仲村さんの首にしがみついた。

　胸がゆっくりと揺らされ、釣られて躰もかすかに波打つ。バスタオルがほどけて肌があらわになった。素肌に仲村さんの手が触れ、小さく呻いてわたしはキスから逃れた。引きとめるように仲村さんの左腕が腰を抱いて、右手が左胸のふくらみをつかむ。仲村さんの瞳に捕まると恥ずかしくなって、離れるかわりに仲村さんの肩に額をつけて隠れた。

「かまえなくていい。感じなかったら感じなくていいし、感じたらそれに任せればいいだけだ」

　仲村さんは、わたしの躰が少しこわばったことにすかさず気づいたようだ。肩の上でうなずくと胸を覆った手が動きだした。こねるように動かされ、連動して躰が自然とうねる。仲村さんの手のひらのなかで胸の先が硬くなったのがわかった。躰の奥では経験したことのない、むずがゆい熱を感じる。それを意識するのとほぼ同時に、胸に触れる手のひらが指先に取って代わった。

　んっ……は……っ。

　胸先を弾かれると、ため息とも呻きともつかない声がわたしの口から漏れた。

　それに煽られたように、あるいは煽るように仲村さんの指先が摘んだり、爪を立てたりと刺激を変えて、やがて胸先は躰全体の神経が集まったように熱を帯びた。躰の奥に溜まった熱が堪えきれずに下へと流れていく感触を覚えて、そのはじめての感覚に腰をよじった。

　それが伝わっているかのように、仲村さんの右手は熱を追って下腹部におりていく。腰に纏いつくバスタオルを剥ぎとって、手は開いた脚の間に侵入した。

　すっと縦になぞられた瞬間、身ぶるいして小さく躰が跳ねた。それを何度も繰り返されているうちに躰のふるえは止まらなくなる。

　任せればいいと言われてもやっぱり恥ずかしくて声を堪えていたのに、抑制がきかなくなった。

　うっ……はぁっ……ぁ……あっ……んっ……。

　仲村さんの指先がだんだんと滑りやすくなっているのにも気づいた。

　わたしは……。

　やっ。

　仲村さんはわたしに理性がまだ残っていることを察したのかもしれない。希望を見いだしたとたん、指先がいちばん敏感な先端でくねった。わたしの思考は中断される。

　あまりの刺激に飛び跳ねて膝立ちになった。やわらかくふくれた襞を集中的に弄りまわされて躰が反る。そうしたことで、胸先は仲村さんの目のまえに突きだすという無防備な恰好になっていた。そして、不意打ちでそこが未知の感覚に含まれた。胸のふくらみを覆う濡れた感触はあまりに熱く、躰を引いて逃れようとすると腰を抱いていた腕にがっちりと引き寄せられた。

　動くこともままならなくなって、ただ仲村さんのなすがままに熱を押しつけられる。胸の先を甘くかじられ、指先がふくらんだ突起を摘むと一気に躰の奥がじんと痺れた。そして、やわらかくそこを撫であげられた刹那――。

　ぁ、ぁ、ぁ、ぁああっ……ん……くっ！

　どこかに引きこまれていくような感覚のあと弾けた感覚に放りだされ、仲村さんの腕のなかで激しくふるえた。

　お尻を落として躰をふるわせながらぐったりと仲村さんに寄りかかった。躰の中心には手が触れたままで、そのちょっとした刺激が痙攣を持続させている。

「仲村さん……」

　力なく呼びかけると、わたしの肩の上で仲村さんの吐息が漏れる。なんだろうと躰を起こしかけると、指先は待ったなしで再び動き始めた。たったいまの未知の感覚にたどり着くまでよりも、そこはさらに敏感になっていて、ぷるぷると躰をふるわせながら背中を丸めた。

「仲村さんっ」

「任せられるところまで任せればいい」

　耳もとで仲村さんがつぶやいた。

　そして、仲村さんの指が少しだけわたしのなかを侵した。それだけでいっぱいになった気がしたけれど、怖くも痛くもなく、ただ痺れるように躰がわななく。

　んっふ……っん……んっ……。

　それからは快楽以外、頭のなかには何も存在しなくなった。続けざまに弾けても執拗な動きはやむことなく、逃れたくても仲村さんの腕が驚くほど強く縛っている。

　わたしの体内から溶けだす熱と仲村さんの指先が共鳴して、ふたりきりの空間にクチュッという濡れた音を響かせる。反応する声さえ出なくなり、わたしは不規則な息を繰り返しながら、ただぐったりと仲村さんに任せた。

「な、かむ……らさん……もう、っだめっ……へんなの……溶けちゃ、いそ……ぅく……っ」

「溶ければいい。流れてるのがわかる？　おれの手も溶けるかもしれない」

　含み笑いをしながら囁き、わたしを学習した仲村さんは手加減なく、わたし自身が知らない弱点を突いた。自制の欠片もなく、仲村さんの肩の上で絞りあげるような声を放った直後、わたしは眩しすぎる世界に堕ちた。




　深い底から這いあがるようにして覚醒したときは、仲村さんと一緒にベッドのなかにいた。

「大丈夫か？」

「わたし……どうなったの？」

「気絶してた。感じすぎて」

　桜ん坊みたいに赤くなってるに違いない。片肘をついて見下ろしている仲村さんが笑った。

「何時？」

「二時すぎてる」

　ここに来てから二時間はたったことになる。どれくらいわたしは〝感じて〟いたのだろう。そう考えると恥ずかしくなって、焦りながら起きた――けれど、それは気持ちだけで躰がなかなかついてこない。

「帰らなくちゃ」

「立てる？」

「え……？」

　問い返しながら、なんとか脚をベッドからおろして起きあがろうとしたとたん、膝がかくんと折れた。下半身が異様に重たく、まったく力が入っていない。

　ベッドの上から、くっと吹くような笑い声が漏れる。

「仲村さん……」

　ベッドの下から頭だけを覗かせて後ろを向き、責める気持ち半分、情けない気持ち半分で仲村さんの名を呼んだ。

「溶けたらしいな」

　笑っている仲村さんから引っ張りあげられて、わたしはまたもとの場所におさまった。

　仲村さんは気絶していた間にお風呂に入ったのだろう、服はワイシャツからＴシャツに変わっている。

「明日は休みだし、どうせ独りだろ。泊まっていけばいい」

「……うん。でも、わたしだけ裸って……」

「気持ちいいから。くっついていれば寒くないだろ」

　仲村さんは照明を消して、わたしを引き寄せた。




　ふと目が覚めたら、独り寝にしては大きすぎるベッドにいた。

　すぐに自分のベッドではないことに気づいて、それを証明するようにシーツからはかすかに煙草の香りがする。仲村さんが愛用している煙草の香りだ。

　躰はふとんに包まれていて温かいはずなのに、ぷるっと身ぶるいした。仲村さんの腕のなかはふとんよりもずっと温かかった。

　すぐ隣を触るとひんやりとして、仲村さんはとっくに起きているとわかった。

　何時だろうと思いつつ顔を上げると、ベッド脇のチェストに置き時計を見つけた。十時をまわっている。

　このままベッドにいたいという誘惑に駆られながらも起きあがった。まだ少し腰が重い。裸の躰を見下ろして自分がやったこと、されたことを回想すると独り顔を火照らせた。

　身につけるものは浴室に置いたままだ。タオルケットを躰に巻きつけた。

　昨日は部屋の間取りを見る余裕がなかったし、仲村さんから気絶したまま運ばれていたわけで、寝室がどの場所に位置するのかさえわからない。

　ドアを開けるとまっすぐさきに玄関が見えた。見回すと、寝室は廊下の突き当たりだった。寝室のドアと並んで別にドアがあるから、隣にもう一つ部屋があるのだろう。玄関のほうに向かうと、寝室側にリビング、反対の浴室の隣にまた一つドアが見えた。たぶん３ＬＤＫだ。

　家のなかは静かで、なんとなく起きてから取り残されているような不自然さを感じる。仲村さんはいるのだろうかと疑いながらリビングに入った。

　仲村さんはいた。

　カーテンが開いて一面の窓から光が差しこむなか、あのソファに座って煙草を吹かしている。逆光でよく表情が見えない。

「おはよ」

　昨日の今日で照れくささからへんに緊張しながら声をかけると、仲村さんはゆっくりと顔を向けた。背後が明るすぎてやっぱり表情ははっきりしない。

「おはよう」

　仲村さんの応じた声にも表情が見えず、わたしのなかにすっきりしない箱ができた。

　昨日の夜とは部屋の雰囲気が違って、空気が張りつめているような気がする。唯一それを和らげているのはテレビから流れてくる小さな音だ。

「……着替えてくるね」

　笑いながら言うと仲村さんは無言でうなずく。

　どうかした？　口に出せないまま、バッグを持って浴室続きの化粧室に入った。

　着替えてから洗面台の鏡に映った自分を見つめた。昨日とどこも変わったところはない。一つ箱が消えて、一つまた箱が増えた気がする。

　そして、はたと気づいてしまった。

　変わったところはない。そのとおりで――わたし……まだヴァージンのままだ。

　越えられなかった一線。

　それは何？

　いまになると信じられないくらい恥ずかしい大胆な〝相談事〟は叶えられなかった。

　それは拒絶？

　そんなマイナスの結論になるのは、さっきの仲村さんがしっくりこないせいだ。いままでと違う。

　どうして？

　夜中に起きたときはいつもの仲村さんだった。抱きしめられてそのまま眠りにつくまで、仲村さんの鼓動が、その胸につけたわたしの額を揺らしていたことはちゃんと憶えている。

　半ば呆然として目のまえに映る自分の瞳と見つめ合った。

　だめ、笑顔！

　ぼんやりとして見える鏡のなかの自分を叱った。笑顔はわたしの唯一の武器であり自分を守るための力だ。

　すっきりしようと顔を洗った。

　予定外の勢いで行動したわけで、洗面用具も化粧道具も持ってきていないし、昨日、間に合わせで普通の石けんを使って化粧を落としたせいか、ちょっと肌が突っ張っている。すっぴんは化粧したときよりますます幼くなるけれど、仲村さんにはすでに見られているし、もういまさらだ。桜色のリップだけくちびるにのせた。

　廊下に出ると話し声が聞こえた。一方的に仲村さんの声だけが響く。

　リビングに入ると、見当をつけたとおり、仲村さんは携帯電話を耳に当てていた。声の硬さから仕事の話のようだ。仲村さんはわたしをちらりと見て、また当てもなく違うところに視線をさまよわせた。立ったまま待っていると、まもなく仲村さんは携帯電話を閉じた。

「仕事の電話？」

「ああ。年度末でいろいろあるから」

「仲村さんみたいに主任てなると、土日関係ないんだね」

　そう言うと、仲村さんがふっと笑った。それだけのことで、どんなにわたしがほっとしたか仲村さんにはわからないだろう。

「絵奈みたいにお気楽で仕事やってないからな」

「ひどい。これでも必死にやってるんだから」

「へえ。また一年後、どれだけできるようになってるか楽しみだな」

　仲村さんが何気なく口にした一年後、わたしは仲村さんとこんなふうに一緒にいるのだろうか。

　また一年後。それがずっと続くならいいのに、いまのわたしと仲村さんはこれまでの仲間という立場よりずっと不安定になった。

「がんばる」

　笑ってあっけらかんと応えると、仲村さんの雰囲気がまた硬くなった気がした。

「朝ごはん、食べた？　何かあるもので簡単なもの作ってもいいけど――」

「休みの日の朝は食べない」

　仲村さんは素っ気なくさえぎって視線を逸らした。

　何？

「わかった」

　努めて明るく言った。

　仲村さんは座るように促すこともなく、わたしはそれ以上、何も言えずに所在なく立ち尽くした。

「絵奈」

「うん」

「いまから仕事なんだ」

「わかった。帰る。またね」

「ああ」

　ありったけで元気に言ったわたしに返ってきたのは感情の見えない極々短い相づち。

　わたしは独りで玄関まで行って外に出た。

　いまから仕事――それが口実でも、いま、わたしの感情の半分は安堵かもしれない。

　あのままいたら……。




　月曜日になって会った美耶は、ふわふわした印象に艶めいた雰囲気が加わって本当にビューティさんになっていた。

　美耶は、「金城さんと一緒に暮らすことにしたの」と、わたしにとっては青天の霹靂へきれきを当然のことのように宣言した。紗稚は先刻承知のように、「よかったね」と一緒になって喜んでいる。ちひろは、「ちょっと早い気もするけどいいんじゃない」と、美耶とどっちが年上なのかと思うようなお姉さん的な眼差しで歓迎した。

　なんだろう、この不安な気持ち。

　わたしは感じない体質なんかじゃなかった。それどころか気絶するくらい……。でも、まだヴァージンで……。仲村さんは最後を越えていない。

　仕事だからと半ば追いだされるように帰った土曜日と次の日曜日、メールもなければ電話もない。

　仲村さんの腕のなかで眠りに入ったときはそれまでよりずっと近くなった気がしていたのに、朝遅く起きてみたら、仲村さんはわたしとの間に距離を置いた。

　気づいたせいで、わたしからは連絡できなかった。

　知らないうちに呆れさせてしまうようなことをやってしまったのかもしれない。

　急転直下でうまくいっているちひろと美耶を見て、なんとなくだった不安な気持ちは、昼休み、仲村さんが社員食堂に現れなかったことで現実になった。

　同じ課の金城さんは、「急な仕事が入ってる」と教えてくれたけれど、言い訳にしか聞こえない。営業部だから外出していることも多くて、これまでもいないことはあった。けれど、金城さんは外出とは言わないし、今日は〝仕事〟じゃない気がした。

　箱の整理……しなくちゃ。

　そう思っても一向に処理は進まず、なんとかミスしないように仕事をすることが精いっぱいだった。




　火曜日も同じ状況で、水曜日の昼休みにやっと仲村さんと会えた。

「仲村さん、忙しいの？」

「いつものことだ」

　がんばって普段どおりに話しかけると、正面に座った仲村さんはかすかに笑って肩をそびやかした。いつもの砕けた笑みではなく、いかにもお義理で笑っている感じだ。

　どういうことなのかまるでわからない。

　竹野内さんは、これからグループ外で会うこともある、と遠回しに言って、金城さんは、一緒に暮らす、と美耶と同じことを言って、ふたりはそれぞれに恋人宣言じみたことをしたのに、仲村さんは正反対に素っ気なく、ひと言もわたしのことに触れない。

　触れなくてもかまわない。成就しないかもしれないことは覚悟のうちだったから。けれど、せめて何事もなかったように振る舞ってくれると思っていた。仲村さんはスレンダーだから。

　それが……。

　グループ交際をしてきて、こういう仲村さんははじめて見た。研修のときに受けた第一印象、冷たいという感じそのものだ。

　怖くて話しかけることも目を合わせることもできなくなった。

　社員食堂で食べるようになったちひろは、わたしと仲村さんの様子をつぶさに眺めていたようで、さすがに見逃していなかった。

「仲村さんと何かあった？」

　オフィスに戻るとき、ちひろはこっそりと、そして率直に訊いてきたけれど答える気力もなく、わたしは笑ってごまかして自分を守った。

　それに、何があったのか、考えているけれど当のわたしがまだ答えを出せていない。




　木曜日、また仲村さんは姿を見せなかった。

「あいつ、いろいろあって、年度末だからよけいに忙しいんだ」

『いろいろ』はやっぱりただの言い訳にしか聞こえない。

　金城さんの口調に気遣いが見えて、仲村さんとわたしがいまおかしなことになっているのを知られているとわかった。

　昨日、わたしと仲村さんの間で会話が成り立っていなかったことは、ちひろだけではなく、おそらくはだれもが承知だった。それくらい、この半年の間にグループのなかではだれもが互いに気を許せるようになった。

「仲村さん、どうしたのかな」

　紗稚は解せないと言いたげに隣でつぶやいた。

「だから忙しいんだって金城さんが言ったよ？」

　わたしが可笑しそうに突っこむと、「大丈夫だよ」と紗稚は咬み合わない返事をした。

　なぐさめられるほど、わたしはうまく振る舞えていないのだろうか。

　そう考えると、仲村さんが来ないことで逆にほっとした。ただし、整理する箱はどんどん増えていく。




　金曜日になると、飲み会のことを考えてどうしていいかわからなくなった。

「湯原さん、あなたが管理してる口座、宣伝部に振り替えるのに金額不足って銀行から連絡入ってるけど確認してくれる？」

「え？　そんなはず……」

　十時になって突然、課長補佐から言われて慌てて確認した。帳簿上はちゃんと足りている。ネットから銀行口座をチェックする。マウスを持つ手がふるえるほど焦ったわたしにも、帳簿上と口座残高の桁数が違うのはひと目で判別できた。

　昨日までは確かに合っていたのだから、今日の時点で間違っていることになる。

　一つ一つ合わせていくとまもなく間違いがわかった。冷水を浴びたように血の気がすっと引く。

　こんな間違いするなんて、わたしはやっぱりバカの役立たず。

「すみません！　営業部への振替で桁違いをしてました」

「わかったわ」

　課長補佐は咎めもせず、蒼くなったわたしのかわりに処理をやってくれた。

　社内間のことで大事には至らなかったけれど、これが取引先とのことになったら謝るだけではすまない。

　チェックしなかったわたしも悪いんだから、と課長補佐はなぐさめてくれたけれど、こんな基本的な業務はいちいち上司にチェックさせることではない。

　これまでになく最低のことをした自分に最高に滅入り、ろくに仕事も手につかず、昼休みを迎えた。

　胸が痛むほど鼓動はずっと落ち着かず、食べる気分にはとてもなれない。経理課から出ないでいると、わたしの失敗を聞きつけたらしい美耶たちが連れだしにきた。

「行っても食べられないから、美耶たちだけ――」

「絵奈、もう解決してるんだから、独りになってよけいなことを考えるより、一緒にいるほうがいいよ。落ちこんでるのもわたしたちの間で隠すことない」

「美耶の言うとおりだよ。こういうときだから、ちゃんと食べて気分転換しなきゃ」

「大丈夫。同じ失敗したことないでしょ？」

　美耶から始まって最後にちひろが締め括ると、わたしは無理やりに引っ張っていかれた。

　いまではわたしたち専用になっているテーブルに行くと、仲村さんがいないことにやっぱりほっとした。

「座ってて。大好きなチェリーをちゃんと取ってきてあげるから」

　そう言ったちひろは、フルーツサラダのなかから選えったのだろうか、小さなカップに桜ん坊をてんこ盛りにして持ってきてくれた。

　ちょっと笑ったが、それでも食べる気にはなれない。

「絵奈、常套句だけど、だれにでもしくじった経験はある。いま気になるのはしかたないけど、ずっと引きずることはない」

　金城さんが声をかけた。金城さんが知っているということはおそらく仲村さんも。そう考えるとどうしていいかわからない。

「だな。おれだって入りたてのときは見積書の単位を間違ったことあるし」

　竹野内さんが続いた。

「ほんと？」

「ああ。あのときは上戸うえと班長に迷惑かけて平謝りしたな」

　ちひろが意外そうに問い返すと、竹野内さんは情けないといったふうに肩をすくめた。

「成宮さんもそういうことある？」

「最初からできる奴なんてそういないだろ」

　紗稚の質問に成宮さんはちょっとひねくれた答え方をした。

「なんだか成宮さんがそう言うと安心する」

　紗稚は本当にほっとしたように言った。わたしからすると、紗稚はまずそういった心配をしなければならないようには見えないのに。

「どういう意味なんだろうな」

「飄々とこなしてそうだから」

　紗稚が言うと成宮さんは可笑しそうに笑ってわたしのほうを向いた。

「今日はクリスタル何個がいい？」

「二つ。あんまりあると目がまわるから」

　わたしの答えに成宮さんはまた笑った。失敗に触れまいとするのではなく、こうやってみんなからざっくばらんに話してくれたことは助けになった。

「ありがとう」

　そう言ったとき、金城さんの目線がふと上向いた。

　そのすぐあと、端に座ったわたしのすぐ横をだれかが通りすぎる。馴染んだ煙草の香りがして、見なくても仲村さんだとわかった。正面に仲村さんが座ったのと、ついそこに目を向けたのは同時で、まともに仲村さんの目と合った。

　仲村さんが不在であることにほっとしていたはずが、いざ目のまえにすると、予想した気まずさはなくて、へんに気が緩んだ。

　仲村さんは何も食べ物を取ってこないまま、ポケットから煙草を取りだして、そうかと思うと食堂が禁煙だということに気づいたのだろう、うつむきかげんで顔をそむけるようにしながら煙草をしまう。

　ため息を散らし、仲村さんは視線を上げてわたしの瞳を捕らえる。

「何やってるんだ？」

　苛々した口調だ。わたしと仲村さんを見守っていただれもが手を止め、わたしたちのテーブルはしんと静まった。

　やっぱり知られていた。

「仲村さん――」

「紗稚、いいよ」

　おそらくはフォローしようとした紗稚をさえぎった。

「ちょっと……ぼーっとしてたみたい。いつものことだし――」

「笑うことじゃないだろ」

「わかってる」

　それでも笑った。でないと……。

「仕事くらいまともにやれないのか？」

　一瞬、言葉に詰まった。

　仕事くらい。そう言われても言い返せないほど、わたしは必要なときにその必要なことを考えられないばかだ。

「これからもっとがんばる」

「簡単だな」

　吐き捨てるようなセリフ。

　ううん、違う。吐き捨てられたのはセリフじゃなくてわたしだ。

「仲村、それ以上はいい。絵奈が平気でいるわけじゃないことくらい――」

「金城さん、いいの。わたしがいつまでも半人前以下だから。ありがと」

　見かねてかばってくれた金城さんをさえぎると、わたしは笑顔をつくることに耐えられなくなってうつむいた。

　これ見よがしのため息がわたしに降り注ぐ。自分のせいで失敗したことだから泣く資格なんてない。そう思っているのに、目に入った自分の手が滲み始めた。

　何やってんだ。

　ため息の直後、仲村さんは舌打ちとともに小さくそう吐いた。

　最初にわたしに向けた言葉と同じだけれど、どこかニュアンスが違う。それでも確かめるほどの余裕は欠片もない。

「仲村、おまえ、〝らしく〟ない。何が――」

「干渉無用だ」

　金城さんをさえぎって、仲村さんが立ちあがる気配がした。椅子が軋む。

「絵奈、来て」

　仲村さんが傍に立ってわたしの腕を取った。

「成宮？」

　仲村さんは質問をはっきりさせないまま、疑問符を付けて成宮さんを呼んだ。

「悪いけど、トップクリア」

「悠長にかまえてるなって思ってたけどそういうことか」

　成宮さんが答え、竹野内さんが鼻で笑いながら継いだ。

　頭上では仲村さんがふっと息を漏らした。

「なら、ヒットエンドだ」

「了解」

　仲村さんが宣言じみて言うと、金城さんはそれまでの硬い声を一転させて可笑しそうに応じ、続いて成宮さんと竹野内さんの短く笑う声がした。

　腕を持ちあげて立たせられると、仲村さんはわたしの手を取る。仲村さんたちの会話を理解できないまま、手を引かれるに任せて食堂を抜けだした。

　エスカレーターで一階におりてエントランスを抜け、通りに出て長い横断歩道を横切ると、仲村さんは公園のベンチがあるところまで来てわたしを座らせた。仲村さんはベンチに座らず、ずっとうつむいたままのわたしのまえにかがんだ。

「悪かった」

　出し抜けに仲村さんは謝罪した。

「違う。わたしが……わたしだけ……してもらって、仲村さんは満足できなかったから……。わたし、仲村さんを好きでよかったって……うれしくて……自分のことだけしか考えてなくて……そのとき、気づかなくて……」

　それしか思い当たらなかった。

　仲村さんは黙りこむ。仲村さんに倣って、出し抜けの告白をしたわたしは、針のむしろに座らされている気分で言葉を待った。

　言葉のかわりに聞こえたのはため息。加えて、何やってんだろうな、というつぶやきが聞こえる。それはわたしにというよりは仲村さん自身に向けた言い方に感じた。

「そういう思考回路になるわけだ。素直さも一歩間違えば、ってとこだな」

　仲村さんの声には笑みが滲んでいる気がして顔を上げた。そこには、食堂のときは違う、まえと変わらない仲村さんの眼差しがある。

「悪かった」

　仲村さんはあらためてわたしの瞳を見て謝った。

「……どうして謝るの？」

「おれは……」

　わたしが訊ねると、仲村さんは言いかけていったん言葉を切った。それから目を逸らしてまたすぐわたしに戻すと、仲村さんは薄らと笑った。

「信じられない勘違いをするほど、絵奈はその先輩のことを忘れられないんだと思ったし、絵奈は相談て言った。そこにおれに対する気持ちがあるわけじゃないことに気づいた。おれの噂は当然聞いてるだろうし」

　仲村さんはちょっと首を傾けた。

　社内にある噂。正確に言うなら、あった、噂。半年くらいまえからは、こういう噂があったんだよ、という噂に変わっている。

　女性から誘われたらだれだろうと断らない。伴って女性を取っ替え引っ替えしている話。成宮さんからスレンダーと称されたのは、誘う女性に恥を掻かせることをしないから。

　それはわたしが望んだことに対してもそうだったけれど、その直後からついさっきまではそうじゃなかった。その差はなんだろう。

「……噂は聞いたことあるけど、それと……気持ちは別。……失敗しても、仲村さんと、って願っただけ」

「このまえの感じ方じゃ、失敗の心配する必要ない」

　思いださせられたわたしが困惑して目を伏せると、仲村さんの手が火照った頬をひと撫でした。

「いま、絵奈の気持ちは……おれに比重があることはわかった。そのうち、その先輩のことも忘れるだろう？　思い出どころか笑い話にしてやる」

　仲村さんが先輩のことにこだわっていることに驚いて、わたしは目を上げた。当惑すら覚え、かがんでいる仲村さんを見下ろした。

「あの……仲村さん」

「何？」

「……先輩のこと自体は……ホント言うと、先輩の顔もよく憶えてないの。好きだったわけじゃなくて、はじめて付き合ってくれって言われて舞いあがって、普通にカッコいい人だったし、周りにはカレがいる友だちもたくさんいて……わたしもって思っただけ……あとは成り行きで……断れなくて…………」

　話しておいたほうがいいと思って口にしたものの、仲村さんの顔がこわばった気がして尻切れトンボになった。

「……――。その程度でセックスまで行って、挙げ句の果てに傷になってるって？」

　一瞬、絶句した仲村さんは完全に呆れ返っている。決まり悪くなってわたしは目を逸らした。

「……噂が本当なら、仲村さんも同じようなことやってるよ？」

「おれはわきまえてるし、当然、相手も深入りしないことが前提だ」

『その程度』の気持ちでそこまでいったことについては確かに後悔した。だからこそ、感じることもなく暴れて失敗に終わったのかもしれない。仲村さんに任せてそう思った。

　けれど、仲村さんの責めるような言い分は理不尽な気がする。

「でも、わたしみたいなことってめずらしくない。男の人だって――」

「男は、たとえ成り行きだって躰的に失うものはない」

　仲村さんは不愉快さ丸出しでわたしをさえぎり、問答無用と言いきった。また機嫌が悪くなったのかと躰を引くと、仲村さんの表情が真逆に緩んだ。

「そいつみたいに失敗して自尊心を失うことはあるかもしれないけど。おれは嫉妬するより、そいつに感謝すべきらしい」

「嫉妬？」

　びっくりして仲村さんを見つめた。仲村さんは苦笑いをする。

「たぶん。こういう感覚ははじめてで、ちょっと戸惑った。動揺させて悪かったと思ってる」

「追いだした」

「あのまんま引きとめてたら、腹立ち紛れに無理やり襲ってめちゃくちゃやってる」

「冷たかった」

「絵奈は連絡もしてこないし、なんとか狂い」

「それは仲村さんもだし……。仲村さん、全然スレンダーじゃない」

「自称したわけじゃない」

　責めるわたしに繰り返し言い返して、ふと仲村さんは笑った。

「機嫌直しにいいのがある」

　仲村さんは言いながらわたしの横に手を伸ばす。

　その手を追うと、ベンチの上にてんこ盛りの桜ん坊が器うつわごと置いてあった。

「持ってきたの？」

「準備いいだろう？」

　おどけた仲村さんを見てわたしは笑った。その直後、張りつめていた気持ちが緩んで、出口が開くのを待っていたように両方の目から涙がひと粒ずつ落ちた。

　仲村さんが手を伸ばしてくる。わたしの頬に残った雫のあとを手で拭うと、桜ん坊を差しだした。

「おれもチェリーが食べたい」

　桜ん坊に喰いついたわたしを見て、仲村さんは少し目を細めて言った。

「こんなにたくさんあるんだし――」

「絵奈が思いこみの激しい性格でよかったのかもしれない。おかげでこれ以上になく美味しいチェリーにありつける。チェリーが何を表現するのか知ってる？」

　わたしをさえぎって仲村さんは意味不明なことを言うと、唐突に質問をした。見当もつかなくて首をかしげると、仲村さんはにやりと口の端を上げた。

「アメリカの俗語でヴァージンだってさ。男のことを揶揄するほうが多いけど」

　桜ん坊の種がのどに引っかかりそうになって咳きこんだ。

「残念ながらおれはチェリーじゃないけど。ま、そのぶん奉仕できるってことでチャラにはなるだろ」

　仲村さんは可笑しそうに付け加えながら、立ちあがってわたしの背中をさすった。

　仲村さんの手は心地いい。こんなことであの感覚を思いだすってどうかしている。でもそれくらい――。

「仲村さんにもっと溶かされたい」

「……欲張りだな」

　心なしか力尽きたように仲村さんはつぶやいた。




　課長補佐に指南を受けながら始末書を書いて、経理課長にお伺いを立て、それから総務部長へと提出してお説教をいただいて――〝お説教されて〟というより、反省しても足りないと落ちこんでいるわたしとしてはニュアンス的に〝いただいている〟という心境で――深々と一礼したあと経理課に戻った。

　無駄に残業する人は、少なくとも総務部にはいなくて、いつものごとく――特に金曜日になると六時半をすぎたいまの時間帯、八階のオフィスはもぬけの殻だ。

　わたしは机の合間を通り、自分の椅子にすとんと座った。

　美耶たちは大して待たせるわけでもないのに、さきに行ってるね、と薄情なくらい早々と会社を出ていった。けれど、いざ自分のオフィスに帰ってみると、だれもいないことに安堵した。

　窓の外はお日さまのかわりにネオンの光が散らばっている。意味もなくしばらく眺めていたら、ほっとした気持ちと情けない気持ちが相まって涙が出た。

　昼休み、仲村さんとの間を修復できたこと……違う、それだけじゃなくて、わたしの気持ちが受け入れられたことだけでも驚いているのに、はっきりとした言葉はなくてもそれ以上の立場を与えてもらった。

　躰が浮いているようなうれしさと、それに伴って足もとが不安定になったような怖さを覚える。仲村さんの言動一つ一つで処理できない箱がいっぱいになりそうな気がして。

　今日やった失敗がそれを示している。

「終わった？」

　木製のドアをノックする音に続いて仲村さんが声をかけた。びくっとして慌てて手のひらで涙を拭いた。

　声のした斜め後ろのほうに顔を向けると、開けっぱなしのドアに寄りかかっていた仲村さんが躰を起こして近づいてきた。

　いつからそこにいたのだろう。仲村さんの場所からは涙は見えていないはず。そう思いながら、笑顔を繕ってうなずいた。

「うん」

　手を伸ばせば触れるほどすぐ傍に来て、仲村さんはわたしのデスクの端に腰を引っかけた。ほぼ顔を仰向けにして見上げると、親愛の潜んだ小さなため息が注がれる。

「泣いてるのを隠さなきゃならないくらいなら、今日みたいな初歩的なミスはやらないことだな」

　仲村さんは知っていた。もしくはいま気づいたのか、その手が目のまえに迫って反射的に目をつむると、指先が濡れたまつ毛に触れ、そしてすぐ離れていった。用心深く目を開けると、仲村さんはしょうがないなと言いたそうな様で首をひねった。

「わかってる」

「向いてないとか言って逃げるなよ」

　まさに半分はそう思っていたわけで、わたしはばつの悪さに目を逸らした。頭上であからさまなため息が漏れる。

「図星か。まぁ、公言したからには、絵奈は業平と切っても切れない。逃げようとしたっていまさらだ」

「公言て？」

　仲村さんは肩をすくめ、つまり、意味を教えてくれる気はなさそうだ。

「帰ろう」

　仲村さんはデスクにかけていた腰を上げた。

「……帰る？　ＩＯＭＡに行くんでし――」

「今日は抜ける」

「え？」

「あいつらはわかってるよ」

　……。どうりで美耶たちが待たなかったわけだ。

　仲村さんの含んだ言い方に、わたしは赤面した。




　仲村さんのマンションに行く途中、一度みんなで行ったことのあるイタリア料理店ＯＬＩＶＡオリーヴァに立ち寄って夕食を取った。

　仲村さんの部屋に行くと、ちょうど一週間ぶりに来た部屋はやっぱり豪華だと感じた。このまえはどきどきしながら訪れて困惑のなかで帰ったから、ゆっくり見る余裕がなかった玄関先は、下駄箱も普通よりお洒落な気がする。

　仲村さんを追ってリビングに入ると、真っ先に正面のソファが目に入った。

　わたし、あんなところで……。

　やっぱりわたしはリビングの入り口に立ち尽くす。顔が火照って急いで回想を振り払った。

　ぷっ。

　そのソファにダレスバッグを放りながら、仲村さんは小さく吹きだしてわたしを見やった。頭のなかを覗かれてしまったようだ。

「シャワー、さきに使っていい」

「せ、せっかち……」

「溶けたいみたいだから」

　近づいてきた仲村さんから躰をくるりとまわされて廊下のほうに向かって押されると、転びそうになりながら浴室に入った。

　もちろん洗面道具は持ってこなかったわけで、今度来たときは置かせてくれるかな、と思ったりした。

　独り、にやつく、みたいに笑って、頬が火照るだけじゃなく躰までのぼせる。

　劣等感を持っていたのをばかばかしく思うほど、わたしは普通だ。




　気分が落ち着かなくて時間の感覚がわからないままシャワーをすませ、リビングに戻ると、仲村さんはあの位置で煙草を吸っていた。

「仲村さんの部屋ってサラリーマンにしては贅沢な気がする」

　食事中もそうだったけれど、親密な関係のなかでふたりきりということに、いまさらでもちょっと照れた戸惑いがある。それを隠すつもりで言ったことは自分でもものすごく唐突な話題だと思った。

　案の定、仲村さんは笑う。でも。どこか意味深な笑い方だ。

「ただのサラリーマンならおれの年じゃ、まだ所有は難しいかもな」

「所有？」

「そう。賃貸じゃない、所有。始末書、出したとき、総務部長がヘンなこと言わなかった？」

　総務部長？

　頭のなかで繰り返した。仲村さんのほうが唐突で、わたしにはまったく意味がわからない。三十分かけて書いた始末書を提出しに行ったときのことを思い返してみた。

　あ……。

　許されたことにほっとして気にも留めなかったけれど、一礼したわたしが顔を上げると総務部長は最後にこう締め括った。

『君は大手柄を立てたと聞いた。我が社も後続三十年の安泰が確定したことだし、ここは情状酌量だな』

　しかも……にこにこしていた。

「……ミスしたのに……わたしが大手柄立てた、って……」

　仲村さんは笑いだした。それから、いったん笑うのをやめて片方だけ口角を上げた。おもしろがっているような、からかうような眼差しだ。

「おれが創業者の末裔まつえいだって言ったらどうする？」

「……え？」

「業平商事の創業者はおれの母方の曽祖父になる。おれはただのサラリーマンじゃなくて、母の代理人として役員を兼務してる。時間の融通はそうきかない立場にあって、つまり、噂ほどめちゃくちゃやる時間なんてない。おれが創業者一族だってことは役員と、ごく一部の親しい奴しか知らないんだ。おれはバックなしっていう条件のなかで器を量られてる段階だから」

　わたしの目はきっと点になっている。仲村さんの言った意味が思考回路に浸透するまで時間が要った。

「……金城さんたちは？」

「あいつらは知ってる」

　金城さんが言っていた『いろいろ』って本当に『いろいろ』だったのだ。

「仲村さんは……いつか……その……上に行くの？」

「従兄連中はその気なしだからな。勤めてる奴はさっさと辞退してるし、そうじゃない奴は好き勝手な方面に進んだ。その結果、いちばん下のおれに期待がまわってきた」

「嫌そうだね？」

「トップに立つと自由が利かなくなるから」

「……それって……」

　わたしは言い淀んだ。仲村さんは、何をわたしが思ったのか察したようでおもしろがっている。

「名誉のために弁解しておくと、普通に日常生活のことを言ってるだけで、女のことじゃない。確かに、よからぬ噂が出回るばかりでおれが落ち着かなかったからトップはヤキモキしてた。女にだらしないとそれだけでスキャンダルになるし、信用も得られない。トップが噂を信じていたかどうかは別として、噂のほとんどはおれが出任せでわざと流した」

「わざと……」

　わたしが驚いて目を大きく開くと、仲村さんはにやりと笑んだ。

「子供じみた反抗だ。いまは後継いでもいいって覚悟ができた。だから噂、消えてるだろ？　そのうえで今日の噂はそれを帳消しにしたわけだ」

「今日の噂？」

「絵奈はそれどころじゃなくて気づかなかっただろうけど、今日、社食から絵奈を連れだしたときのことは社内中に知れ渡ってる。だれも証人のいない噂と違って、今日のことは目撃者多数。手、繋いでたわけだし、それがどういうことか、だれだって思うことは同じだろう。つまり、公言したことになる」

　確かにそれどころじゃなくて……。仲村さんの言う意味がわかるにつれ、わたしは驚くよりも気が重くなった。

「それじゃあ……わたしの大手柄って……」

「おれが絵奈に落ちたってことだ。罠とわかって落ちたおれにトップは万々歳だ」

「罠？」

「そのうちはっきりするだろう。シャワー浴びてくる。ベッド入ってて」

　呆けたわたしの脇をすり抜けて仲村さんは浴室に消えた。すれ違いざまに触れられた頬が熱い。

　やっぱり箱は増えて、熱を冷ますのと整理するのとどっちを優先するか混乱した。けれど、考えたのは一瞬のことで、さきのことを想像することが身についていないわたしはすぐに結論を出す。

　仲村さんの手は特別。

　背負ってるものなんてどうだっていい。

　寝室へ行ってベッドに寝転がり、目を閉じて仲村さんを待った。








＊　スレンダー～チェリーなわがまま～




　浴室を出て寝室に行くと、ベッドの端っこでふとんが丸く盛りあがっている。同じことが一週間まえにあった。

　あのときは絵奈は意識がなく、おれがベッドに運んできた。仰向けで寝かせていたはずが、癖なのか、いったん浴室に行ったりリビングを片づけたりして寝室に戻ったときは躰を丸くして眠っていた。いまもそうしている。

　あの日の夜中、腕にくるんだ躰は傍でただ眺めるときよりもさらに小さく感じた。いったん目覚めたあと、絵奈はおれを疑うことなく頼りない躰を預けてくる。まもなく胸もとに触れていた呼吸は、子供みたいにすやすやしたものに変わった。

　そうした絵奈の頭上でおれはそっとため息をついた。慾が疼くという、自分の反応を知られなくてほっとしたのか、がっかりしたのかはわからない。

　小さくても躰つきは子供じゃなく、おれをそそる。簡単には寝つけず、よけいなことを考えた。

　いつも自信なさそうにしているのはなぜか。その自信のなさが不感症という思いこみにまで影響しているとは思いもしなかったが――というところまで考えて、おれはふと、逆だ、という疑念を抱いた。

　絵奈のトレードマークみたいな笑顔には二種類ある。なんでもかんでも笑ってすまそうという嫌いのあるプラスティックスマイル、そして、初対面の日に見せた、気取ることのないナチュラルスマイル。

　だれにも見せるな。ナチュラルスマイルがおれに向かってくるほど、そんなわがままが集う。

　ただ、その笑顔を絵奈が真に見てもらいたいと願うのはだれだ。絵奈から自信を奪い、かわりにプラスティックスマイルを植えつけた奴が忘れられないほど絵奈は――と、くだらなすぎる結論を見いだした。

　その反対に、絵奈の仕事上のミスを聞いて、動揺するほど絵奈にとっておれは――という不届きな期待を抱いた。そんな自分に苛立った。

　加えて、ＡＳＫ推進企画室、これが何か、少なくともおれに関するかぎり上層部公認ということから策略があるらしいというおよその見当はついていた。

　トップに立つことの窮屈さは間近で見てきて知っている。下っ端は業平という偉功を借りていくらでもオフェンスできるが、トップになるとディフェンスという観点にも立たなければならない。

　消極的なのはおれのスタンスじゃない。現に従兄はそれが理由で自由を選択したのだ。思惑どおりになってたまるか、とそんな子供じみた反抗も手伝って、絵奈に八つ当たりしたかもしれない。

　内心でそう思って、直後、丸くなって目を閉じている絵奈を見下ろしながら、おれは苦々しく笑う。

　いや、はっきり八つ当たりだ。トップどうこうは関係ない。絵奈の性格に影響を及ぼすほどの存在に嫉妬した。誤解とわかっているいまでもその存在は気に喰わない。

　そんな疎ましい感情を生じさせてしまう気持ちが自分のなかに定着するまえに、引き返すべきだった――感情を度外視した分別はずっとそう諭してきた。あるいは、ＡＳＫ推進企画室が出しゃばってこなかったら、という、おれにしてはおれらしくない消極的な気持ちが終始あった。

　だが、それ以前に、無意識に小さくて頼りない姿を求め、探し当て、あの小川でおれは絵奈の手を取った。絵奈はおれのなかに突然に住みついていた。

　時間を遡さかのぼり、絵奈との接点のなかで引き返せる地点を探したところで見つからない。唯一あるとしたら、消しゴムが落ちた瞬間、見て見ぬふりをすること。

　それらを認められるほどの覚悟が築けるまでのおれの有様は情けない。

　何も自信をなくすことはない、と、おれが絵奈の手を取ることで絵奈に保証を与えられるなら、トップを目指すのも悪くない。それは正々堂々と絵奈に償うことにもなる。

　ふとんから覗く顔を見つめる。触れようと伸ばした手を寸前で引っこめた。

　躰の疼きを振り払い、寝室を出ていったんリビングに向かった。








＊　プリティ～さらわれたチェリー～




　好物の香りがしたと思ったら、無意識に開いた口のなかに独特の甘さが広がった。

　ハッと目を開けると、仲村さんがベッドの端に座ってわたしを見下ろしていた。

　この一週間、よく眠れなかったぶん、ちょっとの間にうとうとしていたらしい。

「眠っててもチェリーには反応するんだな」

　可笑しそうな仲村さんの声に赤くなる。

　視線を下に落とすと、スレンダーという表現が似合わない、仲村さんの裸の上半身が目に入った。服に隠れているのがもったいないくらい、しなやかにがっしりとした綺麗な躰だ。

　うっとりしながらもこういう状況に慣れないぶん、目眩めまいがしそうになった。寝転がっていてよかった。

「仲村さんて桜ん坊ストックしてるの？　仲村さんも好き？」

「絵奈をいつか餌づけるつもりだった」

　どこまで本気なのか、からかわれる。仲村さんがいつも相手のデータをとって計画的に立ちまわっているのではないかと疑って、ちょっとだけ恨めしく思った。

　その複雑な気持ちは顔に出てしまったようで、仲村さんは、「どうした？」と頭をかすかに傾けた。

「準備いいなと思って……」

「……補足するなら、女を家に入れたことはないし、先週、絵奈とそうしたみたいに朝まで一緒にいたこともない」

　わたしの心情を鋭くついた仲村さんは口を歪めて笑った。

　仲村さんの人差し指が顔に近づいてくると、わたしのくちびるに触れ、口のなかに侵入した。舌を滑って桜ん坊の種をすくう。反射的に出ていく指に吸いつくと、仲村さんは目を細めて力なく笑った。

「やってることわかってる？」

「え？」

　問い返すと、仲村さんは笑みを浮かべたままため息をついた。

「いい。ずっとさきの楽しみで取っとくよ」

　仲村さんの言っていることはやっぱり意味不明で、けれど、意味はあるはずで。どんなことにしろ、わたしは仲村さんについていけるのだろうか。

「……なんとなく……ちょっと不安……」

「何が？」

「……先輩の件があってから、わたし、箱をつくる癖がついてて――」

「箱？」

「そう。傷が深くなるまえに箱のなかにしまうの。それで処理方法が見つかったら箱を開けるんだけど。仲村さんのこと、すごく好きで、でもそのぶん、仲村さんの箱がいっぱいになりそう……」

　言っているうちに仲村さんがしかめ面になって、わたしは尻すぼまりで口を閉じた。

「そいつのせいでそこまでなるってやっぱり癪に障るな」

「仲村さん？」

「それなら、箱がつくれなくなるほど絵奈を溶かすのがおれの腕の見せ所、だろう」

　仲村さんはベッドの端に座ったまま、上半身をかがめてわたしのくちびるをふさいだ。口のなかをぐるりと舐めて仲村さんは離れた。

「チェリーの味がする」

「煙草の味がする」

　言い返すと仲村さんは笑ってふとんを剥いだ。仲村さんの手が鎖骨に添い、それから躰に巻きつけたバスタオルの下に潜ってわたしの躰を曝した。自分でも物足りないほどしかない小高いふくらみを包まれると、それだけで胸が熱くなる。わたしの口から息が漏れた。

　仲村さんの親指が胸先を捕らえて戯れる。すぐに硬くなっていく感触が自分でもわかった。そこから躰の中心に向かって熱が走り抜け、つつかれたり摘まれたりするたびに息が音になって漏れだした。

　反応を見られているに違いなく、わたしは薄らと伏せがちに目を開き、仲村さんの腕をつかんで止めた。

「溶かされたいって言ったのはだれだろうな」

「だって……やっぱり恥ずかしい」

「何が？」

「わたしだけ丸裸だし……感じてるし……」

　どんな意味があるのか、仲村さんはふっと息を漏らした。

「絵奈は男の反応わからないだろうけど、絵奈が感じることでおれも感じてる」

「ほんと？」

　わたしは目を上げて、仲村さんを見上げた。

「証拠、見る？」

「え？」

　仲村さんはにやつきながら立ちあがると、わたしの返事を待たずに腰に巻いたバスタオルを落とした。

　見ようと思って見たわけではないけれど、動いているものを目で追ってしまう猫のように、ついそこに気を取られて目が行ってしまった。

　……。

「やっぱり無理！」

　思わず叫んでわたしはベッドの反対側に転がろうとした。が、そのまえにベッドに上がった仲村さんの腕が躰に巻きついて、背中から抱き寄せられた。

「ここまで来てそれこそ無理。女と違って隠せないけどグロテスクなのは同じだろ？　土壇場に来てこういうことするから失敗するんじゃないのか？　男の自尊心を潰そうとしてる」

　そう言いながらも、寝そべっていることを考えれば重力に逆らうという自尊心丸出しな仲村さんが、わたしのお尻に当たっている。

「グロテスクとか、そうじゃなくって！」

「そうじゃなくて？」

「だって……わたしが……まえに見たのより……お、おっきいの！」

　悲鳴に近い声で訴えると、一瞬の沈黙のあと、わたしの頭の上で仲村さんは笑いだした。

「逆だったらしい。大いに自尊心がくすぐられた」

「仲村さん……」

「大丈夫だ。絵奈を溶かしたあとに襲ってやるから。感じるようになったら感じればいい」

　ぴったりと後ろからくっついたまま、躰の下側にある仲村さんの右手が脚の間に滑りこみ、左手が右の胸にまわりこむ。反射的に躰を縮めようとしたけれど、仲村さんの顎がわたしの頭を固定して動かないようにした。躰の下になった腕は動かせず、左の腕も背中にまわされて仲村さんの躰との間で挟まれている。脚は仲村さんの脚にそれぞれ絡まれて少し広げられた。

　一瞬の間に、わたしは仲村さんの躰全体でがんじがらめに縛られた。自分が小さいことをこんなに意識したことはない。

　身動きが取れないなかで仲村さんの手が動きだした。

　感じるようになったらという心配はする必要もなく、すぐにわたしの感覚は反応する。同じように躰も反応するけれど、ちょっとよじることすら封じられていて快楽が内部にこもっていく。

　背中にまわった左の手のひらはちょうど硬く隆起した胸に触れていて、最初は仲村さんの鼓動を感じるような気がしていたけれど、胸と躰の中心で仲村さんが自在に指先を操り、まもなくそんなことを意識していられなくなった。予測不能な動きがわたしから力を奪う。

　ああっ……ゃあっ……んっ……んぁあっ……んんっ……あ、あ、あ……っ。

　動けないかわりに声がひっきりなしに溢れてコントロールも利かず、感覚だけが急速に別次元に持っていかれる。

　仲村さんに縛られたまま弾け、躰の内部から激しく痙攣した。ふるえが静まるのを待たずにまた指先が剥きだしになった触覚を襲う。

　このまえは訳がわからなくてされるがままに流されたけれど、いまはさきがわかる。

　躰の痙攣はやまず抵抗もできないで、快楽は拷問と紙一重であることを思い知るほど、仲村さんの手で続けざまに弾けさせられた。腰が重たくなってあの溶ける感覚が近づく。

「仲、村……さ……もぅ、い……狂、っちゃ……う……そのまえ、に……仲む、らさ……も」

「わかった」

　息も絶え絶えにやっとで訴えると、仲村さんはくぐもった声で答えた。

　解放されても自分で動くことができずに、仲村さんがわたしの躰を仰向ける。いままで息苦しかったぶん、酸素を補給しようとして痛むほど胸が上下した。

　仲村さんの手が膝の裏を支えて脚を広げると、躰のなかは蕩とろけているみたいで、粘液が流れだすような感触がした。

　体内への入り口に空気の流れを感じた瞬間、仲村さんのくちびるがそこに触れた。

「仲……村さ……あ、ぁああっ……だ、めっ」

　まるでキスをしているみたいに舌がうごめき始めたすぐあと、わたしは溶けた。

　気づくと、わたしの肩の両脇に手をついて真上から仲村さんが見下ろしていた。

「大丈夫か？」

「動けない」

　呼吸は落ち着いているけれど、意識と躰が通じていない気がする。わたしが答えると仲村さんは笑った。

「溶かしたあとに襲ってやるって言ったし、約束は守らないと」

「グロテスクって言ったのに……」

「絵奈のグロテスクさは気に入ってる」

　仲村さんはすまして言った。わたしは思いだしたくないほどの恥ずかしさに目を伏せる。

「今度はおれだ。チェリー食べるのははじめてで、おれも戸惑ってる。不安なのは同じだ」

　仲村さんが戸惑いを口にしたのは今日二回めだ。いつも自信たっぷりに見えて、そういう言葉は普段から考えられないだけに驚いた。ゆっくりと目を上げて仲村さんを見つめた。わたしの不安は仲村さんに反比例して消えていく。

「うん、大丈夫。仲村さん、わたしが痛いって言っても続けるって約束して」

「そうする」

　仲村さんは可笑しそうにしてわたしの頭を撫でる。

　躰を起こしてから仲村さんはわたしの膝を立てて広げた。恥ずかしくても閉じる力はない。長い指先が敏感すぎる場所を滑ると、すぐに頭のなかは感じることでいっぱいになる。

「仲村さん……わたしはもぅいいっ」

　感覚は息づいているのに、躰はふるえることさえままならないほど動かない。怖さすら覚えて仲村さんを止めた。

「ゆっくりやるから」

　仲村さんは含み笑い、伸しかかるようにして一度わたしのくちびるを舐めた。

　それから、仲村さんの慾が入り口に触れて、じわりと侵入してきた。濡れそぼった入り口はすんなりと受け入れた。指よりは確実に躰をふさぐ。覚悟をして息を詰めたのに、仲村さんはそれ以上に進むことなく、浅い位置で出入りを繰り返す。

　指先とはまた違う感覚が溢れ、何も考えられない世界に堕ちた。水を跳ねる音が聞こえ、海の上で浮遊しているような気がした。

「仲……む……らさ――」

　心もとなさに名を呼びかけた刹那、仲村さんの慾がわたしを深く貫いた。

　あっ……んっぁぁあ――っ。

　一瞬、息を呑んだあと頭を反らして叫んだ。開ききった躰は奥深くまで侵入を許していて、おなかのなかが圧迫されたように感じる。息を切らしながら浅い呼吸を繰り返した。その間、仲村さんは体内を侵したまま、顔に触れたり胸のふくらみをたどったり、裂けた痛みと呼吸がおさまるまで一切動かずにわたしの躰を撫でまわしていた。

「絵奈」

　名前を呼ばれて目を開けた。わたしを見下ろす仲村さんの瞳は陰っている。

「仲村さん……大丈夫……みたい」

　躰はとっくに弛緩して言うことをきかないなかで、気分的な緊張はまだ抜けていないけれど、痛みはもう鈍化しつつある。

「チェリーにこだわってるつもりはなかったけど、やっぱりうれしいのはうれしいらしい」

　仲村さんは笑った。はじめて見る、少年っぽい笑い方。

　わたしのなかにできたのは普通の箱でも被害の箱でもない、宝箱。

　仲村さんはゆっくりと動きだした。

　少し荒く息を吐きながら任せていると、しばらくして仲村さんが動きを止める。

「つらい？」

「ううん。仲村さんを……いっぱいに感じてるの」

　わたしが答えると、仲村さんはくぐもった声で笑い、また動きだす。

　ゆっくりと時間は進み、やがて仲村さんのつらそうな呻き声が聞こえるようになった。

　いっぱいすぎて弾けるところまではいかなくても、だんだんとわたしの頭のなかも脳内麻薬エンドルフィンに侵され、本当に溶けだしそうな気がした。

「仲……村さ、んっ……もぅ、好きに……してっ……」

　これ以上は耐えられそうになく、懇願すると、仲村さんは儀式のように上半身をかがめ、わたしの胸にキスをして動きを少し早めた。

　まもなく仲村さんは体内から抜けだして、すると、その感覚にたまらず飛びだしたわたしの悲鳴と、仲村さんの呻き声が重なった。おなかが温かく濡れて気持ちが満ち足りる。

　しばらく互いの熱い呼吸音が部屋を満たしていた。

　それから、動けないでいるわたしの躰をきれいにすると、仲村さんは隣に片肘をついて寝そべった。

「どう？」

「よかった」

　仲村さんの曖昧な質問にわたしも笑って曖昧に答えた。

「まだいけるけど」

　その言葉に目を見開いた。

「もう無理！」

　悲鳴じみて即答すると、仲村さんは可笑しそうにして顔を下ろし、わたしのくちびるを舐めた。

　桜ん坊の種を取ってくれたり、こういう仲村さんのじゃれ合うようなしぐさは抱かれること以上に親密な気がして――。

「美味しい」

「うれしい」

　同時に口にした。

　にやりとした仲村さんを見上げて、わたしはくすくすと笑った。




　朝になって意識が覚醒すると、一週間まえのことがフラッシュバックした。

　びくっと身ぶるいしたとたん、腰を抱いた腕に気づいた。隣にはちゃんと温かさがある。

「おはよう」

　すでに起きていたらしく、仲村さんは横向きになって肘をついた。

「おはよ」

　そう答えると同時に片方の目から涙が落ちた。仲村さんは不思議そうに笑みを浮かべる。

「どうした？」

「目が覚めたとき……こんなふうに一緒にいてほしかったの」

　可笑しそうにした表情が掻き消えて、仲村さんの瞳に後悔がよぎる。

「うれしいんだよ？」

　付け加えるとキスが降りた。触れるだけではなく、なかへと入ってきた舌にまさぐられる。熱へと変わりそうに深くなりかけたとき、仲村さんは振り絞るように呻いて顔を上げた。

「続きは夜。今日のうちに引っ越しだ」

「引っ越し？」

「絵奈をさらう。これでもおれはお坊ちゃまで、かなりわがままなんだ」

　有無を言わさない宣告にびっくりしたわたしを残して、仲村さんは起きあがった。ベッド脇に落としていたバスタオルを拾って腰に巻きつけ、仲村さんは笑みを浮かべてわたしを見下ろした。

　仲村さんが手を伸ばす。

　その手から始まったわたしの気持ち。

　すくわれたのは消しゴムじゃなくてわたしだったのかもしれない。

　もっと。

　願った手がわたしに降ってくる。

　その手にわたしは自分の手を重ねた。








終章　社内恋愛のすすめ










　ホワイトボードに書きこまれたスケジュールどおり、八階にある総務部フロアの一室では朝の十時になって、各課の課長補佐四人が年度末最終照合会議と称して集まった。

　テーブルには書類が広げられているが、だれもそこに目を向けることはない。自分専用のマグカップを手にしながら外を眺めている様は会議というよりはお茶会だ。

　三月も末、窓の向こうには青空が広がり、春特有の霞がかかっている。向かいの公園を見下ろせば桜の花びらが舞っていることだろう。すっきりした青空が見えないのは残念な気もするが、これもまた風情と呼べようか。

　そう考えれば、一週間の始まりとしては天気も上々であれば、気分も上々だ。

「先週はどうなることかと思ったけれど」

　そう口火が切られたとたん、それぞれが目をくるりとして輝かせた。

「まさか、ひと目惚れ同然のふたりが手こずるなんて」

「だから言ったでしょう。恋するのにＴＰＯなんて関係ないけど、成就はタイミングなのよ」

「そういうあなたも手こずった口でしたわね」

「そのぶん、絆は深まりましてよ。押してもだめ、引いてもだめ、背中合わせもだめ、重ならなきゃ」

「まあ、意味深な発言ですこと」

　忍び笑いが満ちる。

「いやだわ。からかわないでくださらない？」

「何はともあれ、大成功で終わりね。心残りとしては天国にいちばん近い島を逃したことかしら。竹野内さんがうちの課にやってきたときは勝ち抜けたと思ったのに」

「おあいにくさま。さすが、は成宮さんだわ。人事部の子から聞いていたとおり、名実ともにトリックはお手のものね」

「やっぱり若いほうが行動早いのかしら。金城主任、人事部のお友だちの話ではめずらしくぞっこんだって話でしたのに」

「大人になればなるほど、真剣であればあるほど、考えることは多くなるものよ。女も男も。だからこそ、わたくしたちの出番、だったんですわ」

「とにかく、今回は仲村主任も落ち着かれたことだし、わたくしたち、大手柄じゃなくて？」

「そうね。会長もお喜びですし、できれば四人そろって旅行できないかしら」

「その点、わたくしも考えていたんですけど、主人に口添えしてもらおうかしらと思って」

「あら、いいお考え。わたくしも頼んでみるわ」

「では、わたくしも」

「もちろん、わたくしも」

　淑やかな笑い声が広がった。

　そこへ――。

「年度末の忙しいさなかに旅行の話とは、さすがに役員の奥様方とあって優雅ですね」

　四人は一斉に声のしたドアのほうに目を向けた。

「な、仲村主任！　どうしてここへ!?」

「ここがＡＳＫ推進企画室と伺ったものですから」

「な、なんですか、その『ＡＳＫなんとか』と言いますのは？」

「業平商事上層部公認の企画室のようですが」

「わたくしたち、そんな企画室なんて……」

　貴大はスーツのポケットから携帯電話を取りだし、ボタンを押して耳に当てる。

　一瞬後、会議室内にくぐもった携帯音が鳴りだして彼女たちは一様に硬直した。

「ケータイ鳴ってますよ。取らないんですか？」

「仕事中ですので」

「〝次期社長候補〟の僕が許可しますよ」

　出端ではなを強調すると彼女たちは顔を見合わせ、それからおもむろにため息を吐きだした。そのうちの一人、総務部長夫人である総務課長補佐が携帯電話を取りだしてボタンを押した。

　同時に、貴大が耳に当てていた携帯電話から呼びだし音が途切れた。

「はい、ＡＳＫ推進企画室です」

　携帯電話越しと間近の声がエコーし、貴大は小さく笑って電話を切った。

「どういうことです？」

　貴大が問うと総務課長補佐は肩をすくめた。

「その名のとおりですわ。ＡＳＫ、つまり愛社A精神S向上Kの推進を図るための企画室です」

「愛社精神と出会いビジネスまがいの企画がどう関係するのかわかりませんが」

「それはつまり、優秀な人材を引きとめるための手段ですわ」

「そう。運命の恋がこの業平商事内で芽生えたとしたら、だれもこの場所を捨てようとは思いませんもの」

「運命の恋、ですか」

　貴大は皮肉っぽく笑った。

「仲村主任はそうじゃありませんの？」

「……さあ、どうでしょう」

「まあ」

　総務課長補佐は曖昧な返事に顔をしかめている。

「仲村主任は照れていらっしゃるのよ。湯原さんとはすでに同棲なさっていますから。覚悟されたら即実行なんて、そんなところはさすがに仲村主任だわ」

　経理課長補佐が口を挟むと今度は貴大が顔をしかめた。絵奈に引っ越しをさせて一緒に暮らし始めたのはまだおとといのことなのだ。

「どこから情報を仕入れたんですか？」

「仲村主任の想い人からですよ。今朝、出社するなり、それはもううれしそうに引っ越したとのご報告をいただきましたから。住所を見れば一目瞭然ですわ」

　貴大はしかたなくため息をついて笑った。

「住所が変われば報告するのが義務です」

　経理課長補佐の補足に貴大はうなずいた。

「そのとおりです。それよりも、どうやったらここまでうまくいくんでしょうね。どこまでが必然なんです？」

「あら、この世界に偶然なんてあるのかしら？　少なくとも運命はすべて必然から成り立っているのに」

「僕は哲学者ではありませんから」

　人事課長補佐は貴大の返事にあからさまにがっかりした様を見せる。

「強いて仲村主任の認識範囲での必然をいえば、彼女たちを入社させたこと、総務部へ配属させたことかしら。あとは仲村主任が思うところの偶然ですわ。わたくしたち、お喋りだけじゃなくて聞きだすのも得意なんですの。その〝偶然〟を情報収集して、それをもとに段階ごとの査定を踏んでゴーサインを出しただけのこと」

　貴大は怪訝そうに目を細めて人事課長補佐を見やった。

「入社させた？」

「そうです。わたくしたち、入社試験には毎年立ち会ってますの。この子、と思った子は推させていただくんです。今年度入社した四人はいずれもそうです。来年度も数人。あさってはいよいよ入社式ね」

　話が微妙に逸れ、人事課長補佐は年甲斐もなくわくわくした様子だ。

「何が基準ですか？」

「それは長年の勘と」

　貴大の質問に答えた人事課長補佐はそこでいったん言葉を切り、ほかの課長補佐たちと顔を見合わせた。それから一斉に貴大へと視線が向く。

「若い頃のわたくしたちにそっくりなんですもの！」

　そろって出た言葉に呆気にとられ、一瞬後、貴大は笑いだした。

「僕は数十年後の彼女たちとここで会ってるんでしょうか」

「まあ、殿方ならそこは、数年後、とおっしゃっていただかなくては」

　咎めるような眼差しが貴大に集まる。肩をすくめ、「失礼しました」とひとまず謝罪を口にした。

「仲村主任、いつわたくしたちがＡＳＫ推進企画室の主催者であること、おわかりになったのかしら」

「ついさっきですよ。結果は出たことですし、総務部長を問いつめました」

「まあ、あの人ったら」

　総務課長補佐が顔をしかめた。

「上層部公認の企画室ということであれば、当然、僕もいずれは知ることになる。それが早くなっただけでしょう。責めることではありませんよ」

「それでは、後継者として？」

「そのつもりです。ＡＳＫ推進企画室がなかったら、いまになっても覚悟を決められなかったかもしれません。諸先輩方の策略には敵わなかったらしい」

「光栄です」

「では結果報告です。滞りなく今回の企画、完遂かんすいさせていただきました。旅行の件、僕も力になりますよ。では」

　貴大が会議室を出たとたん、ドアの向こうから乙女もどきの歓声が聞こえた。
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　急展開した三月はあっという間に終わって、四月初めの金曜日、これまでどおり八人は居酒屋ＩＯＭＡに集まった。

「…………ということ」

　お開き直前、貴大は代表して合コンの経緯をすべて説明した。奇妙に静まった個室のなか、絵奈たちは戸惑って顔を見合わせる。

「どうりで先輩たちが……。なんだかわたしたちって、嵌められてる？」

　まず、ちひろがわずかに険しい面持ちで口を開いた。

「だから惚れてるんだって。背景なんて関係ないだろ？」

　瑛は隣に座ったちひろを覗きこんだ。公然と言われ、ちひろからは不機嫌さが消えて、かわりに顔は真っ赤に染まった。

　笑うことは普通にあってもおよそにおいてクールなちひろだが、その仮面が剥がれた瞬間だった。驚いてびっくり眼になった女性陣の傍らで男性陣は笑っている。

「一対一でまともにやっても、ちひろはなかに入れてくれないだろうし、ＡＳＫは、おれが認めるに値するってことをちひろに実証するための、おれにとっては絶好のチャンスだった。乗せられたとか、謀はかられたとは思ってない」

「もういい。わかってるから」

　ちひろは泣きそうに照れて言った。

　その様子が、なんとなく緊張していた部屋の空気を緩やかにした。

「柾也が言ってた後ろめたいことってこのこと？」

　今度は美耶が疑問をぶつけた。不信ではなく、むしろ穏やかな信頼関係が窺えるような口調で、美耶は首をかしげて柾也を覗きこむ。

「そう。正々堂々と。いつもそうありたいと思ってるけど、出だしが悪かったし、普通に誘ってもまずそのまえに近づかせてくれなかっただろ？」

「金城、出だし悪かったって？」

　貴大が美耶と柾也の間に割りこむと、今度は美耶が赤くなった。

「話すわけないだろ？」

　柾也は笑って貴大の質問を退けるとまた美耶に向かった。

「それで、後悔してる？　もしくは怒ってる？」

「ううん。きっと柾也の言うとおりだから。普通に誘われてたら、引っ掻いて向こうずね蹴って足の甲を踏んづけてる」

　ふたりにしか通じない美耶の返事に柾也は笑いだした。

　それを眺めて勝手にやってくれといわんばかりに周りが肩をすくめるなか、紗稚は独り呆けていた。

「紗稚？」

「……成宮さん、わたしの思考力、いまきっとゼロになってる」

　紗稚が泣きそうに言うと、智章はぷっと笑った。

「大丈夫。おれがかわりに考えてるから」

「紗稚って眼鏡外して印象変わった気がする。才女には変わりないんだけど、どっちかというと可愛い感じだね」

「だろ？」

「成宮さん！」

　智章が美耶の感想に恥ずかしげもなく賛同すると、紗稚の混乱にますます拍車がかかった。まるで智章に操られるクリスタルになった気分だ。

「いいから。それより、もうそろそろ名前で呼んでくれてもいいと思うんだけどな」

「先抜けを隠してたぶん、なかなか抜けないのよね、きっと」

　早くもクールに立ち直ったちひろは明らかに紗稚をからかっている。

　こんな立ち往生ばっかりするなら人間でいるよりも――。

「わたし、水晶玉になりたい」

　紗稚は考えなく口走り、智章は可笑しそうに目を細めると――

「んー、やっぱ可愛いな」

　と言って、完全に紗稚を潰した。

「あの……わたしも告白しておく！」

　一際笑い声が満ちるなか、絵奈は唐突に言いだした。

「絵奈？」

　貴大が問うように名を呼んでも、絵奈は顔を合わせられず、ちょっとだけ目を伏せて打ち明け始めた。

「あのね……仲む……貴大さんたちはともかく……はっきりさせなかったけど、ちひろたちを合コンに誘いだしたのはわたしなの」

　女性側では、言いだしっぺがだれかと問うとき、だれもがいちばんに除外するなら絵奈だと思っていただけに、ちひろたちは呆気にとられて絵奈を見つめた。

「その……課長補佐が合コンの話を持ってきてくれて……最初は受ける気なかったんだけど参加者のなかに……貴大さんの名前を見つけて……。こんなふうに叶うなんて思ってなくて……ただ会って話したいって思っただけで……だから恥ずかしかったし、利用してほんとに悪いって思ってた。ごめん」

「そういうことか。遠回りして損した気がしてきた」

　小さく笑って貴大がそうつぶやくと、絵奈は自分がみんなのまえでかなり大胆な発言をしたことに気づいた。火照った頬を貴大の手が撫でる。人前なのに、と絵奈の理性が働く傍らで、こんなしぐさが自然だとも感じられてうれしい。貴大の手は絵奈を落ち着かせてくれた。

「じゃあ、めでたしめでたし、ということで今日はお開きだな」

　智章の言葉を合図にみんなそろって店を出て、それぞれに別れた。




「今日は、ってこれからもずっとＩＯＭＡに集まる？」

　貴大に手を取られて歩きながら絵奈は訊ねた。

「やめたい奴なんていないだろう」

「うん。なんだかうれしい」

「そうだな」

　貴大の声には笑みが滲んでいる。

「絵奈さん、お届け物です」

　ふいに絵奈は後ろから呼びとめられた。

　振り向くとＩＯＭＡの店長が追ってきて大きな花束を差しだした。反射的に受けとりながらも――

「わたしにですか？」

　と、絵奈は疑うように訊ねた。

「そうです。業弘なりひろ会長からお祝いということです」

　絵奈は驚きながら貴大を見上げた。

「受けとっておけばいい。喜んでるようだし」

　貴大に促され、絵奈はひとまず店長にお礼を言った。

　絵奈を見下ろして、花束のなかにカードが入っているのに気づいた貴大は落としてしまわないように取りあげた。

　メッセージは短く、『業平一族、心より歓迎』とある。その下のサインを見た。刹那、貴大は笑いだした。

『Intra-Office　MArriage推進委員会　会長　加藤かとう業弘』

「どういう意味？」

　絵奈はカードを覗きこんで貴大に問いかけた。

「社内結婚推進委員会だってさ。よくやるよ。上には上がいるらしい」

「同棲してるだけなのに」

　未来を夢見ることをしない絵奈がつぶやくと貴大はふっと笑った。

「……そうだな」

「何？」

「絵奈、花束が歩いてるように見える」

「そんなに小さくないよ」

　話が逸らされたことに気づかず、絵奈は眉間にしわを寄せて抗議した。

「持ってやるよ」

「ううん。花束もらうのははじめてでほんとにうれしいから。ロマンス小説の主人公の気持ちがわかりそう」

「相手がじーさんでも？」

「うん」

　絵奈が深く考えることなく即答すると貴大は吹きだすように笑った。
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　今日はいつもより少し早く出てきたにもかかわらず、月曜日という出勤時間帯のせいか、普段よりよけいに人が混雑している気がする。

　一般社員用のエレベーターは二階から始まっていて、そこへ向かうための、玄関から真正面にある二基のエスカレーターはすき間なく人が並んでいる。人ではなくスーツが歩いているような姿が目立つのは、新入社員が多く混じっているせいだろう。

　絵奈は、一年まえの自分もそんなふうに見えていたのだろうか、とふと思う。すると、いまでも新入社員と間違えられるかもしれないという、ちょっとした不安が芽生えた。すぐさま、そんなことを不安に思うなんて詰まらないことだと自分に言い聞かせる。

　絵奈がまっすぐエスカレーターへ向かっていると、つと背中の片側を押されるようにして方向転換させられた。そうしたのは一緒に出勤した貴大に違いなく、絵奈は斜め後ろを見上げた。

「仲村さん？」

　貴大から受付の向こうにあるエレベーターへと連れていかれた。

　そこは重役専用のエレベーターだった。業平ビルにはグループ会社が数社入っているうえ、四十階と高いから、このエレベーターは各々の重役室があるフロアのみに止まるというふうに限定されている。

「ちょっと寄り道」

　貴大はそう言って、絵奈をエレベーターに押しこんだ。

「どこ行くの？」

「会長に挨拶」

「え？」

「ひと言言わないと気がすまないってやつ」

　そこに貴大のプライドが見えて絵奈は笑った。早く来たのは仕事の都合かと思っていたのに、このためだったらしい。

「でもこんなに早く――」

「年寄りは無駄に早起きが多いんだ。ほとんど毎日、おれたちが家を出る頃にはもう出社してるよ」

「会長、なのに？」

　絵奈は目を丸くして笑った。

　その笑顔が消えないうちに四十階のボタンが点灯して扉が開いた。振動もあまり感じられず、思っていたより格段に早く到着して、絵奈は覚悟する間もなかった。緊張のあまり躰がこわばる。

「大丈夫だ。普通のじーさんとかわらないから」

　そうは言われても、絵奈にとって会社のトップという存在であることにはかわりない。

　びくびくとしながら降りると、絵奈たちのフロアと違って、壁にクロスが貼ってあれば床もふかふかの絨毯という具合だ。壁にかかった油絵がよけいに重厚な雰囲気を醸しだしている。

　その感嘆が少しだけどきどきする鼓動を鎮めてくれた。絵奈は上品な内装を見回しながら貴大のあとを追った。重役専用の受付を引きとめられることもなく、会釈だけ交わして素通りする。貴大はいちばん奥まで進んでドアをノックした。返事を待たずに貴大はドアを開け、絵奈の手を引いて室内に入った。

「失礼します」

　正面の一枚窓をバックに、広々とした木製のデスクに座った業平商事の現会長、加藤業弘が目に入った。

　ツンツンした白く短い髪に、顔に刻まれたしわ。年を重ねているだけに圧倒されるような気配がある。年だけのせいではなく、知識と経験に伴う自信のせいでもあるだろう。

　絵奈が加藤会長を実際に目にしたのは入社式から数える程度で、ましてやこんな間近で会うのははじめてのことだ。

　貴大とその横に立つ絵奈を認めて、厳つい表情のまま会長は立ちあがった。貴大と似ているところは背の高さくらいだろうか。絵奈はたじろぎながら一礼した。

「あら、おはよう、貴大さん」

　優雅な口調で声をかけたのは明らかに会長ではない。会長の存在に圧倒されて気づかなかったが、隅にあるソファに、ご婦人という言葉がぴったりの女性が座っていた。

「おはようございます。今日は同伴出勤ですか」

　貴大の『同伴出勤』という言葉から、絵奈は会長夫人だろうと見当をつける。まさか、愛人がこんなに堂々と姿を現すなんてことはないはずだ。もとより、普通、奥様がこんなふうに会社に顔を出すということがあるのかと不思議に感じた。

　絵奈たちにしろ同伴出勤に違いなく、そういうことを堂々とやれる会社なんてあるだろうかと疑問に思うところではある。いくら公になっているとはいえ、ずらしたほうがいいと考える絵奈と違って、貴大はいまさらとその意見を退ける。噂と相まって、いまや同棲すら公然となりつつあった。

「たまにはね。若かりし頃を思いだしてるの。それに、貴大さんが来ると聞いてはぜひにも立ち会わないと、と思って」

　貴大に答えた夫人の言葉に、絵奈は密かに驚く。もしかしたら会長と夫人は会社で知り合ったのかもしれない。

「いい迷惑ですよ」

「内孫たちがすんなり継いでくれればよかったのに情けないわ」

　会長夫人は首を振って嘆いた。

「それはともかく、おれがこう言うのも差し出がましいんですが、加藤のおじさんはよくやっていらっしゃいますよ。少なくとも営業部では社長への悪評はありませんから。外部からも。むしろ、外部の評価は高い」

「うむ。貴大、おまえの悪評はおさまったところで結論、やってくれるんだろうな」

　貴大の言葉に深く満足そうにうなずいた会長が、ここぞとばかりに口を挟んだ。

「おはようございます、会長。その返事のまえに。このおふざけの目的はなんです？」

「おふざけとは穏やかじゃないな。真面目にやっとる。わかっているだろう。ＡＳＫ推進企画室に乗りこんだと聞いたが？」

「会長の意図を確認したいだけですよ」

　これまでやわらかかった貴大の口調が少し硬く変わった。

「そのままだよ。いまの時代、愛社精神が薄くていかん。トップが高ければ高いほど下がしっかりしないと揺らぎやすい。それがわかっているからこそ、業平は社員を大事にしている。ちまたでは人材の切り捨てが騒がれているが、それに伴って人材が選り好みされているのが現状だ。せっかくここで育った人材をやすやすと他所よそに譲るつもりはない。業平に入った者は業平で終わってもらう。それを強制するのではなく、そう思わせなければならない。業平商事は大きな家族。それが創業者、加藤業平のイデオロギーだ」

「それが社内恋愛を勧める理由ですか」

　貴大は皮肉っぽく笑った。

「少なくとも業平に対する悪印象、もしくは悪い思い出はなくなる。得てして社内恋愛は面倒がられるが、逆の観点を突くなら、自分が恥を掻くわけにも、相手に掻かせるわけにもいかんだろう？　結果、仕事に身が入る。優秀であればあるほど、そういう意識が働く。貴大、おまえはどうなんだ？　人づてにおまえの結論は聞いているが、そのことが証明しているだろう」

　貴大はすぐには答えなかった。

　絵奈が見上げると、貴大の横顔にやはりなんらかのプライドが見えた。どういうことかわからないけれど、絵奈がそのプライドに障っているのはわかっている。張りつめたような空気を解くにはどうしたらいいのだろう。

　貴大の斜め後ろにいた絵奈は一歩まえに出て隣に並んだ。膝は頼りなくふるえている。こわばった躰をどうにか折って、会長夫妻に会釈した。

「おはようございます。総務部の湯原絵奈です。会長、お花をありがとうございました」

「おはよう。喜んでもらえたかな」

「はい！　お花いただいたのははじめてだったので」

　絵奈がうれしそうに笑うと、それが本心だと伝わったようで、会長はさっきまでの硬い表情から一転して相好を崩した。

「お花をいただくってうれしいものよね」

　会長夫人がにこにこした顔を絵奈に向けてくる。

「はい」

「貴大さんもうちの人みたいに気がきけばいいんだけど、ちやほやするよりはされてきたほうだから……」

「大丈夫です。わたし、桜ん坊でちやほやされてますから」

「桜ん坊？」

　問い返されると、絵奈はよけいなことを口走ったと気づいた。会長の雰囲気が変わったことと夫人に親しく声をかけられたことに気を許しすぎた。

「あ、いえ……こっちのことです」

　ぷっ。

　顔を赤くしたとたんに頭上で貴大が吹きだした。

　絵奈の火照った顔をひと撫ですると貴大は一度大きくため息をつき、姿勢を正して会長に向かった。

「会長のおっしゃるとおりでしょうね。では会長、結論です。遠慮なくトップは取らせてもらいますよ。必ずここまで伸しあがってきますから」

「承知した」

　会長は重々しくも、いまにもにやけそうな表情でうなずいた。

「ああ、それから。会長、提案があります」

「なんだ？」

「ＡＳＫ推進企画室の方々にはそろって旅行をしてもらってはどうです？　結果には充分すぎるほど満足されたでしょう？」

　太い笑い声が響き渡った。

「そのとおりだ。その案は引きうける」

「ありがとうございます」

　絵奈は深々と、貴大は軽くうなずいて一礼すると、会長室をふたりそろって出た。

「招待状、待ってるわ」

　ドアが閉まる間際、会長夫人の冷やかすような声が追いかけてきた。

「招待状って？」

　エレベーターに乗って扉が閉まるなり、絵奈は首をかしげて訊ねた。

　貴大は一階のボタンを押すこともなく、〝閉〟のボタンを手のひらで押しっぱなしにして、口の端を片方だけ上げるというおなじみの笑みを浮かべる。

「そのまえに正直な話」

「何？」

「まえに言ってた〝罠〟のことだ。つまりＡＳＫ推進企画室のこと」

「うん」

「一年まえ、絵奈の笑った顔に惹かれた。けど、たぶん、ＡＳＫがなかったらおれは絵奈とこうなっていなかったかもしれない。いま新人研修がまた始まってるけど……一年まえにこういうことがあったな、と思うくらいかもしれない」

　絵奈の表情が少し曇ると貴大は頬を撫でた。そのしぐさは慣習化しつつある。

「ＡＳＫからは絵奈の近況を知らされて、それでだんだんと気持ちが形になっていった。それとは逆行して、けしかけられている状況にあることは間違いないし、反抗する気持ちもあって結局、おれからは動かなかった。絵奈につらく当たったのはそういうおれのプライドもあったんだ」

「……うん」

「まあ、こういうことを〝かもしれない〟って言ってしまうのも悪あがきだな。ただ、はっきりしてるのは……いまは、絵奈を逃してたらと思うだけで苦しい」

「ほんと？」

「それで帳消しにできる？」

　貴大をまっすぐに見上げる絵奈の笑顔が答えを示している。貴大もまた、そんな絵奈を見て、これまでになくやわらかな笑みを見せる。

「いまでは……絵奈に関するかぎり、くだらないプライドだったって自分に腹が立つ。これから挽回させてもらう」

　尊大に聞こえなくもない。けれど、それが貴大らしさとわかっている絵奈には充分すぎる。かえって、自分の無能さのほうが厄介だ。

「わたし……さっき会長が言ってたこと……仲村さんにいっぱい恥を掻かせるかもしれない。このまえのミスも……」

「ああ、あの件は営業部だっただけに無意識にでもおれに貢みつぎたいのかって思ったけど」

　絵奈はからかった貴大を責めるように見た。

「がんばっていればそれだけでいい。それがほかの社員の励みになるってこともあるから」

「どういう意味？」

「皮肉じゃない。本心」

　そう言いつつも貴大の顔はどう見てもにやついている。

　どこか納得がいかないながらも、貴大がそのままの絵奈を受け入れたことは疑っていない。

　それならなおさら、ＡＳＫ推進企画室がなくても――。

「……わたしね、合コンがなかったとしても……いつか……仲村さんの噂を頼って〝相談〟に行ってる気がする」

　絵奈が打ち明けると貴大は笑いだした。

「じゃ、結果は一緒か」

　貴大はゆっくりとかがんで顔を絵奈に近づける。

「仲村さんっ――」

「貴大、だ」

「まだ慣れなくって……」

　喋っている途中で絵奈はくちびるをふさがれた。

　んっ。

　絵奈が呻くと、のめるまえに惜しむように貴大は離れた。

「……ここ会社だよ？」

　絵奈は困惑して貴大を責めた。

「おれのキス嫌い？」

「……そうじゃなくって！」

「嫌い？」

「……好き」

「ならもう一回」

　無理やり言わされたうえ、また絵奈は貴大に襲われた。ここがどこか忘れそうになって貴大の胸を押した。

「仲村さん、だめっ」

「会長は社内結婚推進委員会の第一人者だし、文句言う奴なんていないだろ。だれも見てないし」

　貴大は口を歪めて笑いながら一階のボタンを押した。エレベーターがそれとわからないくらいの振動を立てて動きだす。

「リップ、剥がれてない？　仲……貴大さんのくちびる、ピンクになってる」

　バッグからティッシュを取って貴大に渡した。

「拭いて」

「……もう」

　困ったようにつぶやいて絵奈は貴大の口を拭いた。

　その手を貴大はつかむ。

「何？」

　そこにこれまでになく真剣な貴大の顔があった。

「絵奈、すぐ結婚しよう」

　刹那、絵奈の大きく開いた瞳に涙が溜まり、笑っているように揺れた。

　到着した一階で扉が開く。

　笑みがこぼれ落ちる寸前、貴大の手がまた〝閉〟のボタンを押して、エレベーターの箱のなか、ふたりきりで閉じこもった。

　絵奈のなかの箱はかわらず増えている。

　いまできたのはふたりの巣箱。

　閉めきれないくらい、きっとたくさんの時間が入るだろう。
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